
 Japanese  Weekly Newspaper  (Free)

 週刊ＮＹ生活
 www.nyseikatsu.com

Member of THE OVERSEAS JAPANESE PRESS ASSOCIATION

 NY生活プレス社  NO.895（週刊） 2023 年 1月1日　日曜日  ・NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.  ☎ (212) 213-6069
・71 WEST 47TH STREET, SUITE 1205, NEW YORK, NY 10036■

新
聞
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
読
め
る
デ
ジ
タ
ル
版
　www.nyseikatsu.com

 

世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
︵
フ
リ
ー
︶©

All copyrights reserved to New York Seikatsu Press, Inc.

 Printed and published in U.S.A.

一般社団法人海外日系新聞放送協会加盟社

 SHUKAN
NEW YORK
SEIKATSU

 Printed in U.S.A.

　

本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

芸
術
は
﹁
な
い
も
の
﹂
を
描
い
て
﹁
あ
る
べ
き
世
界
﹂
を
示
す
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
人
類
史
上
最
悪
と
い
わ
れ
た
14
世
紀
の
疫
病
の
蔓
延
後
、
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
科
学
の
大
切
さ
を
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
健
康
的
な
肉
体
の

大
切
さ
を
訴
え
、﹁
再
生
﹂
を
意
味
す
る
﹁
ル
ネ
サ
ン
ス
﹂
を
拓
き
ま
し
た
。　

　

19
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
戦
争
に
明
け
暮
れ
る
時
代
だ
っ
た
の
で
す
が
、
モ
ネ

は
足
元
に
降
り
注
ぐ
光
を
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
暖
か
で
平
和
な
情
景
を
描
き
、﹁
印

象
派
﹂
を
生
み
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
、
信
長
、
秀
吉
の
戦
国
時
代
、
狩
野
永
徳
は
一
枚
の
絵
の
中
に
四
季

を
入
れ
て
、
様
々
な
概
念
の
調
和
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
が
か
つ
て
日
本

で
﹁
モ
ナ
リ
ザ
﹂
が
展
示
さ
れ
た
時
、
交
換
作
品
と
し
て
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
貸

し
出
さ
れ
た
日
本
美
術
の
最
高
峰
、
永
徳
の
国
宝
﹁
花
鳥
図
﹂︵
大
徳
寺
聚
光
院
︶

で
す
。
彼
ら
が
そ
の
時
代
に
足
り
な
い
も
の
を
描
い
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

芸
術
と
は
、
そ
の
よ
う
な
﹁
あ
る
べ
き
世
界
﹂
を
示
す
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
す
。
今
私
は
滝
の
内
側
か
ら
外
側
を
見
る
と
い
う

視
点
に
立
っ
て
、
色
彩
に
満
ち
た
世
界
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

滝
の
間
か
ら
朧
げ
な
が
ら
見
え
る
世
界
は
、
多
様
性
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
は
、
そ
も
そ
も
は
森
林
で
あ
っ
た
り
、
様
々
な
花
で
あ
っ
た
り
、
空
で
あ
っ
た

り
し
ま
し
た
。
し
か
し
流
れ
る
水
に
よ
っ
て
物
体
性
は
消
え
、
多
様
な
色
彩
と
し

て
の
み
、
滝
の
内
側
に
い
る
私
に
届
き
ま
す
。

　

色
彩
は
、
光
の
作
用
に
よ
っ
て
見
え
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
私
は
、
そ
の
時
純

粋
に
光
だ
け
を
見
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
光
は
、
世
界
は
多
様
性
に
満
ち
て
い

る
と
伝
え
て
い
る
の
で
す
。

　

ど
ん
な
に
暗
く
て
も
、
一
条
の
光
さ
え
届
け
ば
足
元
に
広
が
る
多
様
性
を
示
す

こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
閉
塞
感
に
満
ち
た
現
代
、
私
は
そ
の
様
な
﹁
あ
る
べ

き
世
界
﹂
を
示
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

世界は色彩に満ちている

せ
ん
じ
ゅ
・
ひ
ろ
し
︵
画
家
。
ベ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
名
誉
賞
、
日
米
特
別
功
労
賞
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
賞
、

恩
賜
賞
、
日
本
芸
術
院
賞
、
日
米
協
会
金
子
堅
太
郎
特
別

賞
な
ど
を
受
賞
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
。︶

千
住 

博
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街角ファッション
動画DE チェック⑰

動画
インタビュー https://www.youtube.com/watch?v=1ORz8TSu5Ls

Ｌ
Ａ
は
着
心
地
と
機
能
を
重
視

ム
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
を
中
心
に
街
角
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

っ
て
き
た
が
、
環
境
意
識
の
高

さ
は
共
通
す
る
も
の
の
、
東
海

岸
と
西
海
岸
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

　

２
０
１
１
年
の
ブ
ラ
ッ
ク
フ

ラ
イ
デ
ー
セ
ー
ル
で
、
パ
タ
ゴ

ニ
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
新
規
購
入
せ
ず
修
理
か
再
利

用
す
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
る
広

告
が
話
題
と
な
っ
た
パ
タ
ゴ
ニ

ア
。
今
年
９
月
、
創
業
者
で
あ

る
イ
ボ
ン
・
シ
ュ
イ
ナ
ー
ド
氏

が
自
身
の
所
有
す
る
全
株
式
を

環
境
保
護
活
動
に
従
事
す
る
非

営
利
団
体
や
信
託
へ
譲
渡
す
る

と
の
発
表
は
、
業
界
関
係
者
の

み
な
ら
ず
一
般
消
費
者
に
も
衝

撃
を
与
え
た
。
同
社
は
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
真
剣
に
追
及

す
る
非
上
場
企
業
で
、
ど
う
事

業
を
拡
大
す
る
か
？
で
は
な

く
、
ど
こ
ま
で
事
業
を
拡
大
す

べ
き
か
？
と
い
う
議
論
が
真
剣

に
経
営
陣
の
中
で
行
わ
れ
る
。

パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
主
要
購
買
者
層

は
、
週
末
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
よ
う
な
機
能
性

重
視
で
環
境
意
識
と
所
得
が
高

い
消
費
者
で
あ
り
、
ど
う
し
て

も
都
市
部
に
集
中
す
る
。
Ｌ
Ａ

も
そ
の
一
つ
だ
。
シ
ュ
イ
ナ
ー

ド
氏
自
身
も
サ
ー
フ
ァ
ー
で
あ

り
、
同
社
は
Ｌ
Ａ
北
部
の
ベ
ン

チ
ュ
ラ
に
本
社
を
構
え
る
。

　

こ
れ
ま
でW

2N
X

T

チ
ー

ン
テ
イ
ス
ト
に
差
が
あ
る
。
Ｎ

Ｙ
は
年
間
通
し
て
温
暖
の
差
が

激
し
く
、
重
ね
着
時
の
色
合
わ

せ
に
拘
っ
た
り
、
極
寒
の
冬
を

終
え
た
春
の
到
来
時
に
は
華
や

か
な
プ
リ
ン
ト
の
服
を
好
ん
で

着
る
傾
向
が
あ
る
。
一
方
で
、

常
夏
の
Ｌ
Ａ
は
着
心
地
を
含
む

機
能
重
視
だ
。
例
え
ば
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
でV

A
N

S

の
シ
ュ

ー
ズ
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
感
へ
の
評

価
か
ら
だ
が
、
Ｌ
Ａ
で
は
ス
ケ

ー
ト
パ
ー
ク
と
滑
り
止
め
ラ
バ

ー
ソ
ー
ル
の
相
性
が
支
持
さ
れ

て
い
る
為
だ
。
ま
た
、
Ｌ
Ａ
で

は
Ｎ
Ｙ
で
は
耳
に
し
な
い
よ
う

な
サ
ー
フ
ィ
ン
に
特
化
し
た
地

元
の
中
小
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
人
気

も
高
く
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
の

文
字
起
し
に
一
苦
労
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
答
え
る
サ
ー
フ
ァ
ー
の

女
性
は
、
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
ビ
ー

チ
に
到
着
す
る
と
パ
ロ
・
サ
ン

ト
ス
の
ス
エ
ッ
ト
を
脱
ぎ
捨

て
、
ソ
リ
ッ
ド
＆
ス
ト
ラ
イ
プ

ト
の
ト
ッ
プ
と
シ
ッ
ド
ウ
ェ
イ

の
ボ
ト
ム
。
ビ
キ
ニ
上
下
を
別

ブ
ラ
ン
ド
で
合
わ
せ
る
拘
り
よ

う
だ
。
一
番
の
お
気
に
入
り
は

H
eidi M

errick

。
サ
ー
フ
ィ

ン
と
ハ
イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
上

手
く
融
合
さ
せ
た
ハ
イ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で
、
サ
ン
タ

バ
ー
バ
ラ
出
身
の
女
性
サ
ー
フ

ァ
ー
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。

　

Ｎ
Ｙ
、
Ｌ
Ａ
共
に
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
て
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
集
ま
る
都
市
だ
。
そ
の

為
か
消
費
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

テ
イ
ス
ト
も
洗
練
さ
れ
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
研
究
も
楽
し
い
が
、

西
海
岸
と
の
比
較
を
通
し
て
見

え
て
く
る
こ
と
も
多
い
。
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
は
文
化
を
反
映
す

る
。
主
要
都
市
を
訪
れ
た
際
に

は
現
地
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
着
目

す
る
と
、
改
め
て
広
大
な
米
国

文
化
の
多
様
性
が
垣
間
見
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

︵W
ear 2Next

チ
ー
ム
／
ア
パ

レ
ル
業
界
関
係
者
に
よ
る
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
研
究
チ
ー
ム
︶

１月 NY 日系人会の行事
明けましておめでとうございます！

2023 年が、皆様にとりまして良き年でありますようお祈り申
し上げます。新しい JAA 会館に 1 月 20 日に移転します。

新会館で、皆様のニーズにあった企画を取り入れて行きたいと
思っています。ご支援のほどお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡＡ事務局

＊定期クラスは移転に伴い、お休みします。
■ 12 月 26 日（月）〜１月２日（月）年末年始にて事務局お
休み。1 月３日（火）JAA の仕事始めです
■ 1 月 9 日（月）10am-12pm JAA 11 階ホール「シニアへの無

料ヘアカット」田原ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さ
んと上田和則さんがヘアカットを行います。要予約。

■ 16 日（月）Martin Luther King Jr. Day 　JAA はお休み
■ 19 日（木）10am-12pm 「寺井真美弁護士による米国におけ

る移民法無料電話相談室」各 15 分。要予約。
■ 22 日（日）9:30am-11:00am オンライン NY シルバー会「在

宅訪問看護師弓削容子さんと一緒に健康から介護まで情報交
換しましょう！」参加希望者は、JAA または E メール yoko.
yuge.nyc@gmail.com まで予約する。ZOOM インフォメー
ションを送ります

■ 26 日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝川
玲子弁護士の遺言・事前指示の書類についての相談 - Will, 
Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」各 30 分。
要予約。

　JAA 事務局から　
＊ JAA では、2022 年度税金申告の無料相談をして下さる CPA

を探しています。ご協力ください。

＊ 2023 年度会費納入のご案内 継続してのご支援をお願い申し
上げます。新会員を受け付けています。

＊ 2023 年度本庄奨学金奨学生募集中：今秋から大学院に進学
する学生を対象に募集をしています。日本人・日系人、JAA
会員以外の方も応募できます。https://jaany.org/w/education/
honjo-scholarship/

JAA-HONJO SCHOLARSHIP Announcement Through gener-
ous funding from the Honjo Foundation, JAA is looking for 
qualifi ed candidates for its 2023 JAA-HONJO Scholarships. 
This is open to students who will be enrolled in a full-time 
course of graduate study (except music, arts and medical) at 
an accredited U.S. university in the Greater New York area 
in academic year 2019-2020. The student should be able to 
demonstrate an interest in and ideally is already involved in 
furthering U.S.-Japan relations. The deadline for applications 
is 2/15.

 The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　大晦日の午後 11 時 59 分からカウ
ントダウンを始め、新年を迎えた深
夜 12 時ちょうどからスタートするＮ
ＹＲＲ（ニューヨーク・ロードラン
ナーズ）主催のマラソン大会「ミッ
ドナイトラン」が今年もセントラル
パークで開催される。
　レース前には音楽やダンスのイベ
ントがあり、入賞者には賞金が贈ら
れる。新年の幕開けを祝ってセント
ラルパーク内であげられる花火を頭
上に見ながら、４マイルのコースを
走る恒例イベント。参加費 55 ドル〜。
参加申し込み・走行コースなどの詳
細は公式サイト https://www.nyrr.
org/races/nyrrmidnightrun 参照

新年をマラソンで祝う

NYRR Midnight Run

https://peace-bell.com/
https://www.mikihouse.com/
https://www.youtube.com/watch?v=1ORz8TSu5Ls
mailto:yuge.nyc@gmail.com
https://jaany.org/w/education/
tel:212-840-6942
mailto:info@jaany.org
https://www.nyrr.org/races/nyrrmidnightrun
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 青山学院校友会
ニューヨーク支部

  会長

       菊池　慎一郎

 Tel: 917-428-4132
E-mail: alumni.aogaku.ny@gmail.com

池坊華道教授

石塚　由里　

TATE Hatoryu NY

殺陣波濤流ニューヨーク

   代表　      香純　恭

tate@hatoryuny.com 
www.tate-hatoryuny.com

 垂水ヴァイオリン財団

 理事長　         垂水 優香子

 2130 Broadway, #2508 New York, NY 10023
Tel: 917-621-5509   www.tarumiviolinists.com

E-mail: yukakotarumi@gmail.com

東京 - フロストバレー
YMCA パートナーシップ

スタッフ一同

2000 Frost Valley Road, 
Claryville, NY 12725 

Email: tokyo-info@frostvalley.org
www.ymcatfv.org

芸術集団 THE BRICKS NYC
ＮＹ東京藝術大学同窓会 代表

アリオーソ音楽教室 主宰

   作曲家

 金澤 恵之

www.satoshikanazawa.net
www.ariosomusicstudio.net

satoshi@satoshikanazawa.com
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イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ

 ケン 青木

 79

　

過
去
、
今
の
寒
い
季
節
に
触

れ
た
こ
と
が
あ
る
紳
士
服
の
ア

イ
テ
ム
にD

uffle C
oat

ダ
ッ

フ
ル
コ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ん
？
、
と
思
わ
れ
た
方
お
あ

り
か
と
。
綴
り
は
﹁D

uffel

﹂

な
の
で
は
？
と
思
わ
れ
た
方
が

少
な
く
な
い
人
数
お
ら
れ
る
の

で
は
？

　

結
論
か
ら
申
し
上
げ
れ
ば
ど

ち
ら
の
綴
り
も
間
違
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
な
ぜ
だ
か
わ

か
ら
な
い
の
で
す
が
英
国
に
お

い
て
はD

uffle

、
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
はD

uffel

と
綴
る

傾
向
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
ま
す

が
、D

uffel

と
綴
る
の
は
実

は
本
家
本
元
、
ベ
ル
ギ
ー
の

D
uffel

の
方
な
ん
で
す
。

　

D
uffel C

oat

のD
uffel

と
はD

uffel cloth

、
即
ち
ベ

ル
ギ
ー
の
首
都
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

の
北
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
国
境
沿

い
を
流
れ
るD

uffel

川
の
流

れ
を
利
用
し
、
17
世
紀
か
ら
厚

手
で
丈
夫
な
黒
い
ウ
ー
ル
地

を
織
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に

流
通
さ
せ
て
い
た
の
で
し
た
。

M
elton

メ
ル
ト
ン
等
と
呼
ば

れ
る
重
量
感
あ
ふ
れ
、
毛
布
に

も
な
り
え
る
ド
ッ
シ
リ
し
た
生

地
の
コ
ー
ト
は
雨
風
に
負
け

ず
、
直
線
的
で
ゆ
っ
た
り
し
た

裁
断
は
作
業
用
の
オ
ー
バ
ー
コ

ー
ト
に
も
適
し
て
お
り
、
そ
の

た
め
オ
ラ
ン
ダ
の
漁
師
達
に
厳

冬
期
の
漁
に
て
愛
用
さ
れ
、
実

用
性
の
高
さ
が
英
国
海
軍
の
目

に
留
ま
り
、
ほ
ぼ
似
寄
り
の
デ

ザ
イ
ン
の
コ
ー
ト
が
採
用
さ
れ

た
と
い
う
逸
話
が
あ
り
ま
す
。

　

突
然
で
す
が
、
羊
毛
紡
績
に

は
実
は
水
が
最
も
肝
要
な
ん
で

す
。
水
は
良
質
の
軟
水
が
ベ
ス

ト
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸

の
水
質
はm

ostly

硬
水
な
の

で
す
ね
。
つ
ま
り
本
来
羊
毛
ビ

ジ
ネ
ス
に
は
適
し
て
は
い
な
い

と
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
質
に
は
石

灰
岩
が
含
ま
れ
る
地
域
が
多

く
、
硬
水
が
一
般
的
。
フ
ラ
ン

ス
の
有
名
な
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
、
エ
ビ
ア
ン
も
そ
う
で
す

ね
。
で
す
が
、
例
外
が
何
か
所

か
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
ア
ル
プ

ス
山
系
の
雪
解
け
水
が
豊
富
な

北
イ
タ
リ
ア
の
ビ
エ
ラ
地
区 

、

そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
は

切
り
離
さ
れ
た
グ
レ
ー
ト
ブ
リ

テ
ン
島
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な
の
で
す
。
ど

ち
ら
の
地
域
も
高
級
毛
織
物
、

カ
シ
ミ
ヤ
等
高
級
獣
毛
生
地
等

の
生
産
で
世
界
的
に
有
名
で
す

ね
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
そ
こ
軟
水
の

水
系
が
ベ
ル
ギ
ー
の
ダ
ッ
フ
ル

川
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し

て
、
当
地
で
は
先
述
の
厚
手
で

ド
ッ
シ
リ
の
黒
い
ダ
ッ
フ
ル
ク

ロ
ス
が
織
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ず
っ
と
軍
用
だ
っ
た
の
で

す
。
え
っ
？ 

と
思
わ
れ
る
か

も
で
す
が
、
ダ
ッ
フ
ル
ク
ロ
ス

を
繋
ぎ
合
わ
せ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
な
ど
城
壁
の
周
囲
に
ポ
ー
ル

を
建
て
て
張
り
巡
ら
し
大
砲
避

け
に
し
て
い
た
の
で
す
。
当
時

は
ま
だ
大
砲
の
弾
に
爆
薬
は
入

っ
て
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
そ

れ
で
効
果
が
あ
っ
た
の
で
す

ね
。

　

こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
も
あ

っ
て
英
国
海
軍
の
目
に
留
ま
り

採
用
さ
れ
た
ワ
ケ
で
す
が
、
こ

の
コ
ー
ト
、
誰
で
も
着
れ
た
の

で
は
な
く
将
校
、指
揮
官
向
け
、

つ
ま
り
お
偉
い
さ
ん
専
用
で
し

た
。
一
方
、
水
兵
さ
ん
達
下
っ

端
が
着
て
い
た
の
が
ピ
ー
コ
ー

ト
。

　

ダ
ッ
フ
ル
コ
ー
ト
本
来
の
色

は
サ
ン
ド
ベ
ー
ジ
ュ
、こ
の
色
、

軍
艦
の
船
上
で
は
目
立
つ
の
で

す
。
ピ
ー
コ
ー
ト
は
ネ
イ
ヴ
ィ

ー
ブ
ル
ー
や
黒
で
す
が
、
ネ
イ

ヴ
ィ
ー
と
は
も
ち
ろ
ん
海
軍
の

意
味
、
濃
紺
色
で
す
が
、
実
は

機
械
油
な
ど
汚
れ
が
最
も
目
立

た
な
い
の
で
す
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
ダ
ッ
フ
ル

コ
ー
ト
は
ア
ッ
パ
ー
向
け
、
ピ

ー
コ
ー
ト
は
庶
民
、
下
手
す
る

と
ア
ウ
ト
ロ
ー
向
け
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
も
ア
メ

リ
カ
に
は
ま
だ
居
ら
れ
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
余
っ
た

ピ
ー
コ
ー
ト
が
服
役
囚
の
冬
場

の
作
業
用
に
廻
さ
れ
た
こ
と
も

大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
と
も
言

わ
れ
て
ま
す
。こ
う
い
う
お
話
、

映
画
を
観
ら
れ
る
と
僕
の
話
し

よ
り
も
ピ
ン
と
来
る
か
も
で
す

(

笑)

。
古
く
は
﹁
第
三
の
男
﹂、

﹁
ナ
バ
ロ
ン
の
要
塞
﹂、﹁
ア
ル

カ
ト
ラ
ス
か
ら
の
脱
出
﹂、﹁
愛

の
狩
人
﹂
な
ど
な
ど
。

　

英
国
の
上
流
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル
の
お
子
さ
ん
た
ち
の
冬

場
の
通
学
時
に
着
ら
れ
る
様
に

も
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
め

か
日
本
で
は
女
の
子
向
け
の
コ

ー
ト
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も

多
い
様
な
の
で
す
が
、
そ
の
様

な
こ
と
は
全
く
な
く
、
文
字

通
り
老
若
男
女
、for all the 
people

の
稀
な
服
で
あ
る
と

申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
例
え
ば
ジ

ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
の
白
の
ダ
ッ

フ
ル
コ
ー
ト
、
そ
し
て
か
つ
て

ラ
ル
フ
ロ
ー
レ
ン
が
発
表
し
た

１
０
０
％
カ
シ
ミ
ヤ
の
ブ
ラ
ッ

ク
ウ
ォ
ッ
チ
タ
ー
タ
ン
の
ダ
ッ

フ
ル
コ
ー
ト
な
ど
、﹁
こ
れ
ぞ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
鋭
い
、
ヤ
ラ

れ
た
！
﹂
と
思
う
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
で
は
皆
様
、謹
賀
新
年
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表

を
経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
．
カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム

テ
ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士

服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

上
品
さ
漂
う
ダ
ッ
フ
ル
コ
ー
ト

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
、
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
︶
は
１
月
29
日
︵
日
︶、
日

本
の
お
正
月
を
祝
う
家
族
向
け

参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
午

前
・
午
後
の
部
の
２
回
に
分
け

て
開
催
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、T

A
IK

O
 M

A
SA

LA

の

和
太
鼓
の
響
き
に
あ
わ
せ
た
迫

力
満
点
の
獅
子
舞
と
書
画
家
・

田
中
太
山
に
よ
る
新
年
を
祝
う

書
初
め
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
中
心
に
、
日
本
の
お
正
月

を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
が
体
験
で
き
る
。
参
加

者
は
ス
テ
ー
ジ
で
の
ミ
ニ
太
鼓

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
書
初
め
に

挑
戦
で
き
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
た
め
、
家
で
家
族
と
楽
し

め
る
お
持
ち
帰
り
ク
ラ
フ
ト
・

キ
ッ
ト
も
用
意
さ
れ
る
。

　

午
前
の
部
は
10
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で
、
午
後
の
部
は
１
時

か
ら
２
時
30
分
ま
で
︵
チ
ケ
ッ

ト
購
入
の
際
、
午
前
の
部
・
午

後
の
部
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す

る
︶
。
マ
ス
ク
着
用
推
奨
。
参

加
費
は
一
般
15
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
10
ド
ル
、
２
歳
以
下
は
無

料
。
ス
ク
ー
ル
カ
ル
チ
ャ
ー

メ
ン
バ
ー
も
無
料
。
チ
ケ
ッ

ト
と
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
japan

society
.org

/kids-
fam

ily/ 

を
参
照
す
る
。

© George Hirose

家
族
向
け
イ
ベ
ン
ト

日本のお正月祝う
ジャパン・ソサエティーで29日

　

日
系
不
動
産
会
社
の
リ
ダ
ッ

ク
は
、
帯
同
家
族
の
生
活
実

態
、
及
び
意
識
に
関
す
る
傾

向
調
査
・
分
析
を
目
的
に
12

月
20
日
か
ら
１
月
10
日
︵
火
︶

ま
で
、﹁
帯
同
家
族
の
生
活
実

態
・
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂

を
実
施
し
て
い
る
。
対
象
は
、

駐
在
帯
同
家
族
と
し
て
ア
メ
リ

カ
に
住
ん
で
い
る
人
︵
一
時

帰
国
中
で
も
回
答
可
︶。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
人
の
中

か
ら
、
抽
選
で
50
人
に
ア
マ

ゾ
ン
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
︵
10
ド

ル
︶
が
進
呈
さ
れ
る
。
ア
ン
ケ

ー
ト
回
答
リ
ン
ク
はhttps://

jp.su
rvey

m
on

key
.com

/
r/expatfam

ily

帯
同
家
族
調
査

リ
ダ
ッ
ク
が
ア
ン
ケ
ー
ト

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
島
根
県
人

会
は
１
月
６
日
︵
金
︶
午
後

６
時
か
ら
９
時
ま
で
、
エ
バ

ー

グ

リ

ー

ン
・

シ

ャ

ン

ハ

イ
・
Ｎ
Ｙ
︵
東
38
丁
目
10
番

地
︶
に
て
新
年
会
を
開
催
す

る
。
会
費
は
50
ド
ル
。
問
い
合

わ
せ
・
参
加
希
望
者
は
電
話

９
１
７
・
８
５
４
・
１
９
６
２
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

n
y

sh
im

an
ek

en
jin

k
ai@

gm
ail.com

︵
奥
井
さ
ん
︶
ま

で
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人

会
︵
大
坪
賢
次
会
長
︶
は
１
月

22
日
︵
日
︶
午
後
４
時
か
ら
エ

ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
で

２
０
２
３
年
新
年
会
を
開
催

す
る
。
対
面
式
で
開
催
す
る

の
は
３
年
ぶ
り
と
な
る
。
会

費
は
１
人
80
ド
ル
。
例
年
参

加
者
が
多
い
た
め
、
先
着
順

で
１
０
０
人
ま
で
受
け
付
け

る
。
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル　

new
yourkniigata@

gm
ail.

com

　

上
智
大
学
の
同
窓
会
﹁
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
ソ
フ
ィ
ア
会
﹂
が
３

年
ぶ
り
と
な
る
対
面
で
の
新
年

会
を
１
月
28
日
︵
土
︶
午
後

１
時
か
ら
３
時
ま
で
、
メ
キ

シ
コ
料
理
店
﹁
ザ
・
レ
ッ
ド

グ
リ
ル
﹂︵
２
番
街
１
７
０
１

番
地
、
88
丁
目
と
89
丁
目
の

間
︶
に
て
開
催
す
る
。
ビ
ン
ゴ

大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
企

画
。
会
費
は
40
ド
ル
︵
ワ
ン
ド

リ
ン
ク
付
き
︶。
問
い
合
わ
せ
・

参
加
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

infosophiany@
gm

ail.com

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ソ
フ
ィ
ア
会

会
長
、我
謝
京
子
さ
ん
︶
ま
で
。

Ｎ
Ｙ
島
根
県
人
会

1
月
6
日
に
新
年
会

Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会

22
日
に
新
年
会

Ｎ
Ｙ
ソ
フ
ィ
ア
会

28
日
に
新
年
会

楽しい
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本
紙
創
刊
と
同
時
に
始
ま
っ
た
児
童
生
徒
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
﹁
こ
と
ば
の
泉
﹂
は
今
年
で

19
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
期
の
応
募
総
数
は

小
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
約
９
０
０

点
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
へ
の
対
応

と
し
てW

ord

原
稿
に
よ
る
応
募
も
可
能
と
し
た

こ
と
に
よ
り
、
中
学
生
高
校
生
お
よ
び
日
本
人

の
親
御
さ
ん
を
持
た
ず
日
本
語
を
学
ぶ
現
地
高

校
生
の
応
募
が
増
え
た
こ
と
が
今
期
の
特
徴
で

し
た
。

　
本
年
間
大
賞
は
２
０
２
１
年
11
月
第
一
週
か

ら
２
０
２
２
年
10
月
末
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た

１
８
８
作
品
よ
り
、
第
一
次
審
査
と
し
て
編
集

部
が
左
記
の
15
作
品
を
選
出
。
そ
の
15
作
品
を

対
象
に
審
査
員
５
名
に
よ
る
最
終
審
査
が
行
わ

れ
、
年
間
大
賞
６
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。
本

ペ
ー
ジ
で
は
最
優
秀
賞
、
第
一
席
、
第
二
席
、

第
三
席
と
佳
作
２
点
を
掲
載
し
ま
す
。

ご
協
力
頂
い
た
審
査
員
の
方
々

■
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館

　
遠
藤
彰
首
席
領
事

■
全
日
空
米
州
室
ア
カ
ウ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
竹
本
登
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
補
佐

■
ア
メ
リ
カ
紀
伊
國
屋
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
店

　
渡
邉
成
一
店
長

■
ペ
ー
ス
大
学
語
学
科
　

　
八
幡
真
帆
教
授

■
週
刊
N
Y
生
活
発
行
人
・
C
E
O

　
三
浦
良
一

＊
例
年
ご
好
意
に
よ
り
表
彰
式
会
場
を
提
供
し

て
頂
い
て
い
る
日
系
人
会
が
改
装
工
事
中
の
た

め
、
表
彰
式
は
開
催
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
第
19
回
﹁
こ
と
ば
の
泉
﹂
年
間
大
賞
入
賞
作
品
発
表
◆

　

私
の
母
は
日
本
人
で
、
父
は

ア
メ
リ
カ
人
だ
。
私
は
、
日
本
の

国
籍
と
ア
メ
リ
カ
の
国
籍
の
両

方
を
有
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
分
類
さ
れ
る
。
多
国
籍
の

人
々
が
存
在
す
る
ア
メ
リ
カ
で

暮
ら
し
て
い
る
と
、
私
は
ア
メ

リ
カ
人
か
、
日
本
人
か
、
そ
の
間

の
何
か
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
が
は
っ
き
り
し
な
く

な
る
感
覚
が
あ
る
。

　

母
は
私
が
幼
い
頃
か
ら
日
本

語
や
日
本
の
文
化
を
教
え
る
努

力
を
し
、
父
は
そ
れ
を
快
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。
私
の
家

は
、
通
常
の
ア
メ
リ
カ
の
家
庭

よ
り
も
日
本
の
家
庭
だ
と
感
じ

る
。
例
え
ば
、
家
に
入
る
時
は
靴

を
脱
ぐ
。
和
食
が
食
卓
に
出
る

事
が
多
く
、食
事
の
前
後
に
﹁
い

た
だ
き
ま
す
﹂
と
﹁
ご
ち
そ
う

さ
ま
で
し
た
﹂
を
必
ず
言
う
。
幼

い
時
は
、
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト

や
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ブ
の
代
わ
り

に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
ド
ラ
え
も
ん
な

ど
日
本
の
番
組
を
好
ん
で
見
て

育
っ
た
。
日
本
的
な
家
庭
で
育

っ
た
事
を
幸
運
に
感
じ
、
日
本

人
と
し
て
誇
ら
し
く
思
う
時
が

多
く
あ
る
。
例
え
ば
、
お
寿
司
や

お
味
噌
汁
な
ど
好
き
な
和
食
を

食
べ
な
が
ら
、﹁
や
っ
ぱ
り
日
本

人
で
良
か
っ
た
ね
ー
。﹂
な
ど
と

母
と
言
い
合
う
時
。
数
学
の
試

験
で
、
頭
に
覚
え
込
ん
だ
掛
け

算
九
九
を
利
用
出
来
る
時
。
ア

メ
リ
カ
の
ひ
ど
い
顧
客
サ
ー
ビ

ス
に
﹁
日
本
な
ら
有
り
得
な
い

よ
ね
！
﹂
と
ア
メ
リ
カ
人
に
つ

い
て
文
句
を
言
う
時
。
な
ど
挙

げ
た
ら
き
り
が
な
い
。
自
分
が

ア
メ
リ
カ
の
文
化
や
人
々
か
ら

少
し
離
れ
て
い
る
と
感
じ
る
事

さ
え
た
ま
に
あ
る
。
私
は
ニ
歳

の
時
か
ら
ほ
ぼ
毎
週
土
曜
日
に

補
習
校
に
通
っ
て
い
る
。
週
末

に
ア
メ
リ
カ
の
友
達
と
遊
び
に

行
っ
た
り
、
祖
父
母
や
親
戚
と

も
っ
と
一
緒
に
過
ご
し
た
り
、

家
族
と
色
々
な
所
へ
外
出
す
る

機
会
を
失
っ
て
い
る
事
は
間

違
い
な
い
。
勿
論
、
補
習
校
に
通

っ
て
い
る
お
陰
で
、
単
に
日
本

の
国
籍
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
言
葉
や
文
化
を
理
解

し
て
い
る
今
の
自
分
を
得
た
。

し
か
し
、
私
は
日
本
の
社
会
や

人
々
に
溶
け
込
ん
で
い
け
る
日

本
人
で
あ
る
か
と
言
え
ば
そ

れ
は
違
う
。
勉
強
も
長
く
し
て

い
る
が
、
週
に
一
回
の
授
業
で
、

覚
え
る
事
は
限
ら
れ
、
学
ん
だ

最
優
秀
賞 

﹁
私
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
﹂

　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ン
ト
ン　

み
あ

1.「北海道のりょ行」ニューヨーク育英学園サタデースクール小２　石原昌幸

2.「ホエールウォッチング」ニューヨーク補習授業校小２　ガブリーニ・ニコラス

3.「ありがとうサニー」ノースペン日本語学園小３　うさみありさ

4.「宿題なんてきらいです」ニュージャージー補習授業校小３　増渕泰良

5.「旅先での出会い」ニュージャージー補習授業校小４　石原真希

6.「たった一言」ピッツバーグ日本語補習授業校小５　浅田なおみ

7.「生と死」ニュージャージー補習授業校小５　ヌンニエズ・ケイラ

8.「女性のけんりと自由」ニューヨーク補習授業校小５　井上七緒海

9.「私の自慢のおじいちゃん」シンシナティ日本語補習校小６　大久保柚菜

10.「地球環境」中部テネシー日本語補習校小６　遠藤前

11.「人種差別とどう向き合うべきか」ニューヨーク日本人学校中３　鈴木花

12.「ギンズバーグが亡くなって」NY 育英学園サタデー中３　ルフラーこころ

13.「難民の子どもたち」プリンストン日本語学校中３　小林若菜

14.「戦争について」プリンストン日本語学校中３　ジョンストン春太郎

15.「私のアイデンテティ」フィラデルフィア日本語補習校高１　マントンみあ

　＊学校・学年・滞米年数は作文執筆時のものです。
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事
を
常
に
適
用
し
た
り
す
る
の

は
正
直
難
し
い
。
語
彙
力
や
表

現
力
が
足
り
な
い
の
で
、
そ
の

日
本
語
が
流
暢
だ
と
言
え
る
の

か
、
そ
れ
が
本
当
の
日
本
人
に

当
て
は
ま
る
の
か
と
疑
問
に
思

う
。
こ
ん
な
時
は
、
や
は
り
自
分

は
ア
メ
リ
カ
人
な
の
だ
と
何
と

な
く
思
っ
て
し
ま
う
。
自
分
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
つ
い

て
他
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
出

来
事
も
あ
っ
た
。
私
は
毎
夏
日

本
の
学
校
で
体
験
入
学
を
し
て

い
る
。
忘
れ
も
し
な
い
中
学
ニ

年
生
の
夏
、
学
校
に
登
校
し
た

一
日
目
の
事
だ
。
職
員
室
で
先

生
方
に
挨
拶
す
る
時
、
ア
メ
リ

カ
か
ら
来
日
し
た
﹁
ア
メ
リ
カ

人
﹂
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
教
室

で
は
、
好
奇
心
旺
盛
な
生
徒
達

が
次
々
と
質
問
し
た
り
コ
メ
ン

ト
し
た
り
し
て
き
た
。﹁
日
本
語

話
せ
る
の
？
﹂、﹁
ど
う
や
っ
て

日
本
語
を
知
っ
て
い
る
の
？
﹂、

﹁
日
本
語
上
手
だ
ね
。﹂。
中
に

は
、﹁
ア
メ
リ
カ
人
は
本
当
に

U
FO

で
飛
び
回
る
の
？
﹂
な
ん

て
ま
る
で
異
星
人
で
あ
る
か
の

様
な
変
な
質
問
を
し
て
く
る
生

徒
も
い
た
。
生
徒
達
に
と
っ
て
、

私
は
外
国
人
で
あ
っ
た
。

　

日
本
の
国
籍
法
第
十
四
条
第

一
項
に
よ
る
と
、
重
国
籍
者
は

二
十
二
歳
に
な
る
と
い
ず
れ
か

の
国
籍
を
選
択
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
そ
う
だ
。
私
は
ア
メ
リ

カ
で
働
く
予
定
な
の
で
、
ど
う

し
て
も
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
な
っ
た
ら
、
日
本

の
国
籍
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
日
を
考
え
る
だ

け
で
胸
が
重
く
な
る
。 

日
本
の

教
育
や
文
化
や
伝
統
は
、
私
の

性
格
、
道
徳
、
思
考
な
ど
、
様
々

な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
私
の

側
面
が
、﹁
人
種
の
る
つ
ぼ
﹂
ま

た
は
﹁
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
﹂
と
呼

ば
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
、
即
ち
、

様
々
な
文
化
や
習
慣
を
持
つ

人
々
が
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、

個
性
や
違
い
を
尊
重
し
合
い
共

生
し
て
い
く
社
会
の
一
部
だ
と

感
じ
る
。
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
は
ま
だ
良
く
わ
か
ら

な
い
が
、
現
在
の
状
況
に
は
満

足
し
て
い
る
。
将
来
更
に
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
み
、
日
本
の
国

籍
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
る
必
要
が

な
い
事
を
今
は
願
う
し
か
出
来

な
い
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

最
優
秀
賞
受
賞
の
マ
ン
ト
ン
み
あ
さ
ん

に
は
副
賞
と
し
て
全
日
空
協
賛
に
よ
る

日
米
往
復
無
料
航
空
券
が
贈
呈
さ
れ
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
写
真

は
竹
本
登
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
補
佐
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ず
っ
と
ず
っ
と
ま
っ
て
い
た

子
犬
が
、
や
っ
と
わ
た
し
の
お

家
に
来
ま
し
た
。
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
に
も
毎
年
お
ね
が
い
し
て

い
た
し
、
七
夕
の
た
ん
ざ
く
に

も
い
つ
も
か
い
て
い
た
か
ら
、

つ
い
に
ね
が
い
が
か
な
い
ま
し

た
。
子
犬
を
む
か
え
に
行
っ
た

時
は
、
ゆ
め
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
、
子
犬
を
見
な
が
ら
何
ど

も
ほ
っ
ぺ
を
た
た
い
た
り
、
う

で
を
つ
ね
っ
た
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
こ
の
子
犬
と
い
っ
し

ょ
に
か
け
っ
こ
を
し
た
い
、
ボ

ー
ル
で
あ
そ
び
た
い
、
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
、
と
わ

た
し
の
あ
た
ま
の
中
は
や
り

た
い
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
そ
の
朝
、
家
を
出
た
時
の
空

は
く
も
っ
て
い
た
の
に
、
子
犬

と
い
っ
し
ょ
に
か
え
る
と
き

は
晴
れ
て
き
た
の
で
、
名
前
を

S
u
n
n
y
︵
サ
ニ
ー
︶
に
し

ま
し
た
。
う
れ
し
く
て
た
ま
ら

な
い
日
で
し
た
。

　

あ
る
日
、
サ
ニ
ー
を
ど
う
ぶ

つ
の
お
い
し
ゃ
さ
ん
に
つ
れ
て

い
っ
た
お
父
さ
ん
が
﹁
ち
ょ
っ

と
来
て
。﹂
と
わ
た
し
と
お
ね
え

ち
ゃ
ん
に
言
い
ま
し
た
。
お
父

さ
ん
は
﹁
サ
ニ
ー
は
あ
た
ま
の

中
に
水
が
た
ま
っ
て
し
ま
う
び

ょ
う
気
で
、
今
か
ら
二
か
月
ぐ

ら
い
し
か
生
き
ら
れ
な
い
ん

だ
。
そ
の
う
ち
目
も
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
よ
。﹂
と
言

い
ま
し
た
。
家
ぞ
く
の
み
ん
な

は
何
も
話
さ
ず
に
、
し
ず
か
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は

﹁
ど
う
し
て
、
ど
う
し
て
、
ど
う

し
て
サ
ニ
ー
が
。﹂
と
何
ど
も
か

ん
が
え
て
い
ま
し
た
。

　

小
さ
い
け
ど
、
と
て
も
元
気

な
サ
ニ
ー
が
び
ょ
う
気
な
ん

て
、
わ
た
し
に
は
し
ん
じ
ら
れ

な
く
て
、
ソ
フ
ァ
ー
の
す
み
の

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
下
で
ず
っ
と
な

き
ま
し
た
。
ま
ほ
う
が
つ
か
え

る
よ
う
せ
い
が
い
た
ら
、
今
こ

こ
に
き
て
サ
ニ
ー
を
な
お
し
て

ほ
し
い
と
す
ご
く
思
い
ま
し

た
。
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
何
で
も
し
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
が
﹁
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
﹂
っ

て
言
っ
て
く
れ
た
け
ど
、
心
の

中
で
﹁
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
じ
ゃ
な

い
。﹂
と
思
っ
て
何
も
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
く
て
、
し
ば
ら

く
何
も
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
時
も
サ
ニ

ー
は
元
気
に
私
の
ま
わ
り
を
と

び
は
ね
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
家
ぞ
く
と
何
ど

も
サ
ニ
ー
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。
わ
た
し
は
﹁
こ
れ
か
ら

サ
ニ
ー
は
ど
う
し
た
い
ん
だ

ろ
う
。﹂
と
よ
く
か
ん
が
え
ま
し

た
。
サ
ニ
ー
は
ど
ん
な
時
も
、
し

っ
ぽ
を
フ
リ
フ
リ
し
て
わ
た
し

た
ち
を
見
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
い
つ
も
﹁
ぼ
く
は
こ
こ
に
い

る
よ
。﹂
と
言
っ
て
い
る
み
た
い

で
し
た
。
よ
く
サ
ニ
ー
は
わ
た

し
の
ひ
ざ
の
上
で
お
ひ
る
ね
を

し
た
の
で
、﹁
ず
っ
と
こ
こ
に
い

て
ね
。﹂
と
せ
中
を
な
で
て
あ
げ

ま
し
た
。

　

い
の
ち
は
お
金
で
買
え
な
い

し
、
電
池
で
生
き
か
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
、
今
こ
の
時

間
を
だ
い
じ
に
し
な
い
と
い
け

な
い
と
す
ご
く
思
い
ま
し
た
。

サ
ニ
ー
は
、
わ
た
し
に
と
て
も

大
切
な
こ
と
を
お
し
え
て
く
れ

ま
し
た
。
み
じ
か
い
間
だ
っ
た

け
ど
、
サ
ニ
ー
が
う
ち
に
来
て

く
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

か
ん
じ
た
り
、
か
ん
が
え
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い

つ
ま
で
も
サ
ニ
ー
は
わ
た
し
の

さ
い
し
ょ
の
犬
で
、
ず
っ
と
心

の
中
に
い
ま
す
。
今
日
も
﹁
ず

っ
と
わ
す
れ
な
い
よ
。
あ
り
が

と
う
、
サ
ニ
ー
。﹂
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

第
一
席

﹁
あ
り
が
と
う
サ
ニ
ー
﹂

　
　
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
さ
み　

あ
り
さ

　

ぼ
く
は
、
北
海
道
で
す
。
ぼ

く
は
、
寒
い
の
が
に
が
手
で
、

雪
も
大
き
ら
い
で
す
。
だ
か
ら

沖
縄
へ
り
ょ
行
す
る
事
に
し
ま

し
た
。
沖
縄
は
、
冬
で
も
あ
っ

た
か
い
の
で
、
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
水
着
と
浮
き
輪
も
持
っ

て
行
き
ま
す
。

　

ま
ず
函
館
か
ら
は
や
ぶ
さ
に

乗
っ
て
、
東
京
へ
行
き
ま
し
た
。

東
京
は
雪
が
降
っ
て
い
ま
し

た
。
次
に
東
京
か
ら
の
ぞ
み
に

乗
っ
て
、
博
多
へ
行
き
ま
し
た
。

静
岡
も
名
古
屋
も
京
都
も
大
阪

も
神
戸
も
岡
山
も
広
島
も
福
岡

も
、
ど
こ
も
雪
が
降
っ
て
い
ま

し
た
。

　

次
に
、
博
多
か
ら
さ
く
ら
に

乗
っ
て
鹿
児
島
中
央
へ
行
き
ま

し
た
。
佐
賀
も
熊
本
も
鹿
児
島

も
め
ず
ら
し
く
雪
が
降
っ
て
い

ま
し
た
。

　

さ
い
後
に
、
鹿
児
島
か
ら
船

で
沖
縄
へ
わ
た
り
ま
し
た
。
な

ん
と
！
沖
縄
も
雪
が
降
っ
て
い

ま
し
た
。
と
て
も
ざ
ん
ね
ん
で

し
た
。

　

そ
の
時
気
が
付
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
北
海
道
な
の
で
、
ぼ
く

が
通
る
所
は
雪
が
降
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
せ
っ
か
く
水
着
と
浮

き
輪
を
持
っ
て
き
た
の
に
、
ビ

ー
チ
で
雪
だ
る
ま
を
作
っ
て
、

北
海
道
に
帰
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

第
二
席

 ﹁
北
海
道
の
り
ょ
行
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
　
昌
幸

　

二
〇
二
一
年
五
月
二
十
三

日
、
晴
れ
。
初
め
て
大
好
き
だ

っ
た
家
族
が
死
ぬ
の
を
見
ま
し

た
。

　

わ
た
し
は
、
ペ
ッ
ト
の
犬
を

飼
っ
て
い
て
、﹁
え
び
ち
ゃ
ん
﹂

と
い
う
名
前
で
し
た
。
え
び
ち

ゃ
ん
は
家
族
で
し
た
。

　

え
び
ち
ゃ
ん
は
、
小
さ
い
黒

色
の
ペ
キ
ニ
ー
ズ
で
、
七
才
ま

で
英
語
し
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

の
に
、
お
母
さ
ん
に
出
会
っ
て

か
ら
は
日
本
語
も
わ
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
は
、﹁
え
び
ち
ゃ
ん

は
、
英
語
、
日
本
語
、
犬
語
が

わ
か
る
ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
だ
。﹂

と
、
よ
く
自
ま
ん
し
て
い
ま
し

た
。

　

え
び
ち
ゃ
ん
は
わ
た
し
が
生

ま
れ
た
時
か
ら
ず
っ
と
そ
ば
に

い
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
が

生
ま
れ
た
時
え
び
ち
ゃ
ん
は
も

う
十
才
で
、
今
わ
た
し
は
十
才

だ
か
ら
、
え
び
ち
ゃ
ん
は
二
十

才
で
死
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
み
ん
な
、﹁
え
び
ち
ゃ
ん

は
長
生
き
だ
。﹂
と
、言
い
ま
す
。

昔
は
い
っ
し
ょ
に
お
散
歩
も
し

て
い
た
け
れ
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ご
飯
を

食
べ
て
、
あ
と
は
ね
る
だ
け
に

な
り
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ
で
遊

ん
だ
り
、
げ
ん
関
に
む
か
え
に

来
て
く
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り

ま
し
た
。
最
近
の
え
び
ち
ゃ
ん

は
毎
日
大
き
な
声
で
鳴
い
て
い

て
体
が
い
た
そ
う
で
し
た
。

　

今
年
の
五
月
二
十
三
日
に
じ

ゅ
う
医
さ
ん
が
家
に
来
ま
し

た
。
前
の
日
に
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
が
わ
た
し
に
、﹁
明
日

は
大
事
な
日
だ
。﹂
と
教
え
て

く
れ
た
時
は
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
悲
し
か
っ
た
で
す
。
も

っ
と
え
び
ち
ゃ
ん
と
時
間
を
過

ご
し
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し

た
。

　

で
も
そ
の
日
、
え
び
ち
ゃ
ん

は
特
に
大
き
な
声
で
鳴
い
て
い

ま
し
た
。
鳴
い
て
い
る
時
わ
た

し
は
え
び
ち
ゃ
ん
が
何
を
し
て

ほ
し
い
の
か
わ
か
ら
な
く
て
、

か
わ
い
そ
う
な
気
持
ち
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。﹁
ど
こ
が
い
た

い
の
か
な
。﹂﹁
お
な
か
が
空
い

て
い
る
の
か
な
。﹂﹁
そ
れ
と
も

…
。﹂
色
々
や
っ
て
あ
げ
た
け

第
三
席

 ﹁﹃
生
﹄
と
﹃
死
﹄﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　

ヌ
ン
ニ
エ
ズ
　
ケ
イ
ラ

ど
鳴
く
の
を
や
め
な
か
っ
た
の

で
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
す
ぐ
に
朝
が
来
ま
し

た
。
一
日
し
か
な
か
っ
た
の
で
、

わ
た
し
は
心
の
準
備
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

じ
ゅ
う
医
さ
ん
が
え
び
ち
ゃ

ん
に
注
し
ゃ
を
打
つ
と
、
十
五

秒
ぐ
ら
い
で
息
が
止
ま
り
ま
し

た
。
死
ん
で
し
ま
っ
た
し
ゅ

ん
間
に
も
う
恋
し
く
な
り
ま
し

た
。
じ
ゅ
う
医
さ
ん
は
、
注
し

ゃ
を
打
つ
前
、﹁
亡
く
な
る
時

は
苦
し
ま
な
い
。﹂
と
、
言
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
わ
た

し
は
、
え
び
ち
ゃ
ん
が
苦
し
ん

で
死
ぬ
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に

安
心
し
て
、
も
う
こ
れ
以
上
、

苦
し
ん
で
ほ
し
く
な
い
の
で
、

じ
ゅ
う
医
さ
ん
を
信
じ
て
、
え

び
ち
ゃ
ん
に
﹁
さ
よ
う
な
ら
。﹂

と
﹁
あ
り
が
と
う
。﹂
を
言
い

ま
し
た
。

　

わ
た
し
の
家
族
は
み
ん
な
と

て
も
泣
き
ま
し
た
が
、
弟
の
ヒ

ュ
ー
ち
ゃ
ん
は
泣
か
ず
に
静
か

に
し
て
い
ま
し
た
。
何
が
起
こ

っ
て
い
る
の
か
、
わ
か
っ
て
い

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
弟
は
二

ヶ
月
前
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
で

し
た
。
弟
は
え
び
ち
ゃ
ん
と
い

う
犬
が
い
た
こ
と
も
知
ら
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
き
っ
と
覚

え
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と

は
、
弟
が
生
ま
れ
る
日
は
予
定

日
が
あ
っ
て
、
大
体
は
わ
か
っ

て
い
た
の
に
、
え
び
ち
ゃ
ん
が

死
ぬ
日
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
命
が

生
ま
れ
る
と
き
は
予
想
が
つ
き

ま
す
が
、
命
が
消
え
る
と
き
は

わ
か
ら
な
い
も
の
で
、
そ
の
時

は
急
に
く
る
の
だ
と
知
り
ま
し

た
。
弟
は
三
月
に
生
ま
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
て
、
本
当
に
三
月

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
で
も
え
び

ち
ゃ
ん
は
急
に
死
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
三
月
と
五
月
、
生

と
死
の
両
方
を
体
験
し
て
、

二
〇
二
一
年
は
忘
れ
ら
れ
な
い

年
に
な
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

は
、﹁
え
び
ち
ゃ
ん
は
お
空
か

ら
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
。﹂

と
、
よ
く
言
っ
て
い
ま
す
。
お

母
さ
ん
は
え
び
ち
ゃ
ん
に
い
つ

か
ま
た
会
え
る
と
信
じ
て
い
る

の
で
、
わ
た
し
も
信
じ
て
い
ま

す
。
夢
に
え
び
ち
ゃ
ん
が
出
て

来
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
写
真

も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
え
び

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
過
ご
し
た

日
々
は
絶
対
に
忘
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

　

命
は
、
明
日
消
え
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
五
十
年
後
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
百
年
後
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
人
は
い
つ
死
ぬ
か
わ

か
ら
な
い
の
で
、
毎
日
を
楽
し

く
全
力
で
生
き
た
い
、
と
思
い

ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
今
日
も
え
び
ち
ゃ

ん
の
い
は
い
に
あ
い
さ
つ
を
し

て
出
か
け
ま
す
。﹁
え
び
ち
ゃ

ん
、
お
は
よ
う
。
行
っ
て
き
ま

す
！
﹂　
　

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶
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人
種
差
別
と
は
、
広
辞
苑
に

よ
る
と
、﹁
あ
る
人
種
を
社
会

的
・
政
治
的
に
差
別
す
る
こ

と
﹂
で
す
。
人
種
差
別
と
一
口

に
言
っ
て
も
、
歴
史
的
に
根
強

い
ブ
ラ
ッ
ク
ヘ
イ
ト
や
コ
ロ
ナ

禍
で
加
速
度
的
に
強
ま
っ
た
ア

ジ
ア
ン
ヘ
イ
ト
な
ど
、
様
々
な

種
類
が
存
在
し
ま
す
。
人
種
差

別
が
二
つ
以
上
の
人
種
の
衝
突

か
ら
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
ど
の

地
域
で
も
差
別
は
存
在
す
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
で
は
、
人
種

差
別
問
題
の
捉
え
方
は
国
や
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
究
極
的
に
は
、

人
種
差
別
を
完
全
に
な
く
す
こ

と
は
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
は
、
人
種
差
別
が
あ
ま

り
深
刻
な
社
会
問
題
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
み
、
日
本
在
住
の
外
国
人

の
数
も
増
え
て
き
て
は
い
ま
す

が
、
現
段
階
で
は
そ
れ
は
あ
く

ま
で
地
域
的
、
限
定
的
な
も
の

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
は
少
子
化
と
と
も
に
、

そ
の
数
が
さ
ら
に
増
え
る
可
能

性
が
高
い
の
で
す
。
に
も
関
わ

ら
ず
、
日
本
人
の
間
で
は
、
自

分
は
問
題
と
は
無
関
係
だ
と
い

う
意
識
が
や
は
り
染
み
付
い
て

い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
良
く
も
悪

く
も
、
人
種
差
別
は
誰
し
も
が

身
近
に
感
じ
る
問
題
で
す
。
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
国
勢
調
査
局
の

２
０
１
９
年
の
人
種
別
統
計
結

果
を
見
る
と
、
白
人
60
・
１
％
、

黒
人
13
・
４
％
、
ア
ジ
ア
系
５
・

９
％
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
・
ラ
テ

ン
系
18
・
５
％
、
そ
の
他
２
.

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
元
来

﹁
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
ッ
ト
﹂︵
人

種
の
る
つ
ぼ
︶
と
称
さ
れ
て
き

た
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
人
種

の
混
ざ
り
方
だ
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
や
は
り
白
人
以
外
の

人
種
は
少
数
派
で
あ
り
、
人
種

差
別
事
件
は
多
発
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
２
０
２
０
年
５

月
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
ミ
ネ
ア
ポ
リ

ス
の
近
郊
で
、
偽
ド
ル
札
を
使

用
し
た
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
ジ

ョ
ー
ジ
・
フ
ロ
イ
ド
氏
が
、
逮

捕
時
に
白
人
警
官
に
取
り
押
さ

え
ら
れ
、
首
を
圧
迫
さ
れ
死
亡

す
る
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
件
が
引
き
金
と
な
り
、

全
米
で
抗
議
デ
モ
が
拡
大
し
ま

し
た
。
こ
の
事
件
と
多
く
の
デ

モ
を
取
り
上
げ
る
ニ
ュ
ー
ス
を

頻
繁
に
目
に
す
る
こ
と
で
、
そ

の
事
件
に
直
接
的
に
関
与
し
て

い
な
い
人
も
、
自
分
と
人
種
差

別
問
題
と
の
関
わ
り
を
意
識
す

る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で

す
。
ま
た
、
人
種
差
別
問
題
に

お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
特
色
の
一

つ
と
し
て
、
積
極
的
な
教
育
体

制
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

私
は
８
年
生
の
英
語
の
時
間

に
、
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
レ
イ
ノ
ル

ズ
と
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
カ
イ
リ
ー

著

の A
ll A

m
erican Boys 

と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。
こ

の
本
は
、
万
引
き
容
疑
で
誤
認

逮
捕
さ
れ
た
一
人
の
黒
人
青
年

が
、
白
人
警
官
か
ら
激
し
い
暴

力
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
現
場
を
偶
然
目
撃
し
て
い

た
白
人
青
年
と
と
も
に
人
種
差

別
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く

と
い
う
物
語
で
す
。
こ
の
本
を

読
み
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、

私
達
は
、
黒
人
差
別
や
﹁
ポ
リ

ス
・
ブ
ル
ー
タ
リ
テ
ィ
﹂
と
呼

ば
れ
る
警
察
に
よ
る
暴
力
や
虐

殺
行
為
に
つ
い
て
の
講
義
を
聞

き
、
ク
ラ
ス
で
討
論
を
繰
り
返

し
行
っ
た
り
、
数
多
く
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
り
す

る
こ
と
で
、
他
者
を
肌
の
色
で

判
断
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い

う
一
見
当
た
り
前
の
こ
と
を
改

め
て
深
く
心
に
留
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
は
５
年
間
の

現
地
校
生
活
を
通
し
て
、
人
種

差
別
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
熱

心
な
教
育
方
針
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
自
分
自

身
の
中
で
深
い
学
び
に
繋
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
残
念
な
が
ら
、
人
種

差
別
が
世
の
中
か
ら
完
全
に
な

く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
多
数
の
異
な
る
人
種
が
混

ざ
り
合
う
こ
の
世
界
で
、
人
が

自
分
や
自
分
の
属
す
る
民
族
と

他
者
と
を
比
較
し
、
時
に
は
優

劣
を
つ
け
て
し
ま
う
…
。
こ
の

人
間
の
性
質
を
完
全
に
取
り
除

く
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
教
育
の
有
無

で
少
な
か
ら
ず
違
い
は
生
ま
れ

る
、
そ
う
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
に
子
供
達
が
享
受
し
た

学
び
と
い
う
バ
ト
ン
を
、
彼
ら

が
大
人
に
な
っ
た
時
に
次
の
世

代
に
渡
す
こ
と
で
、
学
び
の
輪

は
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本

で
は
近
い
未
来
、
外
国
人
労
働

佳
作

﹁
人
種
差
別
と

　

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

花

　

僕
達
は
戦
争
に
つ
い
て
何
を

知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
ほ

と
ん
ど
の
人
は
学
校
の
社
会
科

の
授
業
で
習
っ
た
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
、
映
画
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
情
報
を
得

た
り
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

僕
は
小
学
四
年
生
の
時
に
広

島
の
原
爆
資
料
館
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
の
体
験
は
当
時
小

学
生
の
僕
に
強
烈
な
印
象
を
与

え
ま
し
た
。
僕
は
原
爆
資
料
館

で
丸
焦
げ
に
焼
け
た
人
や
、
街

の
全
て
が
破
壊
さ
れ
た
写
真
を

見
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
人
で

こ
う
い
っ
た
写
真
を
見
た
こ
と

が
あ
る
人
は
ど
れ
だ
け
い
る
で

し
ょ
う
か
？
学
校
の
社
会
科
の

授
業
で
原
爆
に
つ
い
て
習
い
ま

す
が
、
見
る
写
真
は
原
爆
を
落

と
す
飛
行
機
や
キ
ノ
コ
雲
の
写

真
で
残
酷
な
写
真
は
ほ
と
ん
ど

見
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し

て
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ

て
日
本
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
や
、
ア
メ

リ
カ
政
府
が
で
き
る
だ
け
早
く

戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
原

爆
を
使
用
し
た
と
か
、
ア
メ
リ

カ
の
原
爆
使
用
の
正
当
化
を
歴

史
の
授
業
で
習
っ
た
時
、
僕
の

頭
の
中
に
は
丸
焦
げ
の
人
や
川

に
浮
か
ん
で
い
る
沢
山
の
人
々

の
映
像
が
浮
か
び
ま
し
た
。
そ

し
て
爆
弾
を
落
と
さ
れ
た
側
の

人
々
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
習

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
と
え
爆

弾
で
死
な
な
か
っ
た
と
し
て
も

そ
の
後
長
い
間
に
渡
っ
て
放
射

能
の
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
た
沢

山
の
人
々
の
こ
と
を
知
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
が
こ
の
作
文
を
書
く
に
あ

た
っ
て
と
て
も
長
い
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
原
爆
や
戦
争
が

題
材
だ
と
全
く
筆
が
進
ま
な
い

の
で
す
。
ま
さ
に
こ
の
状
態
が

人
々
が
原
爆
や
戦
争
に
つ
い
て

語
り
た
く
な
い
理
由
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
つ
ら
い
こ
と
や
残
酷

な
こ
と
か
ら
目
を
そ
む
け
た
く

な
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

目
を
そ
ら
さ
ず
し
っ
か
り
と
現

実
を
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
戦
争
で
戦
っ
た
兵
士

や
被
害
を
受
け
た
人
々
が
投
げ

か
け
た
す
べ
て
の
痛
み
と
涙
の

映
像
を
見
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
に
原
爆
投
下
さ
れ
て
か

ら
も
う
す
ぐ
77
年
が
た
ち
ま
す

が
、
今
で
も
世
界
で
は
戦
争
や

紛
争
が
絶
え
ま
せ
ん
。
地
球
を

吹
き
飛
ば
す
の
に
十
分
な
核
兵

器
を
も
う
す
で
に
持
っ
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
こ
れ
以
上
強
力

な
兵
器
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
？
爆
弾
を
落
と
せ
と
命
令
す

る
司
令
官
の
目
の
前
に
、
そ
の

爆
弾
を
使
用
し
た
後
の
映
像
を

差
し
出
し
た
と
し
て
も
命
令
を

変
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
世

界
中
の
人
が
こ
ん
な
こ
と
は
意

味
が
な
い
と
声
を
上
げ
て
も
や

め
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？
戦
争
の
こ
と
を
考
え
る

と
色
々
な
思
い
が
ル
ー
プ
し
て

結
局
答
え
が
見
つ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
僕
は
人
々
が
語

り
た
く
な
い
歴
史
を
創
る
の
で

は
な
く
、
未
来
に
語
り
た
く
な

る
歴
史
を
創
る
ほ
う
を
選
び
た

い
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

佳
作

﹁
戦
争
に
つ
い
て
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン　

春
太
郎

者
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
今
か
ら
で
も
新
し
い

教
育
方
針
を
取
り
入
れ
、
国
全

体
と
し
て
人
種
差
別
に
対
す
る

問
題
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
、

日
本
が
こ
の
問
題
に
向
き
合
う

た
め
の
最
大
の
鍵
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
５
年
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
http://www.gwjs.org
http://www.newjersryjapaneseschool.org
tel:2014616502
https://www.nykoyamashodo.com/
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遠
藤
彰
審
査
委
員

　

今
回
初
め
て
審
査
員
を
務
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
最
終
選

考
に
残
っ
た
作
品
は
全
て
素
晴

ら
し
く
、
甲
乙
つ
け
が
た
い
も

の
で
し
た
。

　

石
原
昌
幸
さ
ん
の
﹁
北
海
道

の
り
ょ
行
﹂
は
、
自
分
が
北
海
道

の
人
だ
か
ら
ど
こ
に
行
っ
て
も

雪
に
遭
う
の
だ
と
い
う
豊
か
な

発
想
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ガ
ブ
リ
ー
ニ
・
ニ
コ
ラ
ス
さ

ん
の
﹁
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
﹂
は
、
一
緒
に
ク
ジ
ラ
を
見
て

い
る
か
の
臨
場
感
が
あ
り
、
動

物
愛
が
良
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

う
さ
み
あ
り
さ
さ
ん
の
﹁
あ

り
が
と
う
サ
ニ
ー
﹂
は
、
飼
い
始

め
の
喜
び
、
余
命
１
ヵ
月
と
言

わ
れ
た
時
の
悲
し
み
と
そ
の
後

の
逡
巡
、
大
切
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
サ
ニ
ー
、
こ
れ
ら
が

流
れ
る
よ
う
な
文
章
で
描
か
れ

て
い
て
大
変
素
晴
ら
し
く
、
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

増
渕
泰
良
さ
ん
の
﹁
宿
題
な

ん
て
、
き
ら
い
で
す
﹂
は
、
タ
イ

ト
ル
・
書
き
出
し
か
ら
惹
き
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夢
に

向
け
て
頑
張
れ
、
と
思
わ
ず
応

援
し
た
く
な
る
よ
う
な
作
品
で

し
た
。

　

石
原
真
希
さ
ん
の
﹁
旅
先

で
の
出
会
い
﹂
は
、
素
敵
な
出
会

い
、
日
本
を
好
き
に
な
っ
て
も

ら
う
た
め
に
す
べ
き
こ
と
な
ど

多
く
の
要
素
が
凝
縮
さ
れ
、
話

の
展
開
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

浅
田
な
お
み
さ
ん
の
﹁
た
っ

た
一
言
﹂
は
、
経
験
し
た
事
実
、

今
後
な
す
べ
き
﹁
た
っ
た
一
言
﹂

の
具
体
的
な
例
が
、
端
的
に
描

か
れ
、
テ
ン
ポ
が
良
く
、
流
麗
な

文
章
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ヌ
ン
ニ
エ
ズ
・
ケ
イ
ラ
さ
ん

の
﹁﹃
生
﹄
と
﹃
死
﹄﹂
は
、
え
び

ち
ゃ
ん
へ
の
深
い
愛
が
ひ
し
ひ

し
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
え
び

ち
ゃ
ん
の
死
と
弟
の
生
の
対
比

に
、
日
々
を
精
一
杯
頑
張
る
と

の
作
者
の
本
気
度
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

井
上
七
緒
海
さ
ん
の
﹁
女
性

の
け
ん
り
と
自
由
﹂
は
、
頑
張
る

こ
と
が
出
来
る
自
由
は
素
晴
ら

し
い
と
の
主
張
を
説
得
力
を
も

っ
て
展
開
し
て
お
り
、
特
に
、
18

世
紀
の
人
と
現
代
の
作
者
自
身

の
対
比
に
お
け
る
客
観
性
に
感

嘆
し
ま
し
た
。

　

大
久
保
柚
茉
さ
ん
の
﹁
私
の

自
慢
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
﹂
は
、
作

者
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
活
動
を

本
当
に
良
く
観
察
し
て
い
る
こ

と
、
彼
へ
の
尊
敬
が
、
実
直
な
文

章
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
、
ほ
っ

こ
り
感
・
幸
せ
感
に
溢
れ
た
も

の
で
し
た
。

　

遠
藤
前
さ
ん
の
﹁
地
球
環
境
﹂

は
、
各
々
の
本
に
つ
い
て
、
興
味

深
い
具
体
例
を
あ
げ
な
が
ら
、

本
の
内
容
や
意
義
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
、
特
に
優
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

鈴
木
花
さ
ん
の
﹁
人
種
差
別

問
題
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き

か
﹂
は
、﹁︵
人
種
差
別
が
︶
完
全

に
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
で

あ
ろ
う
﹂
が
﹁
教
育
の
有
無
で

…
違
い
は
生
ま
れ
る
﹂
と
の
信

念
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
数
値

や
事
案
を
用
い
て
説
明
す
る
な

ど
、
論
旨
展
開
に
優
れ
た
説
得

力
の
あ
る
作
品
で
し
た
。

　

ル
フ
ラ
ー
こ
こ
ろ
さ
ん
の

﹁
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
が
亡
く
な
っ

て
﹂
は
、
他
人
の
権
利
や
特
に
女

性
の
選
択
の
自
由
の
尊
重
に
つ

い
て
、
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
つ

つ
力
強
い
議
論
を
展
開
し
て
い

る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

　

小
林
若
菜
さ
ん
の
﹁
難
民
の

子
供
た
ち
﹂
は
、
難
民
問
題
に
つ

き
シ
リ
ア
等
の
現
状
を
詳
細
に

説
明
し
た
上
で
、
ア
フ
ガ
ン
難

民
と
の
出
会
い
や
﹁
リ
ト
ル
・

ア
マ
ル
﹂
と
い
っ
た
実
体
験
を

も
交
え
、
難
民
問
題
へ
の
向
き

合
い
方
に
つ
き
、
日
本
の
問
題

点
に
鋭
く
切
り
込
み
、
理
路
整

審
査
員
選
評

然
と
議
論
を
展
開
す
る
秀
逸
な

作
品
で
し
た
。

　

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
春
太
郎
さ
ん

の
﹁
戦
争
に
つ
い
て
﹂
は
、
戦
争

に
留
ま
ら
ず
、
人
間
の
心
の
中

に
潜
む
汚
さ
、
醜
さ
と
い
っ
た

も
の
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ら

が
人
の
行
動
や
教
育
、
政
治
等

の
制
度
な
ど
に
与
え
て
い
る
影

響
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で

し
た
。
こ
れ
は
他
の
作
品
に
は

な
い
特
色
で
し
た
。

　

マ
ン
ト
ン
み
あ
さ
ん
の
﹁
私

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
﹂
は
、

講
演
を
聞
い
て
い
る
か
の
よ
う

な
臨
場
感
、
逸
話
例
に
つ
い
て

﹁
そ
う
だ
よ
ね
ぇ
﹂
と
思
う
シ
ン

ク
ロ
感
、
次
に
何
が
出
て
く
る

だ
ろ
う
か
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク

感
、﹁
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
の

か
﹂
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
感
が

あ
り
、
気
が
つ
く
と
一
気
に
読

み
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
短

編
小
説
の
よ
う
な
感
じ
で
、
大

変
興
味
深
い
作
品
で
し
た
。

竹
本
登
審
査
員

　

今
年
も
多
く
の
作
品
が
沢
山

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
、
こ
れ
が
一
番
と
選
ぶ
の
は

至
難
の
業
で
す
。
作
者
の
年
齢

層
も
幅
広
い
事
か
ら
、
作
文
を

書
く
技
術
的
な
事
よ
り
も
、
小

職
が
作
者
に
共
感
出
来
る
と
こ

ろ
に
重
点
を
お
い
て
評
価
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
作
文
を
読
ん
で
思
う
事
は
、

日
々
の
体
験
で
感
じ
た
事
や
思

っ
た
事
、
そ
し
て
考
え
ら
れ
た

事
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
書
き

綴
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
今
年
も
沢
山
の
素
晴
ら

し
い
作
品
に
出
会
え
ま
し
た
事

に
感
謝
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ヌ
ン
ニ
エ
ズ
・
ケ
イ
ラ
さ
ん

﹁﹃
生
﹄
と
﹃
死
﹄﹂
題
名
か
ら
、
つ

い
構
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す

が
、
家
族
の
一
員
だ
っ
た
愛
犬

の
﹃
死
﹄、
そ
し
て
弟
さ
ん
が
誕

生
し
た
﹃
生
﹄、
生
ま
れ
る
日
は

予
定
日
が
あ
る
の
に
死
ぬ
日
は

誰
に
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
、
だ

か
ら
こ
そ
毎
日
を
全
力
で
生
き

て
い
た
い
、
悲
し
み
と
喜
び
を

短
い
期
間
の
間
で
体
験
し
気
付

か
さ
れ
た
命
の
尊
さ
、
命
は
い

つ
消
え
て
し
ま
う
の
か
わ
か
ら

な
い
、
だ
か
ら
こ
そ
今
を
大
事

に
生
き
て
い
く
、
こ
の
作
品
で

改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
、
日
々
を
大
切
に
謳
歌
し

な
が
ら
前
進
し
て
い
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
春
太
郎
さ
ん

﹁
戦
争
に
つ
い
て
﹂
戦
争
に
つ
い

て
何
を
し
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
と
始
ま
り
、
作
者
が
忘

れ
る
事
の
出
来
な
い
広
島
の
原

爆
資
料
館
で
の
記
憶
、
そ
し
て

何
故
戦
争
が
な
く
な
ら
な
い
の

か
。
そ
の
理
由
を
、
こ
の
作
文
を

書
く
の
に
か
か
っ
た
長
い
時
間

と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
人
は

見
た
く
な
い
物
に
は
蓋
を
し
て

過
ご
そ
う
と
す
る
事
へ
の
批

判
、
そ
し
て
未
来
に
向
け
て
語

り
た
く
な
い
歴
史
を
創
る
の
で

は
な
く
、
語
り
た
く
な
る
歴
史

を
創
る
方
を
選
び
た
い
と
、
最

後
に
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
共
感

で
す
。
何
事
に
お
い
て
も
、
自
信

を
持
っ
て
後
世
に
恥
じ
な
い
よ

う
な
行
動
を
日
々
心
掛
け
て
い

き
た
い
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ル
フ
ラ
ー
こ
こ
ろ
さ
ん
﹁
キ

ン
ズ
バ
ー
グ
が
亡
く
な
っ
て
﹂

連
邦
最
高
裁
判
事
リ
ベ
ラ
ル
派

の
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
氏
が
亡
く
な

っ
た
事
を
き
っ
か
け
に
変
化
し

た
米
国
社
会
を
、
作
者
は
中
絶

問
題
を
中
心
に
、
ご
自
分
の
民

主
主
義
に
つ
い
て
の
意
見
を
し

っ
か
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
氏
の
存
在

が
偉
大
だ
っ
た
と
、
一
人
の
人

間
だ
け
で
あ
っ
て
も
多
く
の
事

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
事
を
痛
切
に
感
じ
ら
れ
た
様

子
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。
作
者

は
、
米
国
で
の
将
来
の
民
主
制

度
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
事
を
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

現
実
と
な
ら
な
い
よ
う
に
情
熱

を
持
っ
て
意
見
を
述
べ
続
け
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
花
さ
ん
﹁
人
種
差
別
と

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
﹂
人
種

差
別
、
昨
今
以
前
に
も
増
し
て

き
た
社
会
問
題
で
す
ね
。
米
国

で
は
本
当
に
身
近
な
問
題
で

す
。
視
覚
的
に
自
分
達
と
は
異

な
る
も
の
を
差
別
す
る
、
そ
う

簡
単
に
は
解
決
が
出
来
な
い
問

題
、
し
か
し
、
作
者
は
教
育
が
変

化
を
も
た
ら
す
と
信
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
信
念
を
持
ち
続
け
て

差
別
が
無
く
な
る
事
を
目
指
し

周
り
の
人
達
を
教
育
し
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

石
原
昌
幸
さ
ん
﹁
北
海
道
の

り
ょ
行
﹂﹁
ぼ
く
は
、
北
海
道
で

す
﹂
と
始
ま
り
、
寒
さ
が
苦
手
で

雪
が
嫌
い
だ
か
ら
沖
縄
へ
旅
行

す
る
の
で
す
が
、
日
本
国
内
立

ち
寄
る
と
こ
ろ
は
雪
ば
か
り
、

何
と
も
お
天
気
運
が
悪
い
旅
な

ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

沖
縄
に
到
着
し
て
も
雪
。
こ
こ

で
﹁
？
﹂
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
最

初
の
出
だ
し
で
は
っ
き
り
と
自

分
が
何
か
と
書
か
れ
て
い
た
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
に
気

が
付
か
ず
読
み
続
け
、
最
後
に

﹁
な
る
ほ
ど
﹂
と
い
う
展
開
が
大

変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

増
渕
泰
良
さ
ん
﹁
宿
題
な
ん

て
、
き
ら
い
で
す
﹂
宿
題
、
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
わ
か
っ
て

い
て
い
る
の
に
後
回
し
。
作
者

の
気
持
ち
は
十
二
分
に
わ
か
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
将
来
の
夢
に

向
け
て
少
し
ず
つ
自
分
の
行
動

を
変
え
て
い
こ
う
、
嫌
な
事
を

後
回
し
に
し
な
い
よ
う
に
、
ま

ず
は
文
句
を
言
わ
な
い
よ
う

に
、
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

頑
張
っ
て
下
さ
い
。
小
職
も
見

習
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

渡
邉
成
一
審
査
員

　

﹁
言
葉
の
泉
﹂
年
間
大
賞
候
補

作
品
に
選
ば
れ
た
15
名
の
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
小
学
校
低
学
年
の
皆
さ
ん

の
自
由
で
想
像
力
豊
か
な
作
品

か
ら
、
学
年
を
重
ね
る
に
つ
れ

て
語
彙
が
増
え
社
会
の
中
で
の

自
分
を
形
成
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
の
成
長
が
見
受
け
ら
れ
、
大

変
興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
自
ら
の
体
験

や
想
像
力
を
自
分
の
言
葉
で
表

現
さ
れ
て
い
る
方
々
の
作
品
を

中
心
に
評
価
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

石
原
昌
幸
さ
ん
の
﹁
北
海
道

の
り
ょ
行
﹂
は
と
て
も
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
で
、
筆
者
が
書
か
れ

て
い
る
北
海
道
に
春
や
夏
、
秋

が
来
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う

か
、
り
ょ
行
先
の
影
響
を
受
け

て
北
海
道
の
天
気
が
変
わ
る
こ

と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
読
み

手
の
想
像
力
を
刺
激
す
る
作
品

で
し
た
。

　

ガ
ブ
リ
ー
ニ
・
ニ
コ
ラ
ス
さ

ん
の
﹁
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
﹂
は
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
あ
ら

わ
れ
る
海
の
表
現
が
す
ば
ら
し

く
、
プ
ロ
の
作
家
に
も
負
け
な

い
巧
み
な
言
葉
選
び
に
驚
き
ま

し
た
。

　

う
さ
み
あ
り
さ
さ
ん
の
﹁
あ

り
が
と
う
サ
ニ
ー
﹂
は
サ
ニ
ー

と
の
短
い
生
活
の
あ
い
だ
に
筆

者
が
体
験
し
た
こ
と
、
感
じ
た

こ
と
、
考
え
た
こ
と
が
丁
寧
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
読
み
応

え
の
あ
る
素
敵
な
作
品
で
し

た
。

　

石
原
真
希
さ
ん
の
﹁
旅
先
で

の
出
会
い
﹂
で
は
な
か
な
か
経

験
の
で
き
な
い
ぐ
う
然
の
出
会

い
や
交
流
と
そ
れ
ら
を
経
験
し

た
筆
者
の
興
奮
や
成
長
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

浅
田
な
お
み
さ
ん
の
﹁
た
っ

た
一
言
﹂
は
読
み
手
の
気
持
ち

を
明
る
く
温
か
く
す
る
素
敵
な

作
品
で
し
た
。
日
常
の
細
や
か

な
心
づ
か
い
で
人
の
生
活
に
光

が
さ
す
こ
と
を
感
じ
ら
れ
た
こ

と
は
と
て
も
よ
い
学
び
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

マ
ン
ト
ン
み
あ
さ
ん
の
﹁
私

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
﹂
で

は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
両
方
の
文

化
や
社
会
を
経
験
さ
れ
、
両
者

の
間
で
自
分
の
個
性
や
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
探
求
に
揺
れ

動
く
筆
者
に
し
か
書
け
な
い
表

現
力
豊
か
な
文
章
に
感
心
し
ま

し
た
。

　

こ
の
場
で
す
べ
て
の
作
品
に

触
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
が
自
分
の
経
験
や

思
考
を
さ
ら
に
積
み
重
ね
る
の

と
同
時
に
、
よ
り
た
く
さ
ん
の

言
葉
や
文
章
に
触
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
表
現
に
さ
ら
に
み
が
き

を
か
け
て
頂
け
れ
ば
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

八
幡
真
帆
審
査
員

　

世
界
中
が
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

に
振
り
回
さ
れ
た
過
去
二
年

間
で
し
た
が
、
ま
だ
油
断
で
き

な
い
感
染
状
況
で
は
あ
る
も
の

の
、
疫
病
と
折
り
合
い
を
つ
け

な
が
ら
生
活
し
て
い
く
道
を
私

達
は
少
し
ず
つ
見
出
し
て
い
ま

す
。
出
来
な
い
こ
と
を
数
え
る

の
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
だ
か

ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
を
増
や
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
ず
初
め
に
作
文
に
は
い
ろ

い
ろ
な
形
が
あ
り
、
作
者
自
身

の
こ
と
や
経
験
の
記
述
、
新
し

い
知
識
の
説
明
紹
介
、
社
会
現

象
な
ど
を
調
査
分
析
し
て
自
分

の
意
見
に
結
び
つ
け
て
い
く
も

の
な
ど
、
作
文
の
種
類
が
違
う

の
で
、
一
線
上
に
評
価
す
る
の

は
難
し
い
の
で
す
。
そ
の
上
そ

れ
ぞ
れ
の
質
が
高
か
っ
た
今
年

は
順
位
を
つ
け
る
の
が
大
変
で

し
た
。

　

石
原
さ
ん
の
﹁
北
海
道
の
り

ょ
行
﹂
は
短
い
な
が
ら
読
者
を

惹
き
つ
け
る
力
と
ユ
ー
モ
ア
が

あ
っ
て
楽
し
い
作
文
で
す
。
寒

い
北
海
道
か
ら
暖
か
さ
を
求
め

て
日
本
縦
断
を
し
た
各
地
で
雪

が
降
っ
て
い
て
な
ん
と
沖
縄
で

も
降
っ
て
い
た
そ
の
結
末
に
は

び
っ
く
り
で
す
。

　

増
渕
さ
ん
の
﹁
宿
題
な
ん
て
、

き
ら
い
で
す
﹂
ア
メ
リ
カ
の
学

校
で
は
宿
題
が
多
い
の
で
す
。

多
く
の
学
生
は
宿
題
か
ら
逃
げ

て
、
試
験
の
時
や
学
期
末
に
苦

労
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
大

学
で
自
分
の
学
生
に
は
宿
題
を

出
し
な
が
ら
、
取
っ
て
い
る
ス

ペ
イ
ン
語
の
ク
ラ
ス
で
出
さ
れ

る
宿
題
に
は
早
く
終
わ
ら
せ
て

楽
を
し
た
い
と
い
つ
も
考
え
て

い
ま
す
。
増
渕
さ
ん
も
宿
題
は

自
分
の
為
の
も
の
だ
と
わ
か
っ

て
は
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に

夢
は
宇
宙
飛
行
士
だ
と
い
う
の

で
す
か
ら
、
出
さ
れ
る
宿
題
の

二
倍
三
倍
の
勉
強
が
必
要
で
す

よ
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
成

長
さ
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。

　

大
久
保
さ
ん
の
作
文
は
、
動

物
を
愛
し
、
ブ
リ
ー
ダ
ー
、
狩
猟

家
で
も
あ
り
、
一
方
で
社
交
ダ

ン
ス
を
楽
し
ま
れ
る
魅
力
的
な

日
本
の
お
じ
い
さ
ん
を
生
き
生

き
と
描
い
て
い
ま
す
。
大
久
保

さ
ん
が
帰
国
し
て
会
え
る
日
を

お
じ
い
さ
ん
も
き
っ
と
楽
し
み

に
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。﹁
お
じ
い
さ
ん

の
よ
う
に
私
に
は
と
て
も
出
来

な
い
﹂
と
い
う
記
述
が
二
度
ほ

ど
あ
り
ま
す
が
、
繰
り
返
し
が

な
い
様
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ぶ
ん
別
の
話
も
書
き
入
れ

ら
れ
る
の
で
す
か
ら
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
住

み
な
が
ら
日
本
の
ご
親
戚
を
懐

か
し
く
思
わ
れ
る
方
が
い
る
一

方
で
、
マ
ン
ト
ン
さ
ん
の
よ
う

に
ア
メ
リ
カ
も
日
本
も
愛
し
、

両
方
の
国
籍
を
保
ち
た
い
と
思

う
方
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
幸

せ
な
証
拠
で
す
ね
。
ど
ち
ら
の

国
籍
に
な
っ
て
も
こ
れ
か
ら
も

日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
行
き
来
し

て
人
生
を
楽
し
み
活
躍
し
て
下

さ
い
。

　

遠
藤
さ
ん
の
﹁
地
球
環
境
﹂

は
、
本
を
紹
介
し
な
が
ら
今
誰

も
が
関
心
を
持
つ
問
題
の
核
に

迫
っ
て
行
く
形
を
と
っ
て
い
ま

す
。
温
暖
化
や
森
林
減
少
な
ど

が
地
球
破
壊
を
招
い
て
い
る
の

に
大
人
達
が
大
し
た
措
置
を
し

て
い
な
い
の
に
対
し
て
怒
り
の

声
を
上
げ
よ
う
と
い
う
結
び
の

よ
う
で
す
。
し
か
し
い
く
ら
デ

モ
や
ス
ト
ラ
イ
キ
を
繰
り
返
し

て
も
、
そ
の
本
人
が
プ
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
を
使
い
続
け
、iPhone

な
し
の
生
活
が
で
き
な
い
と
い

う
の
で
は
結
局
何
も
し
な
い
大

人
達
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま

う
。
普
段
の
生
活
で
の
節
電
や
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
は
な
く
始
め
か

ら
使
わ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
と
い
う
作
文
を
書

い
て
み
て
下
さ
い
。
例
え
ば
ド

イ
ツ
で
は
プ
ラ
容
器
を
全
く
使

わ
ず
に
容
器
持
参
で
人
々
は
買

い
物
に
行
く
そ
う
で
す
。
日
本

も
少
し
前
ま
で
は
そ
う
だ
っ
た

の
で
す
。
私
の
教
え
て
い
る
大

学
で
も
、
給
水
所
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
で
き
て
学
生
は
ボ
ト
ル

の
水
を
買
う
代
わ
り
に
持
参
の

水
筒
に
水
を
入
れ
て
一
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
も
皆
で
続
け
れ
ば
違

い
が
現
れ
る
は
ず
で
す
。
急
激

に
増
え
続
け
る
世
界
人
口
に
も

対
策
が
必
要
で
す
ね
。
あ
な
た

な
り
の
解
決
策
を
書
い
た
作
文

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

人
種
差
別
問
題
は
ア
メ
リ
カ

で
は
あ
ま
り
に
も
根
深
く
、
以

前
の
よ
う
な
人
種
に
よ
っ
て
乗

り
物
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
区
別
さ

れ
る
な
ど
今
で
は
想
像
も
出
来

な
い
な
が
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ

ロ
イ
ド
氏
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い

事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
私

も
鈴
木
さ
ん
の
﹁
人
種
差
別

は
無
く
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
意

見
に
同
感
で
す
が
、
問
題
は
肌

の
色
で
は
な
い
。
人
間
の
差
別

感
情
の
底
に
あ
る
も
の
は
人

種
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
教

育
現
場
や
職
場
で
求
め
ら
れ
る

U
ltim

ate fairness

︵
究
極
の

公
平
︶
は
社
会
の
理
想
で
す
が
、

そ
れ
は
人
種
、
貧
富
、
地
位
、
健

康
、
容
姿
、
身
体
、
能
力
、
性
別
、

性
格
、
行
動
、
そ
の
全
て
に
お
い

て
公
平
で
あ
れ
と
い
う
事
で

す
。
し
か
し
そ
れ
は
決
し
て
口

で
言
う
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
知
ら
な

い
間
に
差
別
し
、
ま
た
差
別
さ

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で

す
。

　

小
林
さ
ん
の
﹁
難
民
の
子
ど

も
た
ち
﹂
は
調
査
や
経
験
を
織

り
交
ぜ
て
世
界
の
難
民
状
況
を

報
告
し
て
い
ま
す
。
戦
争
が
あ

る
か
ら
難
民
が
生
ま
れ
る
。
ジ

ョ
ン
ス
ト
ン
さ
ん
も
書
い
て
い

ま
す
が
十
分
な
兵
器
を
保
有
し

て
い
て
も
さ
ら
に
強
力
な
も
の

を
求
め
、
意
味
の
な
い
戦
争
を

続
け
て
市
民
を
苦
し
め
て
い

る
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い

う
答
え
は
出
せ
な
い
し
、
答
え

が
あ
っ
て
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な

い
か
ら
こ
そ
戦
争
が
続
い
て
い

る
の
で
す
。

　

様
々
な
こ
と
に
目
を
向
け
書

こ
う
と
い
う
情
熱
が
感
じ
ら
れ

る
作
文
の
数
々
で
し
た
。
こ
う

し
て
皆
さ
ん
の
作
文
を
読
ん
で

い
る
と
人
間
の
勝
手
で
地
球
温

暖
化
を
進
ま
せ
、
し
な
く
て
も

良
い
戦
争
で
人
々
を
難
民
に
追

い
や
っ
て
い
る
負
の
連
鎖
が
見

え
て
き
ま
す
。
で
す
が
愚
痴
や

悲
し
み
を
訴
え
る
だ
け
で
は

始
ま
ら
な
い
、
解
決
を
模
索
す

る
皆
さ
ん
の
意
見
が
今
必
要
で

す
。
必
ず
よ
く
す
る
の
だ
、
と
言

う
気
持
ち
で
こ
れ
か
ら
も
書
き

続
け
て
下
さ
い
。週刊NY生活
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津山　恵子
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冷泉　彰彦

2023 年（令和 5 年）1 月1日（日） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(42)

「米語Ｗａｔｃｈ」で
  振り返る２０２2年
 米 語
Watch

　 新 年 を
迎 え、 コ
ラム「米語
Watch」で
取り上げた

言葉（太字で示す）で２０２２年
を振り返ります。
　11 月に行われた中間選挙、その
余韻はまだ収まりません。選挙前
は、Red Wave（赤い波、つまり野
党共和党の大勝利）が来ると大方
は予想しましたが、蓋を開けると
与党民主党が大善戦し、Red Ripple

（赤いさざなみ）程度になってしま
いました。上院は民主党が死守。
下院は接戦で共和党が多数を取り
ましたが、中間選挙において政権
与党が大きく負けると言う過去の
慣例から見ると、民主党は頑張っ
たのです。
　民主党が善戦した原因として、
妊娠中絶を憲法上の女性の権利
だ と 認 定 し た 50 年 前 の Roe 対
Wade 判例を、最高裁判所が覆す
決定をしたからだという指摘があ
ります。Pro-choice/Pro-life（人工
中絶容認派・反対派）の対立の中、
共和党トランプ政権が保守派判事
３人を送り込んだ最高裁における
この判決が、中絶選択の権利を擁
護しようとする民主党への投票に

つながったのです。
　 ま た、2021 年 １ 月 の 連 邦 議
会襲撃をトランプ氏が扇動した
Seditious Conspiracy（ 暴 動 扇 動
共謀罪）とし、また襲撃を停止し
なかったことは大統領としての
Dereliction of Duty（職務放棄）と
して、民主党サイドは対立軸を明
示しました。また、Ultra-MAGA 
Republican（超 MAGA 共和党員）
が証拠もなく主張し続ける、トラ
ンプ氏が大統領選に勝ったと言う
Big Lie（大嘘）は、多くの国民に
とって受け入れ難かったでしょう。
その意味において中間選挙は、ア
メリカ国民の民主主義への確固た
る信念を、内外に示したものと言
えるでしょう。
　アメリカにおける社会問題は、
今年も大きく報道されました。銃
による大量殺人事件は毎週のよう
に起きました。その中でニューヨ
ーク州バッファローのスーパーマ
ーケットで、若い白人が黒人 14 名
を射殺した銃撃事件には、White 
Supremacism（白人至上主義）に
基づく危険な発想を感じます。そ
の 根 底 に Great Replacement 
Theory（大「置き換え」論）があ
るのかも知れません。これは白人
層がユダヤ系、イスラム教徒そし

て有色人種に Replace（置き換え）
され、 伝統的なキリスト教的白人
中心文化が危うくなるという差別
的な過激思想です。
　バイデン政権は銃規制のための
努力をしましたが、共和党の大き
な抵抗を崩すことはできませんで
した。その中で、昨年唯一の成果
となったのが、Red Flag Law（銃
器没収法）でした。これはテキサ
ス州ユバルディで１９人の子供が
学校で射殺された事件を受けて、
連邦法として成立しました。特定
の銃所有者が第三者または本人自
身に危害を及ぼす可能性があると
家族や警察当局などが判断した場
合、裁判所が銃を一時的に没収す
ることを認める法律です。しかし、
実効性は限定的なため、11 月にコ
ロラド州で起きた LGBTQ（性的少
数派）のクラブでの銃撃事件の後、
バイデン大統領は改めて、Assault 
Weapon（攻撃用武器 ) 禁止を提唱
しましたが、共和党の反応は冷た
いままです。
　麻薬問題も大きく取り上げられ
ました。中でも Fentanyl Overdose

（フェンタニル過剰摂取）を中心と
する麻薬の害悪で年間１０万人以
上が亡くなったことが判明しまし
た。これは銃や交通事故で亡くな

る人々の数よりもずっと多いので
す。メキシコのカルテルが密輸す
るフェンタニルによって、何万人
もの人々が死ぬと言う事実は、日
本からは想像もできない驚くべき
ものです。　
　2022 年、アメリカのインフレ
率は一時 8% を越え、ガソリンや
食品を中心に大きな衝撃を家計に
与えました。値上げがウクライナ
情勢やサプライチェーンの問題
が原因で生じたことは事実です
が、実際にガソリン大手や食品会
社が記録的な利益を上げているこ
とから、業者が事態に便乗して
Price Gouging（不当な高値で売
りつける）をしたと識者は指摘し
ます。ニューヨーク州は、健康や
安全に関わる必需品を不当に値上
げすることを禁止しており、州の
Attorney General（司法長官）は、
今後も目を光らせていくでしょう。
　パンデミックにより、アメリカ
の職場は大きな変化を遂げていま
す。リモート勤務が広がり、働く
人々がワーク・ライフ・バランス
をますます真剣に考えるようにな
りました。その 1 つの風潮として
Quiet Quitting（辞めるのではなく、
頑張らない働き方）が多くの職場
で広がっていると言われます。こ
れは自分が貰っている給料以上に
は頑張らず、人生をエンジョイし
ようと言う考え方です。前年には、
コロナ禍で新しい機会を求めて職
を去る若者の Great Resignation

（大辞職現象）が話題になりました。
アメリカの雇用主は 、職場で広が
る従業員の新しい人生観・労働観

に対応しなくてはなりません。
　LGBTQ（性的少数者）に関する
議論も盛んに行われました。その
中でも、若い人々の間で Preferred 
Gender Pronoun（PGP・希望する
ジェンダー代名詞）の使用が人間
関係の一部となっていること、ま
た、パスポートにおいても男女の
区別をしたくない人は X の印を使
えるようになったことは、アメリ
カ社会全体が性的少数派を積極的
に受け入れている事実を示してい
ます。そして、年末には超党派の
合意のもと、同性者間の結婚を保
護する法律が成立したのは特記す
べきことです。ただ、Transgender 
Sports Ban（トランスジェンダー
選手の出場禁止）が大きな論議と
なり、性転換者のスポーツ参戦に
は、一般の女性選手との公平なバ
ランスを考慮すべきという視点を
示しました。アメリカ人との付き
合いにおいて、LGBTQ や PGP へ
の理解は必須になったと感じます。
　2022 年、アメリカはワクチンの
普及もあり、コロナの問題を乗り
越えて、社会は正常化しつつある
ように見えます。しかし、外交に
おいては、ウクライナ問題、中国
との競合、北朝鮮問題など、そし
て国内では予算案、インフレ、移
民受け入れ、環境、銃や麻薬対策、
その他の問題が山積しています。
バイデン大統領が、自身の標榜す
る超党派のアプローチで分断を抑
え、政策を実行することを期待し
て、2023 年の展開を注視していき
ましょう。

（旦　英夫・ニューヨーク州弁護士）

mailto:noontan@earthlink.net
mailto:masayokoto@gmail.com
https://www.masayoishigure.com
https://www.facebook.com/kyoko.sato.73744801
https://www.instagram.com/kyokosatony/
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美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所
は
、

12
月
６
日
オ
ン
ラ
イ
ン
で
﹁
ア

イ
ゾ
ー
ン
で
魅
せ
る
﹂
と
題
し

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
目
も

と
の
印
象
を
操
作
す
る
目
と
眉

に
つ
い
て
造
形
的
な
特
徴
か
ら

印
象
理
論
、
新
た
な
視
点
で
の

目
と
眉
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
方
法

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
87
歳
現
役

美
容
研
究
家
の
小
林
照
子
さ
ん

＝
写
真
＝
が
﹁
美
容
の
力
﹂
に

つ
い
て
講
演
し
た
。そ
の
後﹁
目

も
と
に
関
す
る
具
体
的
な
理

論
﹂
を
美
容
研
究
家
の
山
口
童

子
さ
ん
か
ら
、
同
内
藤
文
子
さ

ん
か
ら
は
﹁
今
日
か
ら
実
践
で

き
る
目
も
と
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

技
術
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
﹂
を
解
説
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
マ
ス

ク
を
外
し
て
の
日
常
生
活
が
戻

っ
て
き
て
い
る
が
、
日
本
で
は

ま
だ
マ
ス
ク
は
外
せ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。小
林
さ
ん
は
、

日
本
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間

に
な
る
前
か
ら
マ
ス
ク
依
存
型

の
、
顔
を
見
せ
な
い
、
見
せ
た

く
な
い
と
い
う
現
象
が
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
、
マ
ス
ク
で
見

え
て
い
る
目
の
部
分
と
マ
ス
ク

で
隠
れ
て
い
る
部
分
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
の
露
呈
に
恐
れ
る
、
あ
る

種
自
分
を
卑
下
す
る
意
識
が
そ

こ
に
働
い
て
い
る
と
述
べ
た
。

マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
に
居
心
地

の
良
さ
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
人

た
ち
も
、
い
ず
れ
マ
ス
ク
を
外

す
時
が
や
っ
て
く
る
。
そ
の
時

に
自
信
に
溢
れ
た
明
る
い
表
情

を
取
り
戻
す
の
は
、
化
粧
品
の

力
だ
け
で
は
無
理
で
、
そ
こ
に

は
美
容
に
携
わ
る
人
の
美
意
識

の
高
さ
と
人
に
対
す
る
思
い
や

り
の
言
葉
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
人
の
運
命
す
ら
変
え
る
こ

と
が
あ
る
美
容
の
力
を
得
る
に

は
、
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
美

容
の
理
論
を
し
っ
か
り
身
に
つ

け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
美
容
の

プ
ロ
た
ち
に
向
け
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

　

実
習
で
は
、
山
口
さ
ん
が
日

本
の
伝
統
的
な
美
意
識
は
顔
を

隠
す
文
化
に
起
因
す
る
と
説

明
、
狭
い
密
集
し
た
社
会
で
生

活
す
る
日
本
文
化
は
表
情
を
読

ま
れ
な
い
、
表
情
を
露
に
し
な

い
こ
と
が
美
徳
と
さ
れ
、
喜
怒

哀
楽
を
マ
ス
ク
で
隠
す
こ
と
が

日
本
が
マ
ス
ク
大
国
に
な
っ
た

一
因
だ
と
し
た
。

　

ま
た
内
藤
さ
ん
は
ア
イ
メ
イ

ク
を
し
た
い
時
は
、
約
６
割
の

人
が
、
人
と
会
う
機
会
の
た
め

と
い
う
同
研
究
所
の
調
査
に
基

づ
い
て
実
際
に
ア
イ
ゾ
ー
ン
の

メ
イ
ク
を
指
導
し
た
。
同
研
究

所
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
プ
ロ

美
容
師
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ

ー
を
定
期
的
に
開
催
し
て
お

り
、
海
外
で
活
躍
す
る
美
容
の

プ
ロ
た
ち
に
と
っ
て
も
リ
ア
ル

な
日
本
の
美
容
最
前
線
の
情
報

を
得
ら
れ
る
機
会
と
し
て
評
判

だ
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

info@
be-fine.co.jp

﹁
美
容
の
力
で

明
る
い
表
情
を
﹂

美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所

小
林
さ
ん
講
演

日
常
を
取
り
戻
す
こ
と

　

T
hank you. Y

ou m
ade 

m
y day.

　

あ
り
が
と
う
。
あ
な
た
の
お

か
げ
で
い
い
日
に
な
っ
た
わ
。

　

私
は
昨
年
暮
れ
に
初
め
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
。
回
復
を
待
ち
な
が
ら
、

３
年
前
の
３
月
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
国
際

空
港
で
こ
ん
な
言
葉
を
か
け
ら

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い

た
。

　

い
つ
も
な
ら
ぎ
り
ぎ
り
に
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
駆

け
込
む
の
に
、
そ
の
時
は
離
陸

ま
で
２
時
間
近
く
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
誰
も
並
ん
で
い
な
い
。

　

み
ん
な
、
も
う
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
を
済
ま
せ
た
の
？

　

驚
い
て
聞
く
私
に
、
ス
タ
ッ

フ
の
白
人
女
性
は
黙
っ
て
う
な

ず
く
。

　

私
は
思
わ
ず
、Japanese!

︵
日
本
人
だ
わ
ー
！
︶
と
叫
ん

だ
。

　

日
本
人
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
余

裕
を
も
っ
て
早
め
に
来
る
の
よ

ね
。
私
と
違
っ
て
。

　

そ
の
女
性
は
笑
い
、
私
の
荷

物
を
チ
ェ
ッ
ク
し
終
え
る
と
、

冒
頭
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た

の
だ
。

　

え
、
ど
う
し
て
？　

Japa-
nese! 

と
私
が
言
っ
た
か
ら
？

　

Y
es. Y

ou
 m

ad
e m

e 
laugh.

　

そ
う
。
私
を
笑
わ
せ
て
く
れ

た
か
ら
。

　

笑
う
こ
と
が
、
そ
れ
ほ
ど
日

常
と
か
け
離
れ
た
も
の
だ
っ

た
。

　

そ
の
年
１
月
、
日
本
で
は
横

浜
を
出
発
し
た
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
﹁
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン

セ
ス
﹂
号
で
集
団
感
染
が
起
き
、

他
国
で
は
日
本
へ
の
渡
航
を
警

戒
し
、
日
本
か
ら
の
入
国
を
制

限
・
拒
否
す
る
動
き
が
出
て
い

た
。

　

コ
ロ
ナ
が
ま
だ
他
人
事
だ
っ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
は
、

２
月
下
旬
に
私
が
日
本
か
ら
戻

っ
た
ば
か
り
だ
と
知
る
と
、
後

ず
さ
り
し
た
り
、
ハ
グ
し
た
あ

と
で
手
を
洗
い
に
行
っ
た
り
し

た
。

　

３
月
上
旬
を
フ
ロ
リ
ダ
州
に

住
む
友
人
宅
で
過
ご
し
、
10
日

後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ
て

く
る
と
、
街
は
様
変
わ
り
し
て

い
た
。
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
も
リ

ト
ル
イ
タ
リ
ー
も
ソ
ー
ホ
ー

も
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
化
し

た
。

　

地
下
鉄
も
乗
客
は
ま
ば
ら

で
、
薄
い
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
や
マ

ス
ク
が
目
立
つ
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
イ
、リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

自
由
の
女
神
、
エ
ン
パ
イ
ア
ス

テ
ー
ト
ビ
ル
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

名
所
や
施
設
が
次
々
と
閉
鎖
さ

れ
た
。外
食
も
で
き
な
く
な
り
、

地
下
鉄
や
街
角
か
ら
音
が
消
え

た
。

　

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
警
官

が
、
ぽ
つ
り
と
つ
ぶ
や
く
。

　

T
his is not N

ew
 Y

ork.

　

こ
ん
な
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
じ

ゃ
な
い
。

　

私
は
人
の
ま
っ
た
く
い

な

い

街

を

歩

き

回

っ

た
。

１
９
７
０
、
80
年
代
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
も
知
っ
て
い
る
が
、
こ

ん
な
風
景
は
初
め
て
見
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
ユ
ニ
オ
ン
ス

ク
エ
ア
に
足
を
踏
み
入
れ
た

時
、
そ
こ
だ
け
雲
の
隙
間
か
ら

　
お
か
だ
・
み
つ
よ
　
作
家
・
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
。
英
語
入
り
エ
ッ
セ
イ
﹁
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂
シ
リ
ー
ズ
な
ど
多

数
。
新
刊
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
教
え
て

く
れ
た“
私
だ
け”

の
英
語
　“

あ
な

た
の
英
語”
だ
か
ら
、
価
値
が
あ
る
﹄

一
筋
の
光
が
差
し
込
ん
だ
よ
う

だ
っ
た
。
野
外
市
場
に
は
花
や

野
菜
を
買
い
求
め
る
人
た
ち
の

姿
が
あ
っ
た
。
商
品
に
触
れ
ら

れ
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ

こ
に
は
前
と
同
じ
日
常
が
あ
っ

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
み
る

み
る
う
ち
に
感
染
が
拡
大
し
、

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
野
戦
病

院
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

長
く
苦
し
い
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い

が
続
い
た
。

　

あ
れ
か
ら
３
年
経
ち
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
街
は
す
っ
か
り
活

気
を
取
り
戻
し
た
。
空
港
の
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
あ

の
女
性
も
、
き
っ
と
笑
い
な
が

ら
接
客
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

私
も
今
、
味
覚
や
嗅
覚
を
失

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
に
苦
し

ん
で
い
る
け
れ
ど
、
あ
の
頃
の

よ
う
な
恐
怖
や
悲
壮
感
は
な

い
。

　

コ
ロ
ナ
か
ら
回
復
し
て
、
も

う
す
ぐ
元
気
に
な
る
。

　

心
か
ら
そ
う
信
じ
て
、
笑
っ

て
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

W
e’

ve com
e this far.

　

私
た
ち
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ

て
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
。

岡
田 
光
世

花を枯らさず市民の帰りを待っていた五番街
（2020 年 4 月 24 日、46 丁目で三浦良一撮影）

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
mailto:info@be-fine.co.jp
mailto:info@be-fine.co.jp
mailto:info@be-fine.co.jp
mailto:info@be-fine.co.jp
mailto:info@be-fine.co.jp
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３部門で金・銀・銅９人

 

選
　
　
　
評

 

金
賞
　
日
本
語
部
門
　
　

 

金
賞
　
18
歳
未
満
部
門

俳
人

大
高
翔
審
査
員

　

日
本
語
部
門
の
金
賞
は
、
お

お
ら
か
で
楽
し
い
。﹁
字
﹂
の
描

写
が
洗
練
さ
れ
、
情
景
が
見
事

に
伝
わ
っ
た
。
銀
賞
は
﹁
海
の

軋
み
﹂
が
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い

把
握
で
す
ば
ら
し
い
。
銅
賞
﹁
櫂

は
﹂
の
強
調
が
印
象
的
、﹁
万
緑

の
光
﹂
に
存
在
感
が
あ
る
。
18

歳
未
満
部
門
金
賞
の
﹁
な
く
し

ち
ゃ
う
﹂
の
素
直
な
つ
ぶ
や
き

が
個
性
あ
る
素
敵
な
句
と
な
っ

た
。
銀
賞
の
﹁
行
け
私
﹂
は
心

の
内
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

力
強
い
句
。
銅
賞
﹁
な
み
﹂
の

様
子
を
読
者
に
さ
ま
ざ
ま
に
想

像
さ
せ
る
。

俳
人

江
坂
衣
代
審
査
員

　

日
本
語
部
門
金
賞
、
子
供
の

寝
相
は
自
由
奔
放
。
母
親
の
温

か
な
眼
差
し
が
感
じ
ら
れ
る
。

銀
賞
﹁
還
り
来
る
﹂
が
壮
大
な

流
氷
の
動
き
を
想
像
さ
せ
る
。

﹁
軋
み
の
音
﹂
は
ど
ん
な
音
だ

ろ
う
か
。
銅
賞
﹁
万
緑
の
光
を

掬
う
﹂
の
表
現
が
緑
豊
か
な
景

が
あ
り
あ
り
と
見
え
て
く
る
。

気
持
ち
の
良
い
句
で
あ
る
。
18

歳
未
満
部
門
の
三
賞
の
い
ず
れ

　

北
米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
２
２
は
11
月
末
、
３

部
門
︵
日
本
語
、
英
語
、
18
歳

未
満
︶
の
金
・
銀
・
銅
の
各
賞

と
学
校
賞
を
決
定
し
た
。
金
賞

は
、
は
ぎ
は
ら
敏
子
さ
ん
、
ジ

ュ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
リ
ン
さ
ん
、

喜
田
も
な
さ
ん
。
銀
賞
は
、
島

崎
志
津
香
さ
ん
、
ス
ー
ザ
ン
・

バ
ー
チ
さ
ん
、
宇
佐
美
杏
里
彩

さ
ん
。
銅
賞
は
岡
部
加
都
恵
さ

ん
、
ア
ー
ル
・
キ
ー
ナ
ー
さ
ん
、

前
迫
沙
羅
さ
ん
。
受
賞
者
に
は

記
念
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
伊
藤
園
お

茶
ボ
ト
ル
ケ
ー
ス
が
贈
ら
れ

る
。
学
校
賞
は
、
計
24
句
が
セ

ミ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
選
ば
れ

た
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
︵
内

野
康
之
校
長
︶
に
決
定
、
表
彰

状
が
贈
ら
れ
る
。

　

金
賞
受
賞
者
か
ら
は
受
賞
の

喜
び
と
と
も
に
、﹁
夏
の
昼
下

が
り
、
遠
い
遠
い
昔
、
幼
か
っ

た
子
供
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
昼

寝
姿
が
ふ
と
頭
を
よ
ぎ
り
句
に

し
た
﹂︵
は
ぎ
は
ら
さ
ん
︶、﹁
川

岸
に
座
り
素
足
で
水
に
触
れ
た

夏
の
日
。
柳
も
同
じ
よ
う
に
水

面
す
れ
す
れ
に
揺
れ
て
い
る
﹂

︵
シ
ュ
ウ
ェ
リ
ン
さ
ん
︶、﹁
毎

年
手
袋
を
片
方
失
く
し
て
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
探
す
こ
と
を
思

い
出
し
て
作
っ
た
﹂︵
喜
田
さ

ん
︶
な
ど
、
俳
句
に
つ
い
て
説

明
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ボストン日本語学校に学校賞

金　賞

は
ぎ
は
ら
敏
子
さ
ん 

日
本
語
部
門

Ju
lie

 S
ch

w
e
rin

さ
ん 

英
語
部
門

喜
田
も
な
さ
ん 

18
歳
未
満
部
門

く
の
字
か
ら 

大
の
字
に
な
る 

児
の
昼
寝   

は
ぎ
は
ら
敏
子
　
Ｎ
Ｙ
州

て
ぶ
く
ろ
を 

い
つ
も
か
た
ほ
う 

な
く
し
ち
ゃ
う     

喜
田
も
な
︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園
小
３
　
８
歳
︶
Ｎ
Ｙ
州

金賞　はぎはらさん金賞　Julie Schwerin さん金賞　喜田さん

 金賞　 英語部門　　

barefoot
willow tips squiggle
the stream

 ー Julie Schwerin, WI

■
銀
賞      

日
本
語
部
門

還
り
来
る 

海
の
軋
み
や 

流
氷
群
　

島
崎
志
津
香
　
Ｎ
Ｊ
州

■
銅
賞  

日
本
語
部
門    

万
緑
の 

光
を
櫂
は 

掬
い
上
げ
　岡
部
加
都
恵
　
Ｎ
Ｊ
州

■
銀
賞    

18
歳
未
満
部
門

あ
と
1
人 

ぬ
い
た
ら
ゴ
ー
ル 

行
け
私 

宇
佐
美
杏
里
彩
︵
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
３
　
９
歳
︶
Ｐ
Ａ
州

■
銅
賞   

18
歳
未
満
部
門

日
や
け
し
た 

す
あ
し
で
な
み
と 

お
に
ご
っ
こ
　
　
　
　
　

 

前
迫
沙
羅
︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
︶
Ｍ
Ａ
州

■銀賞　英語部門

spiral staircase –
when did you know
you were leaving

ー Susan Burch, MD

■銅賞　英語部門

dusk light
the silo drains the sky
of swifts

ー Earl R. Keener, WV  

　

銀
賞
・
銅
賞
受
賞
者
か
ら
も
、

﹁
世
界
中
で
地
球
温
暖
化
が
深

刻
の
中
、ふ
と
祖
国
日
本
の﹃
流

氷
﹄
が
目
に
浮
か
ん
だ
﹂︵
島

崎
さ
ん
︶、﹁
初
夏
の
万
緑
が
水

面
に
輝
き
櫂
が
力
強
く
そ
の
光

を
掬
い
上
げ
前
進
す
る
様
子
﹂

︵
岡
部
さ
ん
︶、﹁
５
Ｋ
マ
ラ
ソ

ン
で
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
き
て
そ

の
時
の
気
持
ち 

﹂︵
宇
佐
美
さ

ん
︶﹁
夏
休
み
に
ケ
ー
プ
コ
ッ

ド
の
ビ
ー
チ
で
波
を
追
い
か
け

て
遊
ん
だ
時
の
こ
と
﹂︵
前
迫

さ
ん
︶﹁
突
然
の
別
れ
に
、
ら

せ
ん
階
段
を
上
り
な
が
ら
い
つ

気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
﹂︵
バ
ー

チ
さ
ん
︶﹁
私
の
魂
が
休
息
場

を
探
す
時
、
人
生
の
全
記
憶
が

蘇
る
。そ
し
て
明
日
が
始
ま
る
﹂

︵
キ
ー
ナ
ー
さ
ん
︶
な
ど
の
俳

句
に
つ
い
て
の
説
明
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

新

俳

句

グ

ラ

ン

プ

リ

２
０
２
２
は
、
今
年
1
月
か

ら
10
月
ま
で
実
施
、
毎
月
各

部
門
７
句
ず
つ
セ
ミ
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
を
選
び
、
そ
の
中

か
ら
受
賞
者
を
決
定
し
た
。

総
計
１
５
２
３
句
︵
日
本
語

２
６
４
、
英
語
２
３
４
、
18
歳

未
満
１
０
２
４
︶
の
応
募
が
あ

っ
た
。

　

当
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
プ
レ
ス
社
主
催
、
北

米
伊
藤
園
の
特
別
協
賛
で
、

２
０
１
１
年
に
始
ま
り
、
今
年

で
12
年
目
。
15
年
か
ら
は
18
歳

未
満
部
門
が
新
設
さ
れ
、
学
校

ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
広
が

り
、
日
本
語
を
学
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
応
募
が
急
増
し
て
い
る
。

17
年
か
ら
は
最
も
多
く
セ
ミ
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
を
輩
出
し
た
学

校
を
称
え
る
﹁
学
校
賞
﹂
を
設

置
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
は
５
年
連
続
の
受
賞
。

俳人・編集者　スコット・メイソン審査員
<About Gold Prize Haiku>
　Robert Frost characterized poetry as “a momentary stay against confusion.” I experience 
this charming haiku as a momentary return to Eden—a state of being or a place redolent of 
sensory delight and absent the “mind-forged manacles” (Blake) yet to divide and alienate 
us from our natural world. The single initial word “barefoot” aptly establishes a sense of 
physical and perceptual openness. In so doing, it primes us to appreciate and revel in the 
creativity—and euphony—of willow tips that “squiggle” (marvelous word!) the stream. 
What more carefree yet meaningful pursuit could there be on a golden afternoon?

銀賞　島崎さん銀賞 Burchさん銀賞　宇佐美さん銅賞　岡部さん銅賞 Keenerさん銅賞 前迫さん

新俳句グランプリ 2022

の
句
も
、
素
直
に
自
分
の
気
持

ち
を
ぶ
つ
け
て
元
気
良
く
詠
め

て
い
た
の
が
良
い
。
こ
れ
か
ら

も
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
句
を

含
め
日
常
感
じ
た
こ
と
を
俳
句

に
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家

大
江
千
里
審
査
員

　

世
の
中
が
開
い
て
き
た
の

か
、
の
び
の
び
表
現
し
て
い
る

俳
句
が
多
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。
日
々
の
生
活
で
ク
ス
ッ
と

笑
え
る
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
、

で
い
て
物
事
の
芯
を
つ
い
た
よ

う
な
、
名
作
揃
い
で
し
た
。
受

賞
さ
れ
た
皆
様
、
心
か
ら
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

書
画
家

田
中
太
山
審
査
員

　

今
年
は
い
つ
も
以
上
に
楽
し

げ
な
句
が
多
く
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な

が
ら
採
点
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
年
齢
や
生
活
環
境
も
違

う
日
本
人
達
が
こ
こ
ア
メ
リ
カ

に
て
こ
の
俳
句
の
イ
ベ
ン
ト
を

知
り
、
広
い
大
地
の
上
で
同
じ

よ
う
に
指
折
り
数
え
俳
句
を
作

る
。
た
だ
た
だ
そ
の
光
景
が
微

笑
ま
し
く
嬉
し
い
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
来
年
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

北
米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン

プ
リ
の
審
査
員
を
務
め
、
本
紙

教
育
面
で
﹁
俳
句
の
コ
コ
ロ
﹂

を
連
載
中
の
俳
人
、
大
高
翔
さ

ん
が
12
月
17
日
、
本
紙
主
催
の

オ
ン
ラ
イ
ン
俳
句
講
座
で
﹁
俳

句
の
基
本
﹂
と
題
し
て
講
演
し

た
＝
写
真
＝
。
事
前
に
登
録
し

た
読
者
25
人
が
参
加
し
た
。

　

大
高
さ
ん
は
、
俳
句
の
始
ま

り
と
俳
句
の
心
に
つ
い
て
語
っ

た
。
俳
句
の
始
ま
り
に
つ
い
て

は
、
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
と

し
た
上
で
﹁
17
音
を
一
人
の
作

者
が
詠
ん
だ
も
の
﹂
を
﹁
俳
句

の
始
ま
り
﹂
と
考
え
た
と
き
、

そ
れ
は
す
で
に
、
日
本
最
古
の

和
歌
集
﹃
万
葉
集
﹄
に
書
き
残

さ
れ
て
い
る
。﹃
万
葉
集
﹄
の

成
立
は
西
暦
７
６
０
年
頃
。
同

歌
集
に
は
４
５
０
０
首
が
20

巻
、
６
０
０
年
か
ら
７
５
９
年

ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て
の
和

歌
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　

﹁
和
歌
﹂
は
日
本
で
最
も
古

い
形
の
詩
だ
。﹁
連
歌
︵
れ
ん

が
︶
が
、﹁
俳
句
﹂
の
始
ま
り

だ
。
和
歌
は
一
人
の
作
者
が
、

５
・
７
・
５
・
７
・
７
の
形
で
詠
む

歌
で
、
連
歌
は
複
数
の
作
者
が

5
・
7
・
5
の
発
句
と
7
・
7

の
脇
句
の
長
短
句
を
交
互
に
複

数
人
で
連
ね
て
詠
ん
で
一
つ
の

歌
に
し
て
い
く
。

　

俳
句
の
心
、
俳
句
に
お
け
る

精
神
と
は
何
か
。
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
方
で
俳
句
を
読
む
の

か
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な

作
家
に
考
え
方
が
あ
る
が
、
私

は
﹁
俳
句
の
こ
こ
ろ
﹂
は
連
歌

に
お
け
る
精
神
と
重
な
る
と
考

え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
誰
か
に

何
か
に
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
、

声
を
か
け
た
り
、
あ
る
い
は
、

問
い
か
け
た
り
す
る
取
り
組
み

方
で
詠
む
こ
と
が
本
質
だ
と
考

え
る
。

　

投
げ
か
け
て
、
そ
れ
に
応
え

て
、
ま
た
投
げ
か
け
る
。
そ
の

繰
り
返
し
が
、
芭
蕉
の
﹁
俳
諧

の
連
歌
﹂
を
経
て
、
現
代
の
私

た
ち
が
詠
む
﹁
俳
句
﹂
に
繋
が

っ
て
い
る
。
誰
か
に
呼
び
か
け

る
よ
う
に
、
も
の
言
わ
ぬ
何
か

に
応
え
る
よ
う
に
詠
む
。

　

そ
れ
は
、
は
る
か
昔
か
ら
の

人
間
の
営
み
で
も
あ
り
、
詩

を
詠
む
根
源
的
な
喜
び
を
感

じ
さ
て
く
れ
る
行
為
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　

◇

　

参
加
者
か
ら
は
﹁
俳
句
の

歴
史
だ
け
で
な
く
、
俳
句
作

成
に
大
切
な
基
本
も
教
え
て

い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に

な
っ
た
﹂、
学
校
の
教
師
か

ら
は
﹁
子
ど
も
た
ち
と
俳
句

を
楽
し
む
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

お
聞
き
し
た
い
﹂
と
い
う
感

想
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

質
問
に
対
す
る
答
え
は
１
月

の
紙
面
で
も
改
め
て
記
事
と

し
て
掲
載
す
る
予
定
だ
。

大
高
さ
ん
が
俳
句
を
解
説

読
者
対
象
の
オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
座
で

誰かに呼びかけるように詠む

俳句の心は連歌の精神に宿る

http://artofhaiku.org
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新俳句グランプリ 2023
応募要項 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。www.artofhaiku.org

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2023は、米国東部時間2023年1月1日12:00AM
から2023年10月31日11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2024年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレ

ス社およびこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効とな

ります。応募者は、募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれていま

す。

日本語部門（18歳以上）

五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問いません。

英語部門（18歳以上）

以下のモデルを参考に表現してください。

Across the still lake
     through upcurls of morning mist  –   
          The cry of a loon
                             – O. Mabson Southard   
summer sun
     slowly dissolving
          boats on horizon
                            -Stephanie Visaya Bose 
18歳未満部門

日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］

毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email

メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を

添えてお送りください。

オンライン

www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法

的な親権者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募

してください。

 応募期間のスケジュール（予定）
応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方

法にかかわらず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初

の1つのみを有効とさせていただきます。

またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール（予定）
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されま

す。候補作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度

審査されるためには、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2023年11月25日ご

ろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。

創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン

（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われま

す。候補作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たして

いることなどを示す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われな

かった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補作品は 、各応 募 期間の翌月第 4週号の「 週刊 N Y生 活」、ウェブサイト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、

銅賞は、2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載さ

れます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応

募要項は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

1 1/1/23 1/30/23 11:59:59pm 1/31/23

2 2/1/23 2/28/23 11:59:59pm 2/28/23

3 3/1/23 3/31/23 11:59:59pm 3/31/23

4 4/1/23 4/30/23 11:59:59pm 4/30/23

5 5/1/23 5/31/23 11:59:59pm 5/51/23

6 6/1/23 6/30/23 11:59:59pm 6/30/23

7 7/1/23 7/31/23 11:59:59pm 7/31/23

8 8/1/23 8/31/23 11:59:59pm 8/31/23

9 9/1/23 9/30/23 11:59:59pm 9/30/23

10 10/1/23 10/31/23 11:59:59pm 10/31/23

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

1 1/1/23 2/5/23 2/11/23 7 7 7

2 2/1/23 3/5/23 3/11/23 7 7 7

3 3/1/23 4/5/23 4/11/23 7 7 7

5 5/1/23 5/5/23 5/11/23 7 7 7

6 6/1/23 6/5/23 6/11/23 7 7 7

7 7/1/23 7/5/23 7/11/23 7 7 7

8 8/1/23 8/5/23 8/11/23 7 7 7

9 9/1/23 9/5/23 9/11/23 7 7 7

10 10/1/23 10/5/23 10/11/23 7 7 7

a stick goes over the falls at sunset   
                             –Cor van den Heuval

俳人

大高翔
SHO OTAKA

1977年徳島県生まれ。 俳
人。13歳より作句。ラ
イフワークとして、子供
たちや初心者への作句指
導を行う。近著に入門書
『ゼロから始める俳句入
門』、最新句集『帰帆(き
はん )』。藍花（あいば
な）俳句会副主宰、俳人
協会幹事、日本ペンクラ
ブ会員。公式サイト
http://www.shootaka.jp
2022年より米国在住。

【英語俳句審査員】俳人・編集者

スコット・メイソン SCOTT MASON
“The Wonder Code：Discover the Way of Haiku and See the World with New Eyes”の著者、
同書はHaiku FoundationからTouchstone Distinguished Books Award、Haiku Society of America
からHMerit Book Award（Prose）を受賞し、Kirkus Reviewsによる「2019年のベスト100イン
ディーブック」に選ばれた。2011年から21年までオンラインおよび印刷俳句ジャーナルThe 
Heron’s Nestの編集者、現在はHaiku Foundationの戦略部長を務める。自身の俳句は24以上
の国際大会で最優秀賞を含む200以上の賞を受賞。

俳人

江坂衣代
KINUYO ESAKA
1988年〜
     大串章主宰俳句結社
     百鳥所属同人
2001年〜09年
 NY句会設立・代表
2014年〜
    俳人協会会員

ジャズピアニスト、
作曲家

大江千里
SENRI OE

大阪出身。シンガーソング
ライターとして日本で活
躍後、ニューヨークへ。
ポップとジャズをつなぐ
40周年記念作を2023年
5/21にリリース予定。ア
トランタ、デトロイト、
アルバニアなどのジャズ
フェス、ミルウォーキー
サマーフェスタ2022に出
演。近著「ブルックリンで
ソロめし！」
note.com/senrigarden

書画家

田中太山
TAISAN TANAKA
1978年和歌山県生まれ。
2000年から書画家として
活動を開始。代表作は文
字を絵にする「笑文字-え
もじ -」と大筆２本を自
在に操り書く大作書画パ
フォーマンス。合計依頼
作品点数は5万点以上。
自身が主催する「笑文字
塾」には年３千人を越え
る生徒が集まる。2015年
からＮＹ在住。

北米伊藤園新俳句グランプリ2023　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.shootaka.jp
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　本紙が主催するオンライン「週刊ＮＹ生活ギャラリー」（https://nyseikatsu.com/gallery/）では、昨年 2023 年度
の作家を募集し、10 人の日米在住のアーティストが新たに展示作家として加わった。募集対象は、過去に本紙で作品
が紹介された人、ニューヨークで個展、グループ展に参加されたことのある人、または、将来何らかのＮＹにおける企
画展に参加する予定のある人。作家のポートフォリオ、顔写真、絵画、写真、彫刻などの作品を期限１年間で掲載。参
加料金は、作品を最大 10 点まで展示できて１年間 200 ドル。翌年からの更新料は 50 ドル。（２年更新 75 ドル）。作
品の入れ替えは１点につき手数料 20 ドル。作家にとっては、作品を展示して多くの読者に見てもらえるだけなく、自
分の作品を広く一般に販売するチャンネルとして利用できる。同ギャラリーは、本紙「週刊ＮＹ生活」のウェブサイト

（www.nyseikatsu.com）で常設展示されている。今年度枠の 10 人の作品を紙上で紹介する。【展示作家】（新規参加
作家）羽山奈保、中山美紀子、藤田創一、井上賢一、Masako Takamasu、下條ユイ、小野田昌子、沙山有為、サカイ。

（常設作家）高波壮太郎、飯塚国雄、服部夏子、三浦良一、マサ、マックス・藤島、岩沢あさ子、遊真あつこ、上住雅恵、
岡本悍久。問い合わせは電話 (212)213-6069 またはＥメール　miura@nyseikatsu.com   担当・編集部・三浦まで。

Ｎ
Ｙ
か
ら
世
界
へ

作
品
を
発
表
し
よ
う

私はあきらめない 14.6cmx 18.5cm 
ブラックボードにフィンガーペイント $300

自我 28cm 発砲スチロール、アクリル、石粉、
粘土、半紙 ４万 5000 円

Plate Circle Green & Brown 19x19x6h white clay 2010 $150
魍魎（かま）20x30cm ミクスドメディア　$800

Naho Hayama（羽山 奈保）
　神奈川県横須賀市出身、武蔵野美術大学卒業。フィンガーペイントでアスリー
トたちのう躍動感を描く。個展　2022 ミッドタウン／アメリカ　NY、2020
銀座巷房／東京、2018 銀座巷房／東京、2016 横浜中華街 art Truth ／神奈川、
2013 銀座月光荘画材店／東京、2011 青葉台カフェギャラリーリンデン／神奈
川、2010 横須賀　

Soichi Fujita
（藤田 創一）

　1972 年 京
都 で 生 ま れ
る。2019 年
製 作 開 始。
2021 年 ア メ
リ カ の イ ン
ディーズレー
ベル Canecorso からリリースされ
るアルバムジャケットに２作品選
ばれる。2021 年２月銀座ギャラ
リーアートポイントにて公募展Ａ
ＲＴＰＯＩＮＴ selection1 に参加。
2021 年ＧＡＬＬＥＲＹ２５１１で
のグループ展に参加。2021 年５月
ギャラリーびー玉にてグループ展
私の好きな本展参加。2021 年６月
ＢＥ＝ＬＡＢＧＡＬＬＥＲＹのグ
ループ展参加。2021 年京都のＦＵ
ＪＩＴＡＹＡＢ＆Ｂでのグループ
展に参加。2022 年９月公募展東京
モンスター展出品。2022 年９月公
募展大阪アナムネ展出品。

Mikiko Nakayama（中山 美紀子）
　アパートの１階に陶芸クラブがあり、そこでアメリカ人の陶芸家たちと知り合
い、魅力に引き込まれていった。その一人、Nicholas Newcomb に 2008 年から
2011 年まで師事、NY Port Chester にある Clay Art Center で陶芸家芦田恵子さん
のクラスを 2 年間受講。他にもグリニッジハウスの陶芸コースで学んだ。2009
年から 2011 年まで、Chelsea Artist Show などいくつかのグループ展に参加した。

Kenichi Inoue（井上 賢一）
　1958 年大分県生まれ。1982 年創形美術学校版画科卒業。個展＝ 1984 年〜
2022 年ギャラリー檜、ギャラリーシアカ、真木田村画廊、ギャラリーサージ、ス
タジオ４F など。グループ展＝ 1988、1989 年大谷地下美術展、1990 年 TWO 
WEEKS IN THE SPRING( 館 山 海 岸 )、1991 〜 1994 年　 名 栗 湖 野 外 美 術 展、
2016 〜 2022 年　21 世紀美術連立展、2016 年エロスの饗宴展（ギャラリー檜）、
2017 年開かれた孤独展（ギャラリー檜）、2018 年　自由を生む中庸展（ギャラリー
檜 )、2021 年本とアートの対話展 ( ギャラリー檜 )、2022 年　動物を見る展 ( ギャ
ラリー檜 ) など。木目の美しさに魅かれここ数年、杉板を使った作品を作っている。
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https://nyseikatsu.com/gallery/
mailto:meiseimotors@aol.com
tel:2019438003
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:miura@nyseikatsu.com
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内なる子ども F0 号 油彩 $185

pink wave H 4 feet x W 8 feet Acrylic On Canvas $4,000

What a wonderful world Acrylic 
36x82 inches 1973 $999

ジャクリーンケネディーオナシス貯水池 16x20” $1,200

day by day1 20x20cm Canvas $175.04

Yui Shimojo （下條ユイ）
　沖縄県立芸術大学卒。個展 3 回。グループ展多数。日々、なにかしら美しいも
のを発見しながら生きています。それは、夜明けの朝露であったり、猫の瞳の輝
きであったり、庭を舞う蝶々の軽やかさであったりと、様々ですが、この小さな
魂の、小さな声が誰でもない貴方へと届くことを願いながら絵を描いています。
出逢いは運命。

Masako Takamasu
　ニューヨーク在住アーティスト。2022年春にコマーシャルギャラリーにてグルー
プ展ほか、カフェなどで身近に作品を体感出来る機会も度々設けている。日本に
は複数箇所にパブリックディスプレイ作品などがある。

Masako Onoda
 （小野田 昌子）
1949 Born September 13, 
Japan
1968 Entered Tokyo Uni-
versity  of Arts and Design
1971 Travels to United 
States and Canada
1972 Graduated  Tokyo 
University  of Arts and Design
1972 Entered Murakami School
1973 Shin sei Saku space design show
1973 Entered Bunka School
1974 Tokyo International Good Living Show
1974 Entered ELS Language Center, California
1975 Entered the Art Student League, New York
1976 Art Student League Gallery group show
1978 Entered New York University
1982 Organizes Masako Gallery
1982 Meeske and  Meeske, Inc., show
1982 Teaches fl ower arrangement
1984 Art Student League Gallery group show
1994~2007 JAA Show + JAANY Show
2007 Rockaffeller Center orchid show
2007 JAA senior week painting +craft show

SAKAI （サカイ）
　ボサノバアーティスト、ウクレレマスター、シンガーソングライター、アー
ティスト、画家。1995 年ニューヨークでカーネギーホールで演奏した当時の
音楽の師匠のミュージックディレクタースタッフの役目を果たすため来米。
2014 年から、ニューヨーク市内唯一のウクレレ専門店、ウクハットで、コン
サート企画やウクレレ講師として活躍、現在は同店ミュージックディレクター。
2021 年に画業に復帰。現在、毎週日曜日の朝に絵画教室を開いている。

Ui Sayama （沙山 有為）
　私は、世界の何処かの誰かの眼に憑依して、その誰かの見たものを描きたいと
思って活動しています。そして、その世界中で唯一の誰かが私の作品と出会った
時に、これは自分のものだと気付いてもらえるような奇跡を願って作品制作を
行っています。社会的にマイノリティな人々を世の中に可視化させ、またマイノ
リティな人々を勇気づけるように、私は作品の視座を選んで活動しています。

Sotaro Takanami （髙波 壮太郎）
　元々私小説作家で、自分が生きて見て感じた事をモチーフにしている。特に
悲しい時、辛い時は森羅万象が特に美しく感じられる。野の花、海、黒い揚羽
蝶、竹などが特に好きで絵のテーマにしている。多様な考え方をして描いた作
品群の一つ一つがそれ自身で発光し、強い存在感で絵自らが語りかける言葉を
感じ取って貰えればとても嬉しいです。絵を描く事は僕にとって砂漠で咽が渇
いた時に飲む水のようなもので、精神バランスの悪い僕には生きて行く為に必
要不可欠なもので生きる事そのものです。

野に咲く 38x46cm 油彩・キャンバス $7,100

http://shinbashi72.com/
tel:9175773969
http://ariyoshiny.com
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杉本佳子

（ フ ァ ッ シ ョ ン

ジ ャ ー ナ リ ス ト

兼 美 容 食 研 究

家）　1988 年より

ニ ュ ー ヨ ー ク 在

住。ファッション

ジャーナリストと

して働く傍ら、集

英 社 OurAge の

連 載（https://ourage.jp/column/writers/writer/
杉本佳子 /）とインスタグラム https://www.
instagram.com/ で美容食を紹介している。
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を
厚
め
に

む
い
て
面
取
り
す
る
。
な
べ
に

入
れ
て
ひ
た
ひ
た
に
な
る
ま
で

水
を
入
れ
、
出
汁
の
素
、
白
醤

油
と
酒
各
大
さ
じ
１
を
入
れ
て

弱
火
に
か
け
る
。
沸
騰
し
た
ら

30
分
か
ら
１
時
間
く
ら
い
茹
で

て
火
を
止
め
、
蓋
を
し
た
ま
ま

　

小
鍋
に
み
り
ん
大
さ
じ
１
強

を
入
れ
て
火
に
か
け
て
ア
ル
コ

ー
ル
分
を
飛
ば
し
、
醤
油
大
さ

じ
１
と
柚
子
胡
椒
小
さ
じ
１
を

加
え
て
よ
く
混
ぜ
、
冷
め
た
ら

角
切
り
に
し
た
刺
身
用
の
マ
グ

ロ
か
鮭
を
20
分
以
上
漬
け
る
。

ア
ボ
カ
ド
は
魚
同
様
に
切
り
、

カ
イ
ワ
レ
大
根
少
々
は
洗
っ
て

ざ
く
切
り
。
器
に
魚
を
３
切
れ

だ
け
残
し
て
入
れ
、
そ
の
上
に

ア
ボ
カ
ド
を
の
せ
、
と
ろ
ろ
芋

完
全
に
冷
ま
す
。
赤
ピ
ー
マ
ン

は
縦
半
分
に
切
っ
て
種
を
と

り
、
華
氏
４
２
５
度
で
30
分
、

黒
っ
ぽ
く
な
る
ま
で
ロ
ー
ス
ト

し
、
皮
を
む
い
て
１
セ
ン
チ
く

ら
い
の
幅
に
切
る
。
柿
は
フ
ル

ー
ツ
ボ
ー
ル
く
り
抜
き
器
で
く

り
抜
く
︵
な
け
れ
ば
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
切
る
︶。
カ
イ
ワ

レ
大
根
少
々
は
洗
っ
て
、
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
で
水
気
を
と
る
。

酒
と
み
り
ん
各
大
さ
じ
１
、
砂

糖
大
さ
じ
２
、
八
丁
味
噌
︵
な

け
れ
ば
赤
味
噌
︶
６
を
加
え
て

よ
く
混
ぜ
て
味
噌
だ
れ
を
つ
く

る
。
大
根
を
再
び
温
め
、
芯
ま

で
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
器
に
盛
る
。
味
噌

だ
れ
を
か
け
、
柿
、
赤
ピ
ー
マ

ン
、
最
後
に
カ
イ
ワ
レ
大
根
を

の
せ
る
。

を
か
け
、
残
し
て
置
い
た
魚
３

切
れ
を
の
せ
て
、
最
後
に
カ
イ

ワ
レ
大
根
を
の
せ
る
。

作
り
か
た
の
補
足
メ
モ

　

﹁
私
は
美
容
食
を
ブ
ロ
グ
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
集
英
社

O
urA

ge

の
連
載
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
私
の
美
容
食
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
①
美
肌
効
果
が

高
い
栄
養
素
が
入
っ
て
い
る
食

材
を
使
っ
て
い
て
②
美
味
し
く

て
③
見
た
目
が
お
洒
落
。
多
忙

で
も
美
容
食
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
手
早
く
簡
単
に
で

き
る
こ
と
も
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

私
は
東
京
で
生
ま
れ
育
ち
、

母
の
お
雑
煮
の
味
は
醤
油
味
で

角
餅
に
な
り
ま
す
。
海
外
で
も

手
に
入
り
や
す
い
食
材
で
つ
く

る
簡
単
な
お
雑
煮
で
、
出
汁
は

昆
布
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
、
鶏
も

も
肉
か
ら
と
り
ま
す
。
も
し
よ

ろ
し
け
れ
ば
お
試
し
く
だ
さ

い
。
ニ
ン
ジ
ン
は
羽
子
板
や
梅

な
ど
の
抜
き
型
で
抜
く
と
、
お

正
月
ら
し
さ
を
プ
ラ
ス
で
き
ま

す
。

　

お
餅
や
お
酒
な
ど
、
胃
腸
に

負
担
が
大
き
く
な
り
が
ち
な
お

正
月
。
お
せ
ち
以
外
の
料
理

は
華
が
あ
っ
て
簡
単
に
で
き

て
、
な
お
か
つ
消
化
を
助
け
て

く
れ
る
も
の
が
望
ま
し
い
で
し

ょ
う
。
大
根
と
山
芋
は
、
消
化

酵
素
の
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
を
含
ん

で
い
ま
す
。
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
は

す
り
お
ろ
し
て
生
で
食
べ
る
の

が
最
も
効
果
的
に
と
れ
ま
す

が
、
大
根
を
お
ろ
す
の
は
疲
れ

る
し
、
面
倒
と
い
う
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
ふ
ろ
ふ
き
大

根
な
ら
、
皮
を
厚
め
に
む
い
て

太
い
輪
切
り
に
し
た
大
根
を
茹

で
、
余
熱
で
柔
ら
か
く
す
る
だ

け
な
の
で
楽
で
す
。
彩
り
に
添

え
る
柿
は
、
色
だ
け
で
な
く
味

の
面
で
も
い
い
仕
事
し
て
く
れ

ま
す
。
柿
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
特

に
多
く
含
む
の
で
、
積
極
的
に

と
り
た
い
食
材
。
ロ
ー
ス
ト
し

て
柔
ら
か
く
な
っ
た
赤
パ
プ
リ

カ
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
か
い

わ
れ
大
根
も
、
色
と
味
、
栄
養

面
で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
お
洒

落
ふ
ろ
ふ
き
大
根
に
一
役
か
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

山
芋
は
大
根
よ
り
ず
っ
と
簡

単
に
お
ろ
せ
る
の
で
、
す
り
お

ろ
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。
漬
け

は
柚
子
胡
椒
も
加
え
ま
し
た
。

https://www.korin.com/
https://kikkomanusa.com/
https://ourage.jp/column/writers/writer/
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

歳
を
重
ね
る
と
年
々
一
年
が

短
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
こ
れ
ほ
ど
僕

た
ち
に
根
底
か
ら
覆
す
よ
う
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
な
ん
て
一

体
誰
が
２
年
半
前
に
想
像
し
た

で
し
ょ
う
。
僕
は
現
在
62
歳
で

す
が
、
２
０
２
０
年
初
頭
ま
で

は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
ジ
ャ
ズ

の
世
界
を
ひ
た
す
ら
切
り
開

き
、
駆
け
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
コ
ロ
ナ
で
状
況
は
一
変
し
ま

す
。
フ
ェ
ス
、
ラ
ジ
オ
局
、
ベ

ニ
ュ
ー
の
担
当
者
な
ど
が
次
々

に
職
を
離
れ
、
連
絡
が
取
れ
な

く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
つ

な
が
り
を
半
年
以
上
断
つ
と
も

う
ふ
り
だ
し
に
戻
っ
た
も
同
然

で
す
。
今
も
一
緒
に
仕
事
す
る

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
再
び
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
を
誓
い
、
共
に

行
動
を
起
こ
し
始
め
ま
す
。
で

も
現
実
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
は
新

規
参
入
が
以
前
の
よ
う
に
寛
容

に
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て

き
た
か
ら
で
す
。
馴
染
み
の
近

所
の
酒
屋
も
従
業
員
を
全
員
解

雇
し
て
店
主
一
人
で
頑
張
っ
て

ま
す
。
僕
の
知
り
合
い
の
ジ
ャ

ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
Ｎ
Ｙ
を

離
れ
て
新
た
な
仕
事
に
挑
戦
す

る
人
も
多
い
で
す
。
こ
れ
を
前

向
き
に
捉
え
る
と
、
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
な
時
代
に
突
入
し
た
と
も

言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
、
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て

よ
し
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
今
ま

で
働
い
て
き
た
時
間
を
は
る
か

に
上
回
る
時
間
を
こ
の
先
ど
う

生
き
る
か
？
ど
う
心
に
豊
か
さ

や
や
り
が
い
を
感
じ
て
１
日
を

生
き
る
の
か
？
が
、
自
ず
と
試

さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
そ
れ
に
更
に
拍
車
が

グ
ン
と
か
か
っ
た
よ
う
に
見
え

ま
す
。
僕
は
ジ
ャ
ズ
の
５
枚

目
の
ア
ル
バ
ム
﹁B

O
Y

S &
 

G
IR

LS

﹂
６
枚
目
﹁H

m
m

m

﹂

大江 千里
     FROM BROOKLYN

を
リ
リ
ー
ス
し
た
頃
か
ら
、
ア

メ
リ
カ
各
地
で
や
っ
と
な
ん
と

か
ラ
イ
ブ
が
形
に
な
る
よ
う
に

な
り
、
ラ
ジ
オ
局
で
曲
が
そ
こ

そ
こ
オ
ン
エ
ア
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
最
中

は
仕
事
が
消
滅
し
た
の
で
、
家

で
新
し
い
曲
を
作
っ
た
り
そ
れ

に
映
像
を
つ
け
た
り
し
て
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
載
せ
て
活
動
を
継

続
し
ま
し
た
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

の
不
便
な
生
活
を
逆
に
武
器
に

変
え
て
、
宅
録
で
﹁
一
人
ジ

ャ
ズ
﹂
と
称
し
た
ア
ル
バ
ム

﹁Letter to N
.Y

.

﹂
を
作
り
ま

し
た
。
人
と
人
と
の
呼
吸
で
成

立
す
る
ジ
ャ
ズ
を
全
て
一
人
で

手
弾
き
で
作
っ
た
の
で
す
。
こ

れ
は
旧
ジ
ャ
ズ
の
世
界
で
は
苦

し
い
評
価
で
し
た
が
、
新
規
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
開
拓
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
世
の
中
に
あ
る
﹁
当

た
り
前
﹂
は
コ
ロ
ナ
で
自
分
の

中
で
完
全
に
崩
壊
し
、
規
範
は

自
分
で
活
躍
で
き
る
パ
イ
と
し

て
、
新
た
に
作
り
出
す
し
か
な

い
と
思
い
、
新
し
い
視
点
で
ど

う
生
き
る
か
を
一
歩
一
歩
実
践

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
曲
を
作
っ
て

演
奏
を
し
て
印
税
を
も
ら
っ
て

と
い
う
生
活
は
一
部
に
な
り
、

文
章
を
書
い
た
り
映
像
を
編
集

し
た
り
な
ど
を
ゆ
っ
く
り
で
す

が
始
め
ま
し
た
。
た
ま
た
ま

２
０
１
４
年
か
ら
や
っ
て
い
る

﹁note

﹂
と
い
う
ブ
ロ
グ
を
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
遊
び
場
に
見

立
て
て
、
ノ
ン
ジ
ャ
ン
ル
で
作

品
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
新
し
い
こ
と

を
気
軽
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
ダ

メ
な
ら
辞
め
る
。
よ
け
れ
ば
継

続
す
る
、
を
続
け
て
ま
す
。
こ

の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
良
か
っ

た
。
シ
ビ
ア
で
す
が
読
む
人
か

ら
の
反
応
は
わ
か
り
や
す
く
手

応
え
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
末
に

は
そ
こ
で
書
き
貯
め
た
２
０
０

を
超
え
る
﹁
一
人
メ
シ
﹂
の
記

録
か
ら
厳
選
し
て
﹁
冷
蔵
庫
の

ド
ア
を
開
け
て
な
い
も
の
を
嘆

く
よ
り
、
あ
る
も
の
で
喜
び
な

が
ら
無
心
で
作
る
め
し
﹂
を
コ

ピ
ー
に
、
初
の
レ
シ
ピ
本
﹁
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
で
ソ
ロ
め
し
！
﹂

を
カ
ド
カ
ワ
か
ら
上
梓
し
ま
し

た
。
粉
︵
小
麦
粉
︶
を
一
切
使

わ
な
い
お
好
み
焼
き
﹁
粉
な
い

も
ん
﹂
と
か
納
豆
を
カ
ル
ボ
ナ

ー
ラ
に
見
立
て
た
﹁
ナ
ッ
ト
ボ

ナ
ー
ラ
﹂
と
か
。
現
在
人
生
の

ス
パ
ン
は
男
性
が
84
歳
、
女
性

は
90
歳
近
く
ま
で
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す

る
の
か
？ 
人
生
が
一
つ
の
仕

事
を
極
め
る
だ
け
で
は
な
く
、

新
た
な
人
生
を
ど
ん
ど
ん
興
す

こ
と
が
当
た
り
前
で
可
能
な
時

代
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ジ
ャ
ズ
レ

ー
ベ
ル
を
興
し
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
へ
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
こ
の
先

の
人
生
を
Ｎ
Ｙ
で
お
金
や
名
声

だ
け
じ
ゃ
な
い
﹁
本
当
に
自
分

が
や
り
た
い
こ
と
﹂
を
や
る
た

め
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
痛
み
は
つ
き
も

の
で
す
が
、
な
ん
と
か
15
年
の

Ｎ
Ｙ
生
活
で
先
輩
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
達
の
背
中
を
見
て
、
パ
ニ

ク
っ
た
り
せ
ず
に
一
歩
一
歩
落

ち
着
い
て
毎
日
を
送
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に

亀
の
よ
う
な
ノ
ロ
さ
で
す
。
Ｎ

Ｙ
と
い
う
街
に
は
多
様
な
仕
事

や
趣
味
を
極
め
よ
う
と
し
て
い

る
面
白
い
人
た
ち
が
い
っ
ぱ
い

い
ま
す
。
ホ
テ
ル
で
週
に
４
日

働
き
音
楽
の
仕
事
を
や
る
と

か
、
ギ
タ
リ
ス
ト
兼
タ
ク
シ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
い
分
け
る
と

か
、
投
資
を
し
な
が
ら
服
屋
を

経
営
す
る
と
か
…
。
年
齢
も
関

係
な
く
、
人
種
も
混
じ
っ
て

て
、
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

新
し
い
年
、
ポ
ッ
プ
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で

﹁W
A

K
U

W
A

K
U

﹂
と
い
う

ア
ル
バ
ム
で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
40

周
年
を
迎
え
ま
す
。
ポ
ッ
プ
の

時
代
と
Ｎ
Ｙ
で
ジ
ャ
ズ
の
時
代

を
生
き
な
が
ら
、
新
し
い
挑
戦

の
ア
ル
バ
ム
を
夏
前
に
出
し

ま
す
。
そ
の
た
め
今
は
家
で
、

ポ
ッ
プ
の
曲
を
ジ
ャ
ズ
に
置

き
換
え
る
べ
く
編
曲
し
た
り
、

﹁Senri Song B
ook

﹂
と
呼

べ
る
よ
う
な
新
た
な
曲
達
を
書

い
て
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
シ
ン
プ

ル
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
深
く
楽
し

く
な
る
音
楽
を
軸
に
、
そ
の
中

で
広
が
る
新
た
な
多
様
性
に
挑

戦
し
続
け
た
い
で
す
。
Ｎ
Ｙ
へ

一
緒
に
渡
っ
た
愛
犬
ぴ
ー
す
は

ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
大
学
時
代
か

ら
僕
を
励
ま
し
一
緒
に
乗
り
越

え
て
き
て
ま
す
。
そ
ん
な
彼
女

も
今
年
は
16
歳
。
目
が
不
自
由

に
な
り
そ
の
分
逆
に
行
動
範
囲

が
広
が
っ
た
彼
女
を
見
て
い
る

と
、
僕
も
固
定
概
念
に
縛
ら
れ

て
生
き
て
ら
れ
な
い
、
な
ん
で

も
陽
転
さ
せ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

行
く
ぞ
と
思
え
ま
す
。
こ
う
い

う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
当
た
り

前
を
捨
て
、
ど
こ
に
も
な
い
価

値
観
の
ラ
ブ
＆
ピ
ー
ス
を
実
践

し
て
生
き
残
り
た
い
で
す
。
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
、
新
し
い
年

が
ワ
ク
ワ
ク
、
素
晴
ら
し
い
も

の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

２
０
２
３
年
元
旦
、

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト 

大
江
千
里

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
世
界
が
一
変
し
た
今

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
続
け
る

https://kaigai.sundai.ac.jp/us
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

1月

睦
むつき

月

　

去
年
の
お
正
月
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
東
京
で
過
ご
す
し
か
な
か

っ
た
。
す
ぐ
そ
こ
に
大
学
受
験

を
控
え
た
長
女
の
こ
と
を
は
じ

め
、
頭
の
な
か
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
気
が
か
り
が
渦
巻
い
て
い

た
。
今
思
え
ば
、
そ
の
忙
し
さ

が
わ
た
し
の
生
命
力
と
な
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
閉
塞

感
の
中
で
、
今
年
こ
そ
は
誰
も

が
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
羽
ば
た

く
の
だ
と
、
未
来
を
夢
見
る
こ

と
が
、
静
か
な
力
を
く
れ
た
。

季
語
＝
初
仕
事(

新
年)

仕
事

始
。
事
務
始
。
新
年
に
な
っ
て

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
と

り
か
か
る
こ
と
。
本
格
的
に
執

務
を
始
め
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
田
畑
を
耕
す
真
似
を
し
た

り
、
山
に
入
り
薪
を
取
っ
て
き

た
り
す
る
行
事
を
、
仕
事
始
め

と
呼
ぶ
地
域
も
あ
る
。

＊

＊

＊

　

待
つ
こ
と
が
日
常
と
な
っ

た
、
二
年
間
だ
っ
た
。
自
分
も

世
界
も
、
こ
の
ま
ま
化
石
に
な

っ
て
し
ま
い
そ
う
な
、
永
遠
の

日
向
ぼ
っ
こ
が
始
ま
っ
て
し

ま
っ
た
気
が
し
て
、
言
い
よ
う

の
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
た

め
息
を
つ
い
た
後
、
ふ
と
、
笑

う
。
永
遠
の
日
向
ぼ
こ
、
と
い

う
大
げ
さ
な
表
現
を
、
ふ
っ
と

笑
え
た
時
、
す
こ
し
気
持
ち
が

軽
く
な
っ
て
い
た
。

季
語
＝
日
向
ぼ
こ(

冬)

日
向

ぼ
っ
こ
。
寒
い
冬
は
、
昼
の
日

向
の
暖
か
さ
を
が
恋
し
く
な

る
。
昼
の
い
っ
と
き
を
縁
側
な

ど
、
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
で

く
つ
ろ
い
だ
り
、
縫
物
な
ど
を

し
て
過
ご
す
。 

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
︵
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
︶
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

gran
dprix

@
gm

ail.com
 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.artofhaiku.org 

参
照
。

 最終応募 10 月末まで

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

脳の
う
な
い内

に
言こ

と
ば葉

は
た
め
く
初は

つ
し
ご
と

仕
事

待ま

つ
と
も
な
く
待ま

つ
永え

い
え
ん遠

の
日ひ

な
た向

ぼ
こ

57

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
４
年

生
と
５
年
生
が
、
12
月
13
日
に

A
rt

科
の
移
動
教
室
でY

ale 
U

niversity
 A

rt G
allery

を
訪
れ
た
。
美
術
館
で
は
ま
ず

M
useum

 E
ducater

に

案

内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
館
内
を

ま
わ
り
、
ア
フ
リ
カ
の
彫
塑
物

や
現
代
ア
ー
ト
の
絵
画
、
そ
し

て
ゴ
ッ
ホ
の
絵
画
を
見
て
、
何

が
見
え
る
か
、
何
を
表
し
て
い

る
の
か
等
を
み
ん
な
で
考
え
た

り
想
像
し
た
り
し
な
が
ら
、
本

物
の
ア
ー
ト
作
品
に
触
れ
た
。

そ
の
後
は
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

館
内
を
め
ぐ
り
、
自
分
が
心
ひ

か
れ
た
作
品
を
見
た
り
ス
ケ
ッ

チ
し
た
り
し
た
。
な
か
に
は
ア

ジ
ア
美
術
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
日
本
の
作
品
を
見
つ

け
た
児
童
は
﹁
日
本
の
作
品
、

探
し
て
た
﹂﹁
日
本
の
も
あ
っ

た
よ
﹂
と
教
え
合
っ
て
い
る
様

子
も
見
ら
れ
た
。

本物を
見て学ぶ
NY日本人学校

書き初め練習会開催
　

12
月
９
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
日
本
人
学
校
︵
櫻
井
幹
也

校
長
︶
中
等
部
の
生
徒
は
、
書

き
初
め
練
習
会
を
行
っ
た
。　

各
自
が
自
由
に
選
ん
だ
四
字
熟

語
を
一
筆
一
筆
、
思
い
を
込
め

な
が
ら
練
習
し
て
い
く
。時
折
、

互
い
の
作
品
を
見
比
べ
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
合
い
、
よ
り
よ
い

も
の
に
な
る
よ
う
集
中
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
。
最
後
に
９
年

生
が
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
見

せ
つ
つ
、
そ
の
言
葉
の
意
味
や

選
ん
だ
理
由
を
発
表
し
た
。
最

後
に
進
路
実
現
の
た
め
に
日
本

に
帰
る
先
輩
に
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。
ま
た
同
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
書
道
家
、
田
中
太
山

氏
を
講
師
に
招
き
全
校
生
徒
対

象
の
書
道
教
室
も
実
施
し
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

中
等
部
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
唯
一
、

公
立
学
校
で
日
本
語
と
英
語
の

2
か
国
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り

入
れ
て
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル
１
４
７
番
校
︵
Ｐ
Ｓ

１
４
７
ア
イ
ザ
ッ
ク
ラ
ム
セ

ン
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
ブ
ッ
シ

ュ
ウ
ィ
ッ
ク
︶
で
は
、
毎
月
１

回
ジ
ャ
パ
ン･

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

か
ら
講
師
が
派
遣
さ
れ
、
日
本

の
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
出
張
授

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
12
月
の

テ
ー
マ
は
、日
本
の
正
月
文
化
。

年
越
し
そ
ば
、
大
晦
日
、
除
夜

の
鐘
、
初
詣
、
お
雑
煮
、
お
節

料
理
、
正
月
の
遊
び
な
ど
に
つ

い
て
、
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
使

っ
て
写
真
で
紹
介
し
な
が
ら
、

生
徒
た
ち
は
知
っ
て
い
る
こ
と

を
答
え
た
り
、
質
問
し
た
り
活

発
な
や
り
取
り
が
見
ら
れ
た
。

特
に
、
日
系
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
持
つ
生
徒
は
嬉
し
そ
う

に
自
分
の
家
族
の
正
月
に
つ
い

て
発
表
す
る
姿
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
干
支
の
話
に
な
る
と
生

徒
た
ち
は
今
年
や
来
年
の
干

支
、
ま
た
自
分
の
生
ま
れ
た
年

の
干
支
を
知
る
こ
と
に
と
て
も

興
味
を
持
っ
た
様
子
だ
っ
た
。

最
後
に
年
賀
状
を
作
る
活
動
が

行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
全
員
が

集
中
し
て
作
成
に
取
り
組
ん

だ
。
卯
年
に
ち
な
ん
だ
う
さ
ぎ

の
絵
は
も
ち
ろ
ん
、
獅
子
舞
や

ト
ト
ロ
な
ど
思
い
思
い
の
デ
ザ

イ
ン
の
年
賀
状
が
完
成
し
、
満

足
そ
う
な
笑
顔
が
見
ら
れ
た
。

　

ジ
ャ
パ
ン･

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

主
催
の
日
本
文
化
を
学
ぶ
授
業

で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
に
ち
な
ん
で
日
本
の
妖
怪

を
紹
介
し
た
の
ち
に
提
灯
お
ば

け
を
工
作
で
作
る
授
業
や
、
日

本
の
秋
に
つ
い
て
学
ん
で
秋
の

紅
葉
を
ち
ぎ
り
絵
で
表
現
し
て

み
る
授
業
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。
毎
月
１
回
の
出
張
授
業
を

生
徒
た
ち
は
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
よ
う
だ
。

年
賀
状
作
り

Ｊ
Ｓ
か
ら
講
師
派
遣
PS147

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
学
園
長
：

岡
本
徹
︶小
学
部
は
12
月
15
日
、

２
０
２
３
年
度
児
童
会
役
員
選

挙
を
行
っ
た
。
同
学
園
は
小
学

部
で
児
童
会
を
組
織
し
、
学
校

生
活
の
充
実
の
た
め
に
委
員
会

活
動
や
バ
ザ
ー
で
の
児
童
会
の

出
店
、
寄
付
活
動
な
ど
、
児
童

が
自
主
的
に
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
12
月
に
入
り
、
６
年
生
が

選
挙
管
理
委
員
会
︵
委
員
長
笠

間
リ
ヅ
委
員
長
︶
と
な
っ
て
選

挙
公
示
を
し
、
立
候
補
受
付
を

行
っ
た
。
会
長
立
候
補
に
は
５

年
生
か
ら
１
人
、
副
会
長
立
候

補
に
は
５
年
生
か
ら
２
人
と
４

年
生
か
ら
２
人
が
届
け
出
を
し

た
。
選
挙
当
日
に
は
３
年
生
以

上
の
児
童
全
員
が
参
加
し
、
各

候
補
の
立
会
演
説
会
と
投
票
が

行
わ
れ
た
。
候
補
者
は
よ
り
よ

い
学
園
に
し
た
い
と
熱
い
思
い

を
訴
え
た
。
立
会
演
説
会
の
後

は
投
票
が
行
わ
れ
、
ど
の
児
童

も
児
童
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
自
分

た
ち
の
手
で
決
め
る
選
挙
に
一

票
の
重
み
を
感
じ
、
真
剣
な
表

情
で
票
を
投
じ
て
い
た
。

児童会で
役員を選出
NY育英学園

　
展
示
さ
れ
て
い
る
絵
画
を

前
に
本
物
の
ア
ー
ト
が
持
つ

表
現
の
力
を
学
ぶ
児
童
た
ち

http://www.jwsnj.org/
http://www.jwsny.org
https://www.kokinshodo.com/
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
濟
藤
和
彦
校
長
︶
は
12
月
11

日
、
﹁
学
芸
会
﹂
と
﹁
学
習
発

表
会
﹂
を
開
催
し
た
。
学
芸
会

で
は
幼
稚
部
年
中
ゆ
り
組
と
年

長
ば
ら
組
の
子
供
た
ち
が
可
愛

ら
し
い
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
に
身

を
包
み
、
楽
器
を
持
っ
て
の
合

奏
や
合
唱
、
そ
し
て
幼
稚
園
児

ら
し
い
元
気
い
っ
ぱ
い
の
劇
を

披
露
し
た
。

　

学
習
発
表
会
で
は
、
補
習
校

部
、
継
承
語
を
学
ぶ
プ
リ
ン
ス

ト
ン
コ
ー
ス
の
小
学
生
の
児
童

た
ち
が
劇
や
群
読
を
発
表
し

た
。
補
習
校
部
２
年
生
は
作
文

を
発
表
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
夢

が
詰
ま
っ
た
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る

未
来
の
発
明
品
を
、
描
い
た
絵

と
と
も
に
披
露
し
た
。
中
学
年

か
ら
は
司
会
も
代
表
児
童
が
担

当
し
、
日
本
語
・
英
語
と
も
に

堂
々
と
し
た
声
で
進
行
し
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
　

学
習
発
表
会 

　

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
︵
高
畑
誠

校
長
︶
は
12
月
17
日
、
幼
児
部

の
授
業
参
観
︵
発
表
会
︶
を
行

っ
た
。
園
生
活
の
様
子
を
見
よ

う
と
多
く
の
保
護
者
が
参
観
に

訪
れ
た
。
特
に
年
長
組
で
は
、

発
表
会
形
式
で
２
ク
ラ
ス
合
同

で
、
合
奏
、
合
唱
、
ダ
ン
ス
を

披
露
。
練
習
し
て
き
た
成
果
を

保
護
者
の
前
で
発
表
し
た
。
担

任
か
ら
発
表
会
の
感
想
を
聞
か

れ
た
保
護
者
は
﹁
本
人
か
ら
発

表
の
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
の

で
び
っ
く
り
し
た
﹂﹁
楽
器
を

持
っ
て
待
っ
て
い
る
時
の
姿
に

成
長
を
感
じ
た
﹂
等
々
の
喜
び

の
感
想
を
述
べ
、
終
始
、
笑
顔

が
溢
れ
て
い
た
。
最
後
に
﹁
小

学
生
に
な
る
た
め
の
○
×
ク
イ

ズ
﹂
を
保
護
者
と
一
緒
に
や
っ

た
子
供
達
。﹁
１
年
生
に
な
っ

た
ら
次
の
日
の
準
備
を
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
が
全
て
す
る
。
○

か
×
か
？
﹂
な
ど
、
１
年
生
に

な
る
た
め
に
楽
し
み
な
が
ら
親

子
で
確
認
し
て
い
た
。

幼
児
部
で
授
業
参
観

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校

　

埼
玉
県
羽
生
市
立
井
泉
︵
い

い
ず
み
︶
小
学
校
の
児
童
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
のA

lto

日
本
語
補
習
校
の

中
村
健
人
校
長
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
こ
の

活
動
は
﹁
世
界
の
国
か
ら
こ
ん

に
ち
は
﹂
と
い
う
井
泉
小
学
校

放
送
委
員
に
よ
る
企
画
。
さ
ま

ざ
ま
な
国
に
暮
ら
す
人
か
ら
話

を
聞
き
、
世
界
の
国
や
地
域
へ

の
理
解
を
深
め
る
。

　

当
日
は
、
放
送
委
員
が
代
表

し
て
中
村
校
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
す
る
様
子
が
全
校
生
徒
に
向

け
て
放
送
さ
れ
た
。
児
童
か
ら

は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
お
す

す
め
の
場
所
は
あ
り
ま
す
か
﹂

﹁
今
、
気
温
は
何
度
で
す
か
﹂

な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
遠
い
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
へ
の
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
。中
村
校
長
は﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
、
世
界
中
か

ら
夢
を
叶
え
る
た
め
に
い
ろ
ん

な
人
が
や
っ
て
き
ま
す
﹂
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
る
街
の
様

子
を
説
明
し
、
各
ク
ラ
ス
で
視

聴
す
る
児
童
た
ち
に
も
そ
の
熱

量
が
伝
わ
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

会
の
終
わ
り
の
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
来
た
い
と
思
っ
た
人
！
﹂

と
の
問
い
か
け
に
は
、
多
く
の

児
童
が
興
奮
気
味
に
手
を
挙
げ

て
い
た
。

埼玉からこんにちは
Alto の校長とオンラインインタビュー

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
全
日
課

程
幼
児
ク
ラ
ス
で
は
、
12
月
22

日
2
学
期
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
終
業
式
と
お
楽
し
み
会
が

行
わ
れ
た
。

　

終
業
式
で
は
校
長
先
生
か

ら
﹁
安
全
に
気
を
付
け
て
、
家

族
や
親
せ
き
の
方
と
楽
し
く
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
お
話
が

あ
っ
た
後
、
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
が
2
学
期
楽
し
か
っ
た
こ

と
、
頑
張
っ
た
こ
と
を
み
ん
な

の
前
で
発
表
し
た
。

　

お
楽
し
み
会
で
は
、
年
少
・

年
中
さ
ん
が
﹁
も
り
の
お
ん
が

く
か
﹂
の
歌
を
発
表
、
最
年
少

の
子
ど
も
た
ち
は
、﹁
い
と
ま

き
ま
き
﹂
の
手
遊
び
を
歌
い
な

が
ら
、
は
だ
か
ん
ぼ
う
の
サ
ン

ク
ロ
ー
ス
に
服
を
着
せ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
服
を
着
せ
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
で
鈴
の
音
が
。

﹁
ホ
、
ホ
、
ホ
﹂
と
い
う
声
と

共
に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
か
つ
い

で
登
場
し
た
サ
ン
タ
に
、
子
ど

も
た
ち
は
び
っ
く
り
。
息
を
と

め
て
、
サ
ン
タ
を
じ
っ
と
見
つ

め
て
い
た
。
待
ち
わ
び
て
い
た

サ
ン
タ
か
ら
1
人
1
人
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
緊
張

し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
顔
も

和
ら
ぎ
、
ほ
く
ほ
く
の
笑
顔
。

最
後
に
一
緒
に
集
合
写
真
を
撮

り
、﹁
ま
た
来
年
会
お
う
ね
﹂

と
サ
ン
タ
は
教
室
を
後
に
し

た
。
暖
か
い
雰
囲
気
で
無
事
に

2
学
期
を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

サンタから贈り物

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
５
・

６
年
生
が
12
月
８
日
、R

idge 
Street School

︵

Ｒ

Ｓ

Ｓ

︶
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
１

月
28
日
︵
土
︶
8
時
30
分
か

ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
校
説

明
会
を
実
施
す
る
。
令
和
４
年

７
月
に
校
舎
移
転
し
、
リ
バ
ー

サ
イ
ド
校
舎
で
は
初
め
て
の
説

明
会
と
な
る
。
本
校
の
教
育
活

動
等
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
紹
介

や
個
別
相
談
会
も
実
施
す
る

予
定
。
日
本
か
ら
の
参
加
も

受
け
付
け
て
い
る
。
参
加
に

は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

予
約
はhttps://form

s.gle/
n

1k
v

P
Jcw

bU
g

u
pB

b89

か
ら
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
紹
介
し
て
い
る
。
見
学
の

問
い
合
わ
せ
も
随
時
受
け
付

中
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル 

gw
js@

gw
js.org

ま
で
。

学
校
説
明
会

28
日
に
開
催

を
訪
問
し
た
。
ま
ず
、
初
め
は

Ｒ
Ｓ
Ｓ
の
子
供
た
ち
が
各
々
の

ペ
ア
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て

自
己
紹
介
を
行
っ
た
。
巧
み

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
こ
な

し
、
そ
の
使
い
方
を
教
え
た

り
、
互
い
の
好
き
な
物
を
伝
え

合
っ
た
り
す
る
中
で
徐
々
に
子

供
同
士
の
仲
が
深
ま
っ
て
い
っ

た
。
そ
の
後
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

通
じ
て
、
子
供
た
ち
同
士
が

会
話
を
し
な
が
ら
楽
し
く
活

動
し
た
。
さ
ら
に
﹁Instant 

C
hallenge

﹂
で
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
与
え
ら
れ
た
材
料
を
組
み

合
わ
せ
て
話
し
合
い
な
が
ら
、

知
恵
を
絞
っ
て
よ
り
高
く
積
み

上
げ
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
優
勝

と
い
う
活
動
や
、﹁24G

am
e

﹂

と
呼
ば
れ
る
計
算
ゲ
ー
ム
を
グ

ル
ー
プ
で
楽
ん
だ
。

現地校と交流
NY日本人学校の5、6年生

http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com
https://jp.lyceumkennedy.org/
mailto:gwjs@gwjs.org
mailto:gwjs@gwjs.org
mailto:gwjs@gwjs.org
https://forms.gle/n1kvPJcwbUgupBb89
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幼
稚
園
児
か
ら
小
中
高
校
生
、
大
学
生
、
成
人
、
日
本
人
以
外
の
方
も
含
め
、
今

期
も
た
く
さ
ん
の
応
募
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
０
２
１
年

12
月
か
ら
２
０
２
２
年
11
月
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
72
作
品
を
対
象
に
城
本
健
司
・

広
島
筆
産
業
社
長
と
書
家
の
院
京
雅
香
さ
ん
に
よ
る
選
考
会
が
行
わ
れ
、
優
秀

作
品
４
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
広
島
筆
産
業
か
ら
﹁
熊

野
筆
﹂
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
＊
学
校
・
学
年
は
作
品
制
作
時
の
も
の
で
す
。

２
０
２
２
年
度
優
秀
作
品
発
表

優秀特選賞
ニュージャージー州フォートリー高校３年

河野　葵

審
査
員
選
評

城
本
健
司

広
島
筆
産
業
社
長

　

﹁
書
の
散
歩
道
﹂
コ
ン
ク
ー

ル
の
年
間
優
秀
賞
に
入
賞
さ
れ

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
指
導
に
当

た
ら
れ
た
先
生
方
、
ご
支
援
く

だ
さ
っ
た
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
お
喜
び
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
全
米
か
ら
約
3
０
０

点
の
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を

は
じ
め
て
10
年
以
上
が
経
ち
ま

し
た
が
、
年
々
作
品
の
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
て
き
て
お
り
、
多
数

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
最
優
秀

賞
一
点
、
優
秀
賞
二
点
、
特
別

賞
一
点
の
４
点
の
み
を
選
出
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
審
査
の
基
準
を
申
し
上

げ
ま
す
と
、
ま
ず
、
ト
メ
、
ハ

ネ
、
ハ
ラ
イ
と
い
っ
た
書
道
の

基
本
動
作
が
し
っ
か
り
と
習
得

で
き
て
い
る
こ
と
、
次
に
、
自

然
な
筆
の
動
き
、
字
の
勢
い
、

用
紙
全
体
と
の
関
係
に
注
意
し

な
が
ら
文
字
の
大
き
さ
・
配
列

な
ど
を
考
え
て
い
る
か
等
を
み

て
、
更
に
は
、
自
分
の
名
前
ま

で
き
ち
ん
と
正
し
く
丁
寧
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
を
加
味
し
ま

し
た
。

　

最
優
秀
特
選
賞
の
河
野
葵
さ

ん
の
﹁
大
志
﹂
は
、
基
本
が
し

っ
か
り
と
し
て
お
り
、
力
強
く

か
つ
滑
ら
か
に
書
か
れ
た
作
品

で
す
。
河
野
さ
ん
は
こ
の
作
品

の
他
に
も
２
作
品
が
月
間
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
て
お
り
、
練
習

量
の
豊
富
さ
が
伺
え
ま
す
。

　

優
秀
賞
の
福
居
悠
花
さ
ん
の

﹁
水
玉
﹂
は
、
作
品
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
が
よ
く
、
特
に
運
筆
の

正
確
さ
と
流
麗
さ
が
優
れ
て
い

ま
す
。
同
じ
く
優
秀
賞
の
井
戸

院
京
雅
香

書
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　

年
間
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た

皆
様
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
3
０
０
点
と
い
う

沢
山
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
4

名
の
み
を
選
出
す
る
こ
と
に
大

変
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。
選
出

の
基
準
点
は
、
筆
運
び
が
正
確

で
あ
る
こ
と
、
造
形
が
美
し
く

田
彩
音
さ
ん
の
﹁
紅
花
﹂
は
、

一
筆
一
筆
が
基
本
通
り
の
動
き

を
し
て
お
り
、
作
品
全
体
の
構

成
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
い
で
す
。

　

ま
た
、
広
島
筆
産
業
特
別
賞

の
川
口
英
子
さ
ん
の
﹁
朧
月
﹂

は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運
筆
の
滑

ら
か
な
書
体
の
作
品
で
、
毛
筆

を
用
い
て
文
字
を
書
く
楽
し
さ

が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
字
は
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。
手
で
書

い
た
文
字
に
は
文
字
を
手
書
き

す
る
際
の
運
筆
の
勢
い
に
書
き

手
の
思
い
や
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
り
わ
け

毛
筆
で
書
か
れ
た
文
字
に
は
表

現
の
多
彩
さ
と
美
が
備
わ
っ
て

い
ま
す
。
手
で
書
か
れ
た
文
字
、

毛
筆
で
書
か
れ
た
文
字
の
価
値

や
魅
力
を
味
わ
い
な
が
ら
更
に

広
く
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
新
年
か
ら
新
し
い

筆
で
新
た
な
気
持
ち
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
下
さ
い
。

余
白
が
上
手
く
と
れ
て
い
る
こ

と
、
名
前
が
丁
寧
に
書
か
れ
て

い
る
と
い
う
事
で
す
。

﹁
優
秀
特
選
賞
﹂　

河
野
葵
さ
ん　

﹁
大
志
﹂

点
画
の
筆
運
び
が
丁
寧
で
、
迫

力
の
あ
る
力
強
い
作
品
に
仕
上

が
っ
て
お
り
、
名
前
も
美
し
く

書
か
れ
て
い
ま
す
。

 

﹁
優
秀
賞
﹂　

福
居
悠
花
さ
ん　

﹁
水
玉
﹂

一
筆
一
筆
慎
重
に
筆
を
運
ん
だ

あ
と
が
見
ら
れ
る
安
定
し
た
作

品
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

﹁
優
秀
賞
﹂　

井
戸
田
綾
音
さ
ん　

﹁
紅
花
﹂　

文
字
の
大
き
さ
、
紙
面
に
対
す

る
余
白
も
良
く
調
和
の
取
れ
た

作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

 

﹁
広
島
筆
産
業
賞
﹂　

川
口
英
子
さ
ん
﹁
朧
月
﹂

滑
ら
か
な
筆
運
び
、
技
術
の
高

さ
が
見
て
と
れ
る
品
格
の
高
い

作
品
で
、
名
前
の
美
し
さ
も
目

を
惹
き
ま
す
。

　

多
忙
な
日
常
の
中
、
筆
を
取

り
紙
面
に
向
か
い
お
稽
古
を
重

ね
て
来
ら
れ
た
皆
様
の
努
力
と

結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

書
は
心
画
な
り
の
言
葉
通

り
、
心
が
紙
面
に
現
れ
ま
す
。

新
年
2
０
２
３
年
も
更
な
る
飛

躍
を
目
指
し
て
心
落
ち
着
け
て

練
習
に
励
ん
で
下
さ
い
。

協賛：広島筆産業株式会社

優秀賞
ニューヨーク育英学園小３

福居　悠花

優秀賞
サンアントニオ日本語補習校中１

井戸田　綾音

広島筆産業賞
院京書道会一般

川口　英子

最優秀特選賞には「古城園」ブランドの羊毛と馬毛を使った太筆で楷書・行

書に適した「地　兼毫墨禅」とイタチ毛、馬毛、鹿毛を使い、かな書道に適

した細筆「凰仙花」、いずれも中級から上級者向けの筆を桐の箱に入れて贈呈。

優秀賞のお二人には羊毛、馬毛、狸毛を使った「剛毫地　墨戯神髄」を、広

島筆産業特別賞には馬の毛を中心に作った筆でやや硬めですが毛先はなめら

かな「剛毫中　天馬」を、それぞれ桐の箱に入れて贈呈致します。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

http://ymcatfv.org/
https://www.artbrush-hiroshima.com/
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最
優
秀
賞

総
　
評

優
秀
賞

日
本
語
の
文
字
の
魅
力 

米
国
ゼ
ブ
ラ
︵
株
︶
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

千
葉
竜
太

心
の
充
足
と
手
書
き
文
字

書
家
　
小
山
朋
慈

　

今
年
も
コ
ン
ク
ー
ル
協
賛
の

機
会
を
頂
き
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
も
全
米
か

ら
１
７
０
０
件
近
い
応
募
が
あ

り
、
驚
き
と
日
本
人
と
し
て
の

嬉
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

拝
見
し
た
作
品
は
、
同
じ
お

手
本
を
見
て
書
い
て
も
、
筆
圧

や
勢
い
な
ど
百
人
百
様
、﹁
元

気
い
っ
ぱ
い
だ
な
﹂、﹁
真
面
目

　

予
想
を
上
回
る
応
募
作
品
の

中
か
ら
最
優
秀
賞
を
は
じ
め
６

点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

さ
れ
た
方
々
に
祝
詞
を
述
べ
る

と
共
に
、
本
年
も
米
国
ゼ
ブ
ラ

社
様
の
多
大
な
ご
支
援
に
、
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

●
最
優
秀
賞
　

︻
小
学
3
・
4
年
の
部
︼　

ヒ
ュ
ー
イ
新
奈
さ
ん　
　

一
点
一
画
を
疎
か
に
せ
ず
強
い

筆
圧
が
随
所
に
溢
れ
、
文
字
中

心
の
捉
え
方
に
優
れ
年
間
最
優

秀
賞
に
相
応
し
い
作
品
で
す
。

●
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
性
格
っ
ぽ
い
な
﹂、﹁
少
し
緊

張
し
た
の
か
な
﹂
と
、
人
と
な

り
や
書
く
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ

よ
う
で
し
た
。

　

仕
事
柄
文
章
を
書
く
事
も
多

い
で
す
が
、﹁
言
い
た
い
事
を

端
的
に
伝
え
る
﹂
が
メ
イ
ン
に

あ
り
、
考
え
て
も
平
仮
名
と
漢

字
な
ど
文
章
全
体
の
構
成
バ
ラ

ン
ス
程
度
、
日
本
語
の
文
字
の

美
し
さ
や
形
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
か
っ
た
な
ぁ
、
と
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
字
フ
ォ
ン
ト
も
、
外
国
の

方
に
は
記
号
に
見
え
る
事
も
あ

る
そ
う
で
す
が
、
線
や
流
れ
な

ど
日
本
語
な
ら
で
は
の
流
麗
さ

︻
幼
児
の
部
︼

原
維
吹
君

ひ
ら
が
な
の
字
形
を
丁
寧
に
書

き
表
し
た
良
い
作
品
で
す
。

︻
小
学
１
・
２
年
の
部
︼

河
西
直
輝
君　

点
画
の
長
短
表
現
が
的
確
で
、

安
定
感
の
あ
る
作
品
で
す
。

︻
小
学
5
・
6
年
の
部
︼

樋
尻
心
華
さ
ん

漢
字
と
平
仮
名
の
大
小
表
現
や

柔
軟
性
に
富
ん
だ
作
品
で
す
。

︻
中
学
の
部
︼

柏
木
優
梨
子
さ
ん

均
等
で
安
定
し
た
筆
圧
で
静
か

に
全
体
を
纏
め
た
作
品
で
す
。

︻
高
校
・
一
般
の
部
︼

𠮷
川
あ
ゆ
み
さ
ん

文
字
の
大
き
さ
に
変
化
を
つ
け

緩
急
表
現
豊
か
な
作
品
で
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

　

字
を
書
く
と
い
う
行
為
は
奥

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
丁
寧

に
書
き
進
む
過
程
で
心
が
整
い

自
然
と
雑
念
が
消
え
、
書
き
終

え
た
文
字
に
は
心
の
内
面
が
偽

り
な
く
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
が
手
書
き
文
字
の
唯
一
無
二

の
魅
力
と
奥
深
さ
で
す
。

　

字
は
達
筆
で
あ
る
必
要
は
な

く
丁
寧
に
書
く
方
が
大
切
で
、

難
し
く
捉
え
な
い
こ
と
も
重
要

だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

転
変
極
ま
り
な
い
今
の
時
代

は
主
体
性
が
希
薄
気
味
で
す
が

書
く
こ
と
が
自
己
啓
発
の
糸
口

に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
今
後
も
日
本
の

書
字
文
化
を
継
承
し
振
興
に
尽

力
し
た
い
と
思
う
所
存
で
す
。

が
あ
り
ま
す
ね
。
見
え
や
す
さ

を
優
先
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、﹁
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
﹂

の
向
き
、
角
を
作
る
、
線
の
重

な
り
な
ど
、
文
字
情
報
以
上
の

手
書
き
の
奥
深
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
は
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
他
の

方
も
本
当
に
力
作
で
接
戦
で
し

た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
更
に
上
達

目
指
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
機
会

を
通
じ
、
丁
寧
に
字
を
書
く
面

白
さ
・
大
切
さ
を
一
人
で
も
多

く
の
方
に
感
じ
て
頂
け
た
ら
幸

い
で
す
。

　

米
国
ゼ
ブ
ラ

社
協
賛
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活

プ
レ
ス
社
主
催

の
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ

生
活
﹂
紙
上
硬
筆
書
写
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
の
２
０
２
２
年
度
年

間
大
賞
を
選
ぶ
選
考
会
が
12
月

1
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

エ
ジ
ソ
ン
に
あ
る
ゼ
ブ
ラ
社
オ

フ
ィ
ス
で
行
わ
れ
た
。
審
査
委

員
で
あ
る
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
の
千

葉
竜
太
さ
ん
、
書
家
の
小
山
朋

慈
さ
ん
、
そ
し
て
本
紙
編
集
部

の
3
者
に
よ
り
、
２
０
2
１
年

度
第
44
回
冬
期
か
ら
２
０
２
２

年
度
第
47
回
秋
期
ま
で
に
発
表

さ
れ
た
課
題
に
応
募
し
選
考
を

経
て
紙
面
に
掲
載
と
な
っ
た

１
６
４
点
の
作
品
の
中
か
ら
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、　

年
間

最
優
秀
賞
に
小
学
３
・
４
年
の

部
、
Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室
の
ヒ

ュ
ー
イ
新
奈
さ
ん
の
作
品
、
そ

し
て
、
優
秀
賞
に
は
レ
ベ
ル
別

に
５
人
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

　

団
体
優
秀
賞
に
は
、
団
体
で

1
年
間
の
応
募
作
品
点
数
が
最

も
多
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育

英
学
園
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

人
学
校
の
2
校
が
選
ば
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は
3

年
連
続
で
の
団
体
優
秀
賞
の
獲

得
と
い
う
快
挙
と
な
っ
た
。
2

校
と
も
ク
ラ
ス
単
位
や
学
校
全

体
で
取
り
組
み
毎
回
定
期
的
に

応
募
し
た
結
果
、
連
続
受
賞
と

な
っ
た
。

　

受
賞
者
に
は
賞
状
と
、
賞
品

と
し
て
最
優
秀
賞
に
は
ゼ
ブ
ラ

社
特
製
高
級
シ
ャ
ー
プ
＆
ボ
ー

ル
ペ
ン
﹁
シ
ャ
ー
ボ
Ｘ
Ｃ
Ｌ
５

(SB
15-LD

B
)+

 

デ
ル
ガ
ー
ド

タ
イ
プ
Ｌ 

Ｘ (M
A

86-R
) 

２

本
組
オ
リ
ジ
ナ
ル
セ
ッ
ト
﹂、

優
秀
賞
に
は
﹁
シ
ャ
ー
ボ
Ｘ
Ｓ

Ｔ
３(SB

14-W
)+

 

デ
ル
ガ
ー

ド(M
A

85-B
K

)

﹂、

団

体

賞

に
は
応
募
作
品
点
数
分
の
ボ
ー

ル
ペ
ン
﹁
サ
ラ
サ
ジ
ェ
ル
ボ
ー

ル
ペ
ンdryX
20 0.7

﹂
が
贈

呈
さ
れ
る

＊　
　

＊　
　

＊　
　

　

今
年
も
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
学
校
の
授
業
や
行

事
な
ど
に
制
限
が
あ
る
1
年
で

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
厳
し
い

生
活
環
境
に
お
い
て
も
、
同
コ

ン
ク
ー
ル
へ
の
２
０
２
２
年
度

の
年
間
応
募
作
品
点
数
は
約

１
７
０
０
点
と
な
り
、
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
過
に
負
け
ず
、学
校
・

ク
ラ
ス
単
位
の
宿
題
と
し
て
自

宅
で
取
り
組
ん
だ
り
、
各
家
庭

で
兄
弟
や
親
子
で
作
品
を
取
り

組
ん
で
応
募
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。
同
コ
ン
ク

ー
ル
は
今
後
も
米
国
ゼ
ブ
ラ
社

の
協
力
に
よ
り
引
き
続
き
開
催

し
て
行
き
ま
す
の
で
、
米
国
で

の
日
本
語
学
習
の
一
環
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
全
米
か
ら

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

 団体優秀賞
ニューヨーク育英学園

ニューヨーク日本人学校

団体優秀賞の賞品  サラサジェルボールペン dry X20 0.7

優秀賞の賞品 
シャーボ X ST3 (SB14-W) + デルガード (MA85-BK)

最優秀賞の賞品
シャーボ X CL5 (SB15-LDB) + デルガード タイプ

LX (MA86-R) ２本組オリジナルセット

 

最
優
秀
賞
の
ヒ
ュ
ー
イ
さ
ん

小
学
３
・
４
年
の
部
　
Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

高
校
・
一
般
の
部

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ
ェ
ス
ト
ニ
ュ
ー
ト
ン

中
学
の
部

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

小
学
５
・
６
年
の
部

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

小
学
１
・
２
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

2022年度 
年間優秀作品の発表

協賛：米国ゼブラ社

幼
児
の
部

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

 

最
優
秀
賞
に

ヒ
ュ
ー
イ
新
奈
さん

審査員による選考風景

https://www.zebrapen.com/


　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
12
月
19
日
、
五
番
街
中

心
部
の
混
雑
緩
和
と
安
全
性
向

上
を
図
る
新
た
な
計
画
を
発
表

し
た
。　

同
計
画
は
、
同
市
長

と
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
が
14
日
に
発
表
し
た
、

住
宅
供
給
や
就
労
支
援
、
育
児

支
援
を
含
む
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
や

業
務
地
区
の
開
発
政
策
﹁
ニ
ュ

ー
Ｎ
Ｙ
・
メ
イ
キ
ン
グ
Ｎ
Ｙ
ワ

ー
ク
・
フ
ォ
ー
・
エ
ブ
リ
ワ
ン

︵
す
べ
て
の
人
に
有
効
な
Ｎ
Ｙ

に
︶
﹂
の
一
環
と
し
て
、
五
番

街
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ー
ク

︵
42
丁
目
︶
〜
セ
ン
ト
ラ
ル
・

パ
ー
ク
︵
59
丁
目
︶
を
歩
行
者

や
自
転
車
を
優
先
に
改
善
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

五番街を歩行者優先道路に
アダムス NY 市長が計画発表

2023 年（令和 5 年）1 月1日（日） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［ LIVING in USA］　　(54  )

 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
に
建
つ
豪
華
な
賃
貸
マ

ン
シ
ョ
ン
。
日
系
大
型
ス
ー
パ
ー
、
ミ
ツ
ワ
の
前
に
あ
る
ラ
イ
オ
ン

が
鎮
座
し
て
い
る
、
と
言
え
ば
、
読
者
の
中
に
は
﹁
あ
あ
あ
れ
だ
﹂

と
ピ
ー
ン
と
察
し
が
つ
く
ほ
ど
目
立
つ
佇
ま
い
。
工
期
に
１
年
以
上

を
か
け
て
丁
寧
に
建
設
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
内
部
も
超
豪
華
。
室

内
も
近
年
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
賃
貸
住
宅
に
あ
り
が
ち
な
安
普
請
と
は

縁
遠
い
重
厚
な
作
り
に
な
っ
て
い
て
、
室
内
も
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は

得
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
広
さ
と
ゆ
と
り
を
感
じ
さ
せ
る
優
良
物
件
だ
。

　

目
の
前
に
は
前
述
の
日
本
人
に
は
嬉
し
い
ミ
ツ
ワ
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
斜
め
前
に
は
ト
レ
ー
ダ
ー
・
ジ
ョ
ー

ズ
な
ど
が
入
っ
た
巨
大
な
モ
ー
ル
も
隣
接
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ビ
ル

の
前
か
ら
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
行
き
の
バ
ス
が

出
て
い
る
の
で
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
通
勤
者

に
も
最
高
の
立
地
条

件
だ
。

　

ビ
ル
内
に
は
非
常

に
多
く
の
パ
タ
ー
ン

の
間
取
り
が
用
意
さ

れ
て
い
て
、
同
じ
２

寝
室
で
も
家
族
構
成

や
生
活
パ
タ
ー
ン
に

応
じ
て
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
全
室
に
室

内
洗
濯
機
と
乾
燥
機

が
完
備
し
て
い
る
。

家
賃
は
５
２
５
０
ド

ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は　

電
話
２
０
１
・
３
１
３
・
１
１
１
５
、　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト w

w
w

.jonefudosan.com

　

山
辺
さ
ん

Y
o
u
T

u
b
e   h

ttp
s://w

w
w

.y
o
u
tu

b
e.co

m
/@

Jo
n
eR

ealty
-N

ew
Y

o
rk

C
ity

/v
id

eo
s

︵
写
真
提
供
・
Ｊ
・
Ｏ
Ｎ
Ｅ
不
動
産
︶

ハドソン川沿いのゴージャスな賃貸住宅

　

ナ
ミ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
不
動

産
は
１
月
12
日
︵
木
︶
午
後
7

時
か
ら
8
時
30
分
ま
で
、
ユ
ニ

オ
ン
ス
ク
エ
ア
に
あ
る
同
社

会
議
室
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

８
３
３
番
地
２
階
︶
で
﹁
初
心

者
の
た
め
の
不
動
産
購
入
セ
ミ

ナ
ー
﹂
を
開
催
す
る
。

　

高
騰
し
続
け
、
家
計
を
圧
迫

す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
家
賃
。

ア
メ
リ
カ
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
ヒ
ス

ト
リ
ー
が
あ
る
人
を
対
象
に

﹁
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
夢
の
マ
イ
ホ
ー

ム
を
購
入
を
検
討
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？
﹂
と
提
案

す
る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
実
際

に
購
入
す
る
際
に
必
要
な
初
期

費
用
、
書
類
等
、
将
来
の
購
入

に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
を
解
説
す

る
。
講
師
は
、
ナ
ミ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
不
動
産
代
表
の
山
木
奈

美
さ
ん 

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
認

定
不
動
産
ブ
ロ
ー
カ
ー
︶。
軽

食
あ
り
、
少
人
数
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
で
楽
し
み
な
が

ら
の
セ
ミ
ナ
ー
と
な
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
予
約
。

定
員
は
先
着
4
人
。
参
加
希
望

者
は
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
予

算
︵
購
入
が
決
ま
っ
て
い
る
場

合
︶、
セ
ミ
ナ
ー
で
聞
い
て
み

た
い
こ
と
を
明
記
し
、
Ｅ
メ
ー

ルnam
i@

nam
i-new

york.
com

 

ま
で
申
し
込
む
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

nam
i-new

york.com

参
照
。

初
心
者
の
た
め
の
不
動
産
購
入
セ
ミ
ナ
ー

ナ
ミ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
不
動
産

予
約
制
少
人
数
で
12
日
に
開
催

https://www.redacinc.com/
http://www.jonefudosan.com
https://nami-newyork.com
https://nami-newyork.com
https://nami-newyork.com
https://nami-newyork.com
https://www.youtube.com/@JoneRealty-NewYorkCity/videos
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 本欄への相談は

●公益財団法人 
　海外子女教育振興財団

　（JOES）

　www.joes.or.jp
　【教育相談】

　E メール sodanjigyo@joes.or.jp

　

安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
。

と
い
う
安
全
啓
発
の
標
語
で
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
教
育
現
場
で
の
子
供
た
ち

の
安
全
は
全
て
の
根
幹
と
な
っ

て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で

も
事
故
な
ど
で
怪
我
を
し
た

り
、
命
の
危
険
に
及
ん
だ
り
す

る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本

国
内
の
教
育
現
場
で
は
﹁
１
に

安
全
、
２
に
指
導
﹂
と
い
う
よ

う
に
、
学
習
指
導
に
お
け
る
安

全
へ
の
配
慮
を
確
実
に
行
っ
て

い
ま
す
。
体
を
動
か
す
﹁
体
育
﹂

の
授
業
で
は
も
ち
ろ
ん
、
教
室

の
授
業
で
も
理
科
の
実
験
を
始

め
、
ハ
サ
ミ
な
ど
の
道
具
を
使

う
際
に
も
教
師
は
常
に
気
を
配

っ
て
い
ま
す
。
教
育
の
プ
ロ
は

安
全
の
プ
ロ
で
も
あ
り
、
常
に

危
機
管
理
意
識
を
高
め
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
地
校
の

先
生
方
も
も
ち
ろ
ん
子
供
た
ち

の
安
全
に
責
任
を
持
っ
て
い
る

の
で
校
内
で
の
教
育
活
動
中
に

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
常
に

気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

︵
1 

︶
学
校
外
か
ら
迫
る
危
機

教
育
活
動
中
の
事
故
は
、
教
師

の
研
修
及
び
子
供
た
ち
の
訓
練

に
よ
り
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
近
年
外
部
の
不
審
者
に

よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
日
本
国
内
で
外
部
侵
入
者

へ
の
対
応
を
見
直
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
大
阪
教
育
大
学

附
属
池
田
小
学
校
の
児
童
殺
傷

事
件
で
す
。
そ
れ
以
降
日
本
国

内
の
学
校
へ
の
入
校
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
が
格
段
に
上
が
り
、
不

審
者
対
応
訓
練
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
銃
の
所

持
が
許
可
さ
れ
て
い
る
た
め
、

一
度
不
審
者
に
よ
る
凶
行
が
行

わ
れ
る
と
悲
惨
な
状
況
に
見
舞

わ
れ
ま
す
。
２
０
１
２
年
に
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
起
こ
っ
た
サ

ン
デ
ィ
フ
ッ
ク
小
学
校
銃
乱
射

事
件
は
最
悪
の
事
件
で
あ
り
、

そ
の
後
も
各
地
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を
思
う
と
、
子
供
を
も

つ
親
と
し
て
は
常
に
心
配
事
が

続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︵
2 

︶
現
地
校
の
﹁
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
﹂
訓
練
の
例
︵
抜
粋
︶

　

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
訓
練
中
は
、

す
べ
て
の
内
外
の
ド
ア
が
閉
じ

ら
れ
、
施
錠
さ
れ
ま
す
。 

こ

の
手
順
は
、
校
舎
の
内
の
全
員

に
差
し
迫
っ
た
脅
威
が
あ
る
場

合
に
使
用
さ
れ
ま
す
。 

学
校

の
ス
タ
ッ
フ
と
生
徒
は
現
在
い

る
部
屋
に
確
保
さ
れ
、
状
況
が

緩
和
さ
れ
る
ま
で
誰
も
退
室
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

に
よ
り
、
学
校
は
生
徒
と
ス
タ

ッ
フ
を
所
定
の
位
置
に
確
保

し
、
差
し
迫
っ
た
危
険
か
ら
遠

ざ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ド

ア
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
と
、
法
執

行
官
だ
け
が
学
校
に
入
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
次
の

こ
と
を
行
い
ま
す
。

・
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
合
図
は
、

校
舎
の
管
理
担
当
者
に
よ
っ
て

発
せ
ら
れ
ま
す
。

・
廊
下
の
確
認- 

脅
威
で
は
な

い
と
判
断
さ
れ
た
個
人
は
、
最

も
近
い
部
屋
に
入
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
廊
下
や
保
護
さ
れ
て
い
な
い

エ
リ
ア
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
ド
ア
を
固
定
し
、
明
か
り
を

消
し
、
窓
に
覆
い
を
し
、
日
よ

け
を
引
き (

地
元
の
対
応
者
に

確
認)

、
学
生
を
ド
ア
の
窓
か

ら
見
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

・
出
席
を
取
っ
て
、
部
屋
に
い

る
生
徒
、
行
方
不
明
の
生
徒
、

ホ
ー
ル
か
ら
の
他
の
生
徒
を
記

録
し
、
次
の
指
示
を
待
ち
ま
す
。

・
法
執
行
官
の
み
が
部
屋
に
入

る
こ
と
を
許
可
さ
れ
ま
す
。
い

か
な
る
状
況
で
も
誰
に
対
し
て

も
ド
ア
を
開
け
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・
す
べ
て
の
活
動
が
停
止
し
ま

す
。

・
建
物
の
外
に
い
る
場
合
は
、

所
定
の
キ
ャ
ン
パ
ス
外
の
場
所

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。 

こ
れ

に
は
、
バ
ス
の
運
行
と
フ
ィ
ー

ル
ド
ト
リ
ッ
プ
が
含
ま
れ
ま
す
。

②
日
本
人
学
校
や
補
習
授
業
校

の
対
応

　

日
本
人
学
校
や
補
習
授
業
校

も
外
務
省
の
指
導
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
で
﹁
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
毎
年
見
直
し
を
行
う
と
領

事
部
の
担
当
者
が
マ
ニ
ュ
ア
ル

通
り
に
運
営
で
き
る
か
、
点
検

の
た
め
に
来
校
し
、
指
導
助
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
子

供
た
ち
は
現
地
校
で
も
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
訓
練
を
行
い
、
回
数
は

限
ら
れ
ま
す
が
日
本
人
学
校
や

補
習
授
業
校
で
も
訓
練
を
行
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
校
内
で

迫
り
く
る
脅
威
に
対
応
す
る
力

は
育
っ
て
い
ま
す
。
日
中
の
大

半
を
過
ご
す
学
校
で
の
安
全
、

登
下
校
時
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

の
安
全
、
在
宅
中
の
安
全
。
出

先
で
の
安
全
。
常
に
周
囲
の
状

況
に
気
を
配
り
、
先
を
読
む
力

が
必
要
で
す
。
危
機
管
理
能
力

は
小
さ
い
頃
か
ら
育
て
て
い
く

と
事
件
や
事
故
か
ら
遠
ざ
か
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
普
段
か
ら
親
子
で
話
し

合
っ
て
お
い
て
危
機
意
識
を
高

め
て
お
く
と
い
い
と
思
い
ま

す
。

自分の命は自分で守る
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掲
示
板
サ
イ
ト
﹁
２
ち
ゃ
ん

ね
る
﹂
の
開
設
者
で
管
理
人
だ

っ
た
﹁
ひ
ろ
ゆ
き
﹂
こ
と
西
村

博
之
氏
に
つ
い
て
、
12
月
18
日

付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
が

﹁
日
本
で
は
ス
タ
ー
だ
。
米
国

で
は
彼
の
サ
イ
ト
は
虐
殺
に
リ

ン
ク
し
て
い
る
﹂
と
題
し
た
記

事
を
掲
載
し
た
。

　

西
村
氏
に
つ
い
て
記
事
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
数
百
万
人
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
を
獲
得
し
て
お
り
、
日
本

社
会
の
失
敗
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
に
登
場
し
、
政

府
の
ビ
デ
オ
に
も
出
演
、
首
相

に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
と
い

う
高
校
生
対
象
の
世
論
調
査
も

あ
る
と
紹
介
。
﹁
国
の
厳
格
な

ル
ー
ル
に
抑
圧
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
若
い
日
本
人
に
慕

わ
れ
る
こ
と
で
西
村
博
之
氏
は

日
本
で
非
常
に
有
名
に
な
り
、

著
名
な
起
業
家
、
作
家
、
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
﹂
﹁
国
民
的
ア

ン
チ
ヒ
ー
ロ
ー
﹂
と
紹
介
し
て

い
る
。

　

し
か
し
西
村
氏
が
話
し
た
が

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は

英
語
圏
最
大
の
匿
名
オ
ン
ラ
イ

ン
掲
示
板
﹁
４
チ
ャ
ン
﹂
を
所

た
に
話
さ
な
い
た
め
だ
と
し
て

い
る
。

　

記
事
で
は
西
村
氏
の
過
去
の

言
動
か
ら
﹁
倫
理
観
が
な
い
こ

と
や
社
会
の
限
界
に
挑
戦
す

る
こ
と
を
し
ば
し
ば
誇
り
に

し
、
社
会
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ

と
へ
の
強
い
恐
怖
心
が
し
ば
し

ば
支
配
の
道
具
と
さ
れ
る
日
本

で
は
、
彼
の
恥
に
対
す
る
ほ
ぼ

完
全
な
無
防
備
さ
は
一
種
の
超

能
力
で
あ
り
、
そ
れ
が
彼
の
成

功
を
支
え
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
き
た
﹂
と
分
析
。
２
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
運
営
者
だ
っ
た
時
も

問
題
が
指
摘
さ
れ
た
サ
イ
ト
の

コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
し
﹁
責
任
は

感
じ
て
い
な
い
。
僕
は
ス
ペ
ー

ス
を
提
供
し
ま
す
が
、
そ
の
中

で
な
に
を
す
る
か
は
各
自
で

決
め
て
く
だ
さ
い
﹂
と
主
張
、

１
０
０
件
を
超
え
る
訴
訟
が
起

こ
さ
れ
億
を
超
え
る
支
払
い
判

決
が
下
っ
て
も
ま
っ
た
く
応
じ

て
こ
な
か
っ
た
過
去
に
触
れ
て

い
る
。

　

記
事
は
、
西
村
氏
が
２
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
離
れ
、
２
０
１
５
年

に
４
チ
ャ
ン
を
手
に
入
れ
る
と

﹁
彼
の
願
い
は
叶
っ
た
﹂
と
皮

肉
を
こ
め
て
書
い
て
い
る
。
す

な
わ
ち
西
村
氏
の
４
チ
ャ
ン
獲

得
後
、
４
チ
ャ
ン
の
ユ
ー
ザ
ー

た
ち
は
Ｑ
ア
ノ
ン
運
動
を
生
み

出
し
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
や
２
０
２
０
年
の
大
統
領

選
に
関
す
る
陰
謀
論
を
拡
散
し

て
い
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

２
０
２
１
年
１
月
６
日
の
国

会
議
事
堂
襲
撃
事
件
で
は
、
議

会
委
員
会
が
西
村
氏
に
襲
撃
に

関
連
す
る
個
人
の
情
報
を
引
き

渡
す
よ
う
要
求
。
２
０
２
２
年

５
月
に
起
き
た
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

で
の
銃
乱
射
事
件
で
は
、
Ｎ
Ｙ

州
司
法
長
官
が
、
4
チ
ャ
ン
が

白
人
被
告
の
人
種
差
別
的
な
主

張
を
強
め
た
と
指
摘
し
、
運
営

会
社
の
民
事
責
任
を
追
及
す
る

法
改
正
を
求
め
る
報
告
書
を
発

表
し
て
い
る
。
日
本
と
違
い
米

国
の
法
律
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の

投
稿
に
対
す
る
責
任
か
ら
ウ
ェ

ブ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
保

護
さ
れ
て
い
る
。
記
事
は
西
村

氏
の
﹁
４
チ
ャ
ン
で
は
裁
判
所

に
呼
ば
れ
た
こ
と
は
一
度
も
あ

り
ま
せ
ん
。
論
理
的
に
４
チ
ャ

ン
ネ
ル
は
義
務
を
果
た
し
て
い

る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
﹂
と
の
ツ
イ
ー

ト
を
紹
介
し
て
終
え
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
が
ひ
ろ
ゆ
き
を

悪
名
高
い
サ
イ
ト
の
運
営
者
と
報
じ
る

有
し
て
い
る
こ
と
だ
と
指
摘
。

こ
の
サ
イ
ト
が
銃
乱
射
事
件
や

陰
謀
論
に
結
び
つ
い
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
米
国
で
は
西
村

氏
の
こ
と
を
知
る
人
は
ほ
ど
ん

ど
い
な
い
。
一
方
、
日
本
で
は

４
チ
ャ
ン
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
西
村
氏

が
４
チ
ャ
ン
で
の
自
分
の
役
割

を
英
語
で
も
日
本
語
で
も
め
っ

　

ビ
ジ
ネ
ス
書
の
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
﹃
７
つ
の
習
慣
﹄
を
日
本
に

広
め
、
講
師
と
し
て
30
年
間
に

30
万
人
を
指
導
し
た
ジ
ェ
ー
ム

ス
・
ス
キ
ナ
ー
氏
︵
59
︶
が
﹁
史

上
最
強
の
成
功
法
則
﹂
と
題
し

た
Ｎ
Ｙ
で
初
め
て
の
講
演
会
を

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催
し
た
。

︵
主
催
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
キ

ナ
ー
Ｎ
Ｙ
Ｃ
実
行
委
員
会
／
協

賛
・
Ｎ
Ｙ
一
旗
会
／
ビ
レ
ッ
ジ

ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ
︶
。

　

ス
キ
ナ
ー
氏
は
、
世
界
的
な

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
、
政

治
経
済
評
論
家
、 

ビ
リ
オ
ネ
ア

塾
︵
年
商
1
億
以
上
の
起
業
家

を
対
象
に
し
た
経
営
者
塾
︶
の

創
設
者
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
経

﹃
７
つ
の
習
慣
﹄
の
和
訳
や
松

下
幸
之
助
著
﹃
道
を
ひ
ら
く
﹄

の
続
編
﹃
心
を
ひ
ら
く
﹄
ほ
か

多
数
の
ビ
ジ
ネ
ス
書
を
執
筆
す

る
人
気
作
家
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。講
演
前
に
話
を
聞
い
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

人
間
の
悩
み
は
４
つ
し
か
な

い
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
違
う

が
１
つ
目
は
、
健
康
問
題
、
２

つ
目
は
人
間
関
係
、
３
つ
目
は

お
金
。
最
後
に
ど
う
し
た
ら
意

義
の
あ
る
人
生
を
送
れ
る
か

だ
。
世
界
の
ど
こ
の
国
へ
行
っ

て
も
、
企
業
で
も
軍
隊
で
も
皆

同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。
自

己
実
現
だ
け
が
目
的
の
自
己
中

心
的
な
考
え
で
は
最
終
的
な
人

間
と
い
う
実
験
に
お
け
る
偉
大

さ
と
い
う
も
の
を
手
に
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
今
の
日
本

の
社
会
が
弱
い
の
は
、
自
己
チ

ュ
ー
で
や
っ
て
き
た
ツ
ケ
が
回

っ
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。
子
供

を
作
っ
て
人
口
を
増
や
し
、
若

者
に
活
力
と
元
気
を
取
り
戻
さ

せ
る
こ
と
を
考
え
な
い
と
日
本

の
経
済
も
社
会
も
生
き
詰
ま

る
。
年
寄
り
だ
け
で
は
成
り
立

た
な
い
。
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も

出
生
率
は
変
わ
ら
な
い
が
、
ア

メ
リ
カ
は
移
民
が
活
力
と
ハ
ン

グ
リ
ー
精
神
を
下
支
え
し
て
い

る
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
保
っ
て

い
ら
れ
る
。

　

日
本
は
、
価
値
を
作
り
出
し

て
い
る
人
の
周
り
に
い
る
人
た

ち
が
潤
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
る
。
価
値
を
作
り
出
し
て
い

る
人
、
本
人
が
報
わ
れ
る
社
会

が
国
際
社
会
で
生
き
抜
い
て
い

く
た
め
に
は
必
要
だ
。
大
衆
が

い
た
時
代
は
、
万
人
に
受
け
る

商
品
を
万
人
向
け
の
媒
体
で
宣

伝
し
て
広
告
代
理
店
は
努
力
を

怠
り
自
分
た
ち
の
仕
事
に
磨
き

を
か
け
る
こ
と
を
し
な
か
っ

た
。
そ
の
結
果
が
今
に
あ
る
。

　

日
本
に
残
さ
れ
た
強
さ
は
、

﹁
正
直
さ
﹂
だ
。
相
手
を
信
頼

で
き
る
と
コ
ス
ト
が
削
減
で
き

る
。
だ
が
日
本
の
課
題
は
、
圧

倒
的
に
若
者
が
足
り
な
い
こ

と
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
後
に
は

ど
ん
な
時
代
が
来
る
か
と
よ
く

聞
か
れ
る
が
、
答
え
は
前
と
同

じ
と
い
う
こ
と
だ
。
困
難
と
チ

ャ
ン
ス
が
混
在
。
困
難
が
あ
る

ほ
ど
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。
恐
竜

が
村
を
襲
っ
て
村
民
が
逃
げ
惑

う
時
に
、
立
ち
向
か
う
一
人
の

若
者
が
必
要
だ
。﹁
時
代
は
若

者
の
、
あ
ん
た
の
出
番
を
待
っ

て
い
る
﹂
と
い
う
こ
と
だ
。

時
代
は
若
者
の
出
番
を
待
っ
て
い
る

ジェームス・スキナー氏

NYで成功の法則を講演

営
者
、
ア
ス
リ
ー
ト
、
言
語
学

者
な
ど
多
彩
な
顔
を
持
ち
、
世

界
で
４
０
０
０
万
部
売
れ
た
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１
９
６
６
年
の
日
本
に
お

け
る
テ
レ
ビ
放
送
開
始
以
来
、

海
外
で
も
１
０
０
を
超
え
る

地
域
で
放
送
さ
れ
、
今
な
お

根
強
い
人
気
を
誇
る
日
本
を

代
表
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
﹂
が
新
た
に
﹃
シ

ン
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
﹄︵
東
宝
︶

と
し
て
映
画
化
さ
れ
、
１
月

11
日
︵
水
︶
と
12
日
︵
木
︶

の
２
日
間
、
全
米　

並
び
に
、

カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
で
劇
場
公
開
さ
れ
る
。

上
映
劇
場
数
は
１
０
０
０
ス

ク
リ
ー
ン
に
及
ぶ
。
初
日
11

日
は 

日
本
語
音
声
／
英
語
字

幕
版
、
翌
12
日
は
英
語
吹
替

版
と
な
る
。

　

企
画
・
脚
本
を
つ
と
め
た

の
は
、
自
身
も
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
シ
リ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
で
あ

る
こ
と
を
公
言
す
る
庵
野
秀

明
。
そ
し
て
、
監
督
は
、﹁
新

世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
﹂

を
は
じ
め
、
数
々
の
傑
作
を

庵
野
氏
と
共
に
世
に
送
り
出

し
て
き
た
樋
口
真
嗣
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
次
々
と

巨
大
不
明
生
物
︻
禍
威
獣(

カ
イ
ジ
ュ
ウ)

︼
が
あ
ら
わ

れ
、
そ
の
存
在
が
日
常
と
な

っ
た
日
本
。
通
常
兵
器
は
全

く
役
に
立
た
ず
、
限
界
を
迎

え
る
日
本
政
府
は
、
禍
威
獣

対
策
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

集
結
し
、︻
禍
威
獣
特
設
対
策

室
︼
通
称
︻
禍
特
対(

カ
ト
ク

タ
イ)
︼
を
設
立
。
班
長
・
田

村
君
男
に
西
島
秀
俊
、
作
戦

立
案
担
当
官
・
神
永
新
二
に

斎
藤
工
、
非
粒
子
物
理
学
者
・

滝 

明
久
に
有
岡
大
貴
、
汎
用

生
物
学
者
・
船
縁
由
美
に
早

見
あ
か
り
、
巨
人
対
策
の
た

め
に
分
析
官
・
浅
見
弘
子
︵
長

澤
ま
さ
み
︶
が
新
た
に
配
属

さ
れ
、
神
永
と
バ
デ
ィ
を
組

む
こ
と
に
。

　

同
作
品
は
昨
年
、
世
界
７

か
国
15
の
映
画
祭
に
出
展
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
年

れ
た
Ｎ
Ｙ
ア
ジ
ア
ン
映
画
祭

で
の
上
映
に
は
、
樋
口
真
嗣

監
督
、
東
宝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
の
西
野
智
也
さ
ん
が
来
米

し
た
。
樋
口
監
督
は
今
回
の

作
品
を
作
る
に
当
た
っ
て
は
、

脚
本
を
作
る
前
に
、
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
の
初
代
の

ス
ー
ツ
ア
ク
タ
ー

だ
っ
た
古
谷
敏
さ

ん
の
体
型
を
３
Ｄ

で
コ
ピ
ー
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
た

と
い
う
。
作
品
自

体
も
ジ
オ
ラ
マ
を

作

っ

て

の

特

撮

は
３
シ
ー
ン
だ
け

で
、
あ
と
は
全
て

Ｃ
Ｇ
撮
影
だ
と
い

う
が
、
実
写
特
撮

の
本
家
本
元
で
あ

る
円
谷
プ
ロ
の
遺

伝
子
は
し
っ
か
り

と
作
品
に
感
じ
さ

せ
る
。

︵
三
︶

シン・ウルトラマン
SHIN ULTRAMAN

1 月 11 日、12 日の 2日間限定上映

 

動
画
予
告
編

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

全
米
の
映
画
館
で
劇
場
公
開

 ■ NY 市での主な公開劇場■

Regal E-Walk & PRX
247 W42nd St.
AMC Empire 25
234W42nd St. 

AMC 34th Street 
312 W34th Street

スペシウム 133 光線で禍威獣（カイジュウ）を迎え撃つウルトラマン

郊外の上映館検索と前売り券を購入できるウエブサイト
https://www.fathomevents.com/events/Shin-Ultraman

辻井伸行と藤田真央
　

２
人
の
若
手
日
本
人
ピ
ア
ニ

ス
ト
が
１
月
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
。
１
月
19
日
︵
木
︶
に
は
辻

井
伸
行
、
25
日
︵
水
︶
に
は
藤

田
真
央
が
登
場
。
開
演
時
間
は

と
も
に
午
後
８
時
か
ら
。
場
所

は
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
ス
タ

ー
ン
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ウ
ム
・
ペ

レ
ル
マ
ン
ス
テ
ー
ジ
。

　

辻
井
は
今
回
で
２
回
目
の
カ

ー
ネ
ギ
ー
出
演
。
２
０
１
９
年

に
行
わ
れ
た
自
身
初
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
公
演
で
は
チ
ケ
ッ
ト
完

売
。
観
客
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
ア
ン

コ
ー
ル
を
４
回
も
行
う
ほ
ど
大

盛
況
だ
っ
た
。
今
回
の
演
奏
で

は
、
ま
ず
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

﹁
月
光
ソ
ナ
タ
﹂、
そ
し
て
リ
ス

ト
＆
ラ
ヴ
ェ
ル
の
ソ
ロ
ピ
ア
ノ

楽
曲
を
、
力
強
さ
の
中
に
繊
細

な
美
し
さ
も
加
わ
っ
た
高
度
な

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
観
客
を
魅
了
す

る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ズ
と
ク
ラ
シ

ッ
ク
の
融
合
・
カ
プ
ー
ス
チ
ン

﹁
８
つ
の
演
奏
会
用
エ
チ
ュ
ー

ド
﹂
を
演
奏
し
、
ジ
ャ
ン
ル
超

え
た
新
し
い
領
域
の
音
楽
を
披

露
す
る
。

　

藤
田
は
、
今
回
の
公
演
が

待
望
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
・

デ
ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
と
な

る
。
東
京
生
ま
れ
の
藤
田
は
、

２
０
１
７
年
に
弱
冠
18
歳
で
ス

イ
ス
で
行
わ
れ
た
第
27
回
ク
ラ

ラ
・
ハ
ス
キ
ル
国
際
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
勝
す
る
な
ど
、

若
く
し
て
世
界
を
舞
台
に
活

躍
。
数
々
の
国
際
的
に
名
声
の

高
い
リ
サ
イ
タ
ル
や
名
だ
た
る

ト
ッ
プ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の

共
演
を
果
た
し
、
世
界
か
ら
称

賛
さ
れ
て
い
る
期
待
の
日
本
人

若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
現
在
は
ソ

ニ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
と
専
属
契
約

を
結
び
国
際
的
に
活
躍
中
。
今

回
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、リ
ス
ト
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
、
Ｃ
・
シ
ュ
ー
マ

ン
、
Ｒ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
な
ど
の

楽
曲
を
演
奏
予
定
。

　

問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の

公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
carnegiehall.org/ 

を
参
照
。

辻井伸行 ©Stephen Eastwood/Lynx

藤田真央 ©Hiroko Chiba

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

19
日
と
25
日
に
そ
れ
ぞ
れ
公
演
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■
動
画
予
告
編
の
視
聴
有
効
期
限
は
１
月
13
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

https://www.bozubrooklyn.com/
https://top.his-usa.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.fathomevents.com/events/Shin-Ultraman
https://youtu.be/wZ4_f5-Ic7o
https://carnegiehall.org/
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 BOOKS

ＮＹ公立図書館貸出ランキング
 

■ Hマートで泣きながら（ミシェル・ザウナー、集英社）
Japanese Breakfast として音楽活動しグラミー賞にノミ
ネートされたミシェル・ザウナーによる全米ベストセラー
の自叙伝。父は米国人、母は韓国人でオレゴン州で育ち、
母親との確執により故郷を離れたが、母がガンになり看病
のために帰る。56 歳の母の死後、悲しみを癒してくれた
のは韓国料理だった。■原田マハの名画鑑賞術（原田マハ、
幻冬舎）数々のアート小説を生み出した作家・原田マハが、
日本の美術館に所蔵されるモネ、ルソー、セザンヌ、ウォー
ホル、東山魁夷、草間彌生などのアートコレクションを訪
ねる WOWOW「CONTACT ART」の書籍化。アート作
品との対話を案内する。■アガワ家の危ない食卓（阿川佐
和子、新潮文庫）阿川佐和子さんの父、作家の阿川弘之氏。
暴君で有名だが、着るものがボロボロでも食事にはお金を
かけるというのが父の考えで、「死ぬまであと何回飯が食
えるかと思うと不味いものは食いたくない」が 2015 年に
90 歳で他界するまでの口癖だった。阿川家の母と食にま
つわるエッセイ集。■老害の人（内館牧子、講談社）数々
の人気作品を世に送り出した脚本家・内館牧子が後期高齢
者の戸山福太郎と彼の仲間の老害の人々を描く高齢者小説
の第 4 弾。昔話に説教、趣味の講釈、病気自慢に孫自慢、
無気力、そしてクレーマー。周囲から迷惑と言われても聞
く耳は持たない老害五重奏は絶好調。■シーソーモンスター（伊坂幸太郎、
中公文庫）伊坂幸太郎、朝井リョウなど 8 作家による壮大な文芸競作企画、
螺旋プロジェクト。3つの共通ルール、①古代から未来までの日本で起こる「海
族」と「山族」の闘いを描く。②全作品に隠れキャラが登場。③共通アイテ
ムも入れる、を全作品に入れて描かれた物語。表題作と「スピンモンスター」
の 2 編が収録されている。■新・哲学入門（竹田青嗣、講談社現代新書）早
稲田大学名誉教授であり、哲学者・文芸評論家である著者が現代の哲学は、
哲学の基本方法を否定する相対主義哲学が主流になっており、これは現代哲
学の最大の病であると嘆き、根本的に新しい哲学が必要とされている今、新
しい哲学の扉を開くためと本書を著す。新しい哲学の入門書。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

母
を
亡
く
し
た
娘
を
慰
め
る
料
理
。
美
術
館
を
訪
ね
て
ア
ー
ト
と
対
話
。
阿
川
弘
之
の

家
族
の
食
卓
を
娘
・
佐
和
子
が
綴
る
。
内
館
牧
子
の
高
齢
者
小
説
第
４
弾
。
８
作
家
が
描

く
壮
大
な
歴
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
相
対
主
義
哲
学
に
異
議
を
唱
え
る
新
哲
学
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

新
年
の
ラ
ジ
オ
番
組
を

聞

い

て

い

た

リ

ス

は
﹁

新

年

の

抱

負
︵N

ew
 Y

ear's 
resolution

︶
﹂
と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
ま
す
。
新
年
の
抱
負

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
と
気
に
な

っ
た
リ
ス
は
、
ク
マ
に
﹁
新
年

の
抱
負
っ
て
ス
ナ
ッ
ク
作
る
よ

り
も
難
し
い
の
？
﹂
と
尋
ね
ま

す
。
ク
マ
は
、
新
年
の
抱
負
と

は
そ
の
１
年
に
よ
り
良
い
自
分

に
な
る
こ
と
や
他
人
を
助
け
る

こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
だ
と
説

明
し
ま
す
。
リ
ス
は
、
病
気
で

寝
込
ん
で
い
た
ス
カ
ン
ク
を
訪

ね
て
元
気
付
け
る
た
め
に
か
く

れ
ん
ぼ
し
た
り
、
モ
グ
ラ
と
カ

メ
が
庭
に
穴
が
掘
れ
る
場
所
を

探
し
て
あ
げ
た
り
、
ハ
リ
ネ
ズ

ミ
に
面
白
い
ジ
ョ
ー
ク
を
言
っ

て
笑
わ
せ
て
あ
げ
ま
し
た
。
な

の
に
リ
ス
は
ま
だ
、
自
分
の
た

め
の
﹁
新
年
の
抱
負
﹂
を
決
め

ら
れ
な
い
ま
ま
で
す
。
い
っ
た

い
自
分
は
何
を
約
束
し
た
ら
い

い
ん
だ
ろ
う
と
一
生
懸
命
考
え

ま
す
。
果
た
し
て
リ
ス
は
自
分

の
新
年
の
抱
負
を
考
え
つ
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

新
年
を
迎
え
る
動
物
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
年
の
抱
負

を
考
え
る
物
語
。　
　

︵
高
田
︶

動
物
た
ち
の
﹁
新
年
の
抱
負
﹂

 『Squirrel's New Year's Resolution』
Written by Pat Miller　

Published by Albert Whitman & Co

２
０
２
２
年
の
人
気
上
位
10
作
品
を
発
表

　

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
︶
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
公
立
図

書
館
︵
Ｂ
Ｐ
Ｌ
︶
、
ク
イ
ー
ン

ズ
公
立
図
書
館
︵
Ｑ
Ｐ
Ｌ
︶ 

は

12
月
19
日
、
２
０
２
２
年
に
各

館
で
最
も
貸
し
出
し
が
多
か
っ

た
上
位
10
作
品
を
発
表
し
た
。 

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ス
タ
テ
ン

島
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
に
分
館
を
有

す
る
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
の
１
位
は
、
人

生
に
絶
望
し
最
後
の
日
と
決
め

た
日
の
夜
、
気
が
付
く
と
図
書

館
に
移
動
し
て
お
り
、
本
を
通

し
て
人
生
の
選
択
と
は
何
か

を
考
え
直
す
女
性
ノ
ラ
の
物

語
﹁
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
︵T

he M
idnight 

Library

︶﹂︵
マ
ッ
ト
・
ヘ
イ

グ
著
︶
だ
っ
た
。
２
位
は
ボ
ニ

ー
・
ガ
ー
マ
ス
著
﹁
レ
ッ
ス

ン
・
イ
ン
・
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
﹂、

３
位
ア
モ
ー
ル
・
ト
ウ
ル
ズ
著

﹁
リ
ン
カ
ー
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
﹂、

４
位
テ
イ
ラ
ー
・
ジ
ェ
ン
キ
ン

ス
・
リ
ー
ド
著
﹁
マ
リ
ブ
・
ラ

イ
ジ
ン
グ
﹂、
５
位
エ
ミ
リ
ー
・

ヘ
ン
リ
ー
著
﹁
ピ
ー
プ
ル
・
ウ

ィ
ー
・
ミ
ー
ト
・
オ
ン
・
バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
﹂
と
な
っ
た
。

　

Ｂ
Ｐ
Ｌ
は
、
失
踪
し
た
夫
の

真
実
と
謎
を
追
う
ミ
ス
テ
リ
ー

﹁
ザ
・
ラ
ス
ト
・
シ
ン
グ
・
ヒ
ー
・

ト
ー
ル
ド
・
ミ
ー
﹂︵
ロ
ー
ラ
・

デ
イ
ブ
著
︶、
Ｑ
Ｐ
Ｌ
は
、
相

続
し
た
パ
リ
の
ア
パ
ー
ト
で
祖

母
の
知
ら
ざ
れ
る
過
去
を
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
探
る
ス
リ
ラ

ー
﹁
ザ
・
パ
リ
ス
・
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
﹂︵
ル
ー
シ
ー
・
フ
ォ

ー
リ
ー
著
︶
だ
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
の
児
童
書
１
位
は

﹁
ダ
イ
ア
リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
・

ウ
ィ
ン
ピ
ー
・
キ
ッ
ド
︵
邦

題
：
グ
レ
ッ
グ
の
ダ
メ
日
記
︶﹂

シ
リ
ー
ズ
︵
ジ
ェ
フ
・
キ
ニ
ー

著
︶。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
の
分
館
と
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
メ
リ
ル
と
ジ
ェ

イ
ム
ス
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
夫
妻

は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
、
自

分
た
ち
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
が

あ
る
よ
う
に
、
特
徴
的
な
人
物

が
登
場
す
る
作
品
を
好
む
傾
向

が
あ
る
。
今
年
の
人
気
作
品
は

ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
内
容
で
、

日
々
の
喧
騒
の
な
か
気
晴
ら
し

の
時
間
を
提
供
し
て
く
れ
る
だ

ろ
う
﹂
と
伝
え
て
い
る
。 

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
に
よ
る
と
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
で
は
文
芸
小
説
を
好

む
一
方
、
ス
タ
テ
ン
島
で
は
サ

ス
ペ
ン
ス
や
王
道
ダ
ニ
エ
ル
・

ス
テ
ィ
ー
ル
作
品
を
含
む
ロ
マ

ン
ス
作
品
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
で
は

国
民
的
人
気
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
で
あ
る
ド
リ
ー
・
パ

ー
ト
ン
と
著
名
作
家
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
パ
タ
ー
ス
ン
共
著
の
﹁
ラ

ン
、
ロ
ー
ズ
、
ラ
ン
﹂
が
人
気

と
地
域
性
も
現
れ
て
い
る
。﹁
ラ

ン
、
ロ
ー
ズ
、
ラ
ン
﹂
は
、
パ

ー
ト
ン
さ
ん
が
同
作
品
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た

同
名
の
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス

し
た
こ
と
で
も
話
題
と
な
っ

た
。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳
細
は
各

図
書
館
の
公
式
サ
イ
トnypl.

org

、bkly
n

library
.org

、

queenslirary.org

を

参

照

す
る
。

https://usa.kinokuniya.com/
https://www.funcphysio.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
香

り
の
コ
ラ
ム
を
ご
覧
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

温
か
い
湯
船
に
つ
か
り
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
蒸
気
に
包
ま
れ
、

心
身
リ
ラ
ッ
ク
ス
。

　

植
物
の
芳
香
成
分
︵
精
油
︶

の
抗
菌
作
用
は
大
昔
か
ら
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
人
の
体

に
は
多
種
多
様
、
無
数
の
常
在

菌
︵
微
生
物
︶
が
棲
み
つ
い

て
い
ま
す
。
常
在
菌
は
そ
の
人

固
有
で
、
健
康
状
態
、
食
事
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
様
々
な
要
因

に
よ
り
変
化
し
ま
す
。
ま
た
年

齢
と
共
に
常
在
菌
の
フ
ロ
ー

ラ
は
変
動
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
良
い
フ
ロ
ー
ラ
を
維
持
、

形
成
し
て
い
く
こ
と
は
日
々

の
健
康
に
大
切
で
す
。
入
浴
効

果
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
効
果
が

相
乗
的
に
働
く
ラ
ベ
ン
ダ
ー

の
入
浴
は
、
手
軽
な
健
康
維
持

法
で
す
。
精
油
の
穏
や
か
な
抗

菌
作
用
が
、
頭
皮
や
顔
、
体
表

の
皮
膚
、
口
腔
、
消
化
器
系
、

気
管
支
系
、
性
器
な
ど
の
粘
膜

に
棲
む
常
在
菌
と
折
り
合
い

を
つ
け
、
同
時
に
芳
香
成
分
は

神
経
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
筋
肉

を
弛
め
、
炎
症
や
痛
み
を
軽
減

し
、
眠
り
を
深
め
、
内
分
泌
系

や
自
律
神
経
系
を
整
え
、
免
疫

系
を
活
性
化
し
、
全
体
的
な
健

康
維
持
に
貢
献
し
ま
す
。
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
精
油
を
２
〜
３
滴
、

湯
船
に
は
っ
た
湯
に
落
と
し

よ
く
か
き
混
ぜ
、
ゆ
っ
く
り
と

つ
か
り
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
の
健
や
か
な

一
年
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま

す
。

　

注
：
肌
の
弱
い
方
は
精
油

を
植
物
油
で
う
す
め
て
お
使

い
く
だ
さ
い
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ

に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ

ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ

ア
製
品
や
精
油
の
調
合
を
実

施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

72

絵：古舘みどり

　

人
体
の
美
の
基
準
は
ど
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
素
朴
な
疑

問
を
抱
い
た
少
女
は
、
自
宅
に

あ
っ
た
医
学
図
解
な
ど
を
見

て
、
身
体
が
も
た
ら
す
社
会
へ

の
影
響
や
人
類
の
歴
史
の
中
で

の
美
意
識
に
興
味
を
抱
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
外
科
医
の

父
親
の
影
響
を
思
い
起
こ
せ
ば

受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
。
幼
少
期
に
両
親
と
﹁
人

体
の
世
界
展
﹂
を
見
に
行
き
、

初
め
て
夏
目
漱
石
の
脳
の
ホ
ル

マ
リ
ン
を
見
て
感
動
し
た
そ
う

だ
。

　

神
楽
岡
久
美
さ
ん
は
、
東
京

都
出
身
。
武
蔵
野
美
術
大
学
大

学
院
造
形
研
究
科
デ
ザ
イ
ン
専

攻
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

を
修
了
し
て
玩
具
企
画
デ
ザ
イ

ン
会
社
の
商
品
企
画
部
に
入
社

し
、
玩
具
・
雑
貨
の
企
画
、
デ

ザ
イ
ン
、
展
示
空
間
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
務
め
た
の
ち
退
職
し
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
独
立
し

た
。

　

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
公
益

財
団
法
人
吉
野
石
膏
美
術
振
興

財
団
の
研
修
作
家
と
し
て
来
米

し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動

中
だ
。﹁
美
的
身
体
の
メ
タ
モ

ル
フ
ォ
ー
ゼ
﹂
と
題
し
て
、
リ

サ
ー
チ
を
ベ
ー
ス
に
人
類
誕
生

の
歴
史
か
ら
、
現
在
、
そ
し
て

未
来
へ
の
﹁
美
的
価
値
﹂
か
ら

形
成
さ
れ
る
身
体
を
推
測
し

て
、
そ
の
美
的
身
体
を
形
成
す

る
装
置
の
制
作
を
行
っ
て
い

る
。
な
ん
だ
か
少
し
難
解
な
感

じ
だ
が
、
要
は
歴
史
や
文
化
、

宗
教
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に
よ

っ
て
刷
り
込
ま
れ
た
﹁
美
的
価

値
﹂
と
は
何
か
を
問
い
、
そ
し

て
人
類
が
今
後
目
指
す
未
来
の

美
的
身
体
と
は
ど
ん
な
も
の
な

の
か
を
想
像
さ
せ
る
と
い
う
一

環
し
た
テ
ー
マ
を
作
品
で
表
現

し
て
い
る
。

　

子
供
の
頃
、
自
分
は
８
頭
身

の
モ
デ
ル
の
よ
う
な
体
型
で
は

な
い
こ
と
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

を
も
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
人
体
の

美
の
固
定
概
念
に
疑
問
を
抱
い

た
と
い
う
。

﹁
最
初
は
、
10
代
の
頃
に
感
じ

て
い
た
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と

向
き
合
う
た
め
に
﹃W

hat 
is the B

eautiful B
ody in 

Japanese society?

﹄
と
い

う
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
は

日
本
人
で
あ
る
私
だ
け
が
抱
え

る
問
題
な
の
か
？ 

そ
も
そ
も

な
ぜ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
生
ま

れ
た
の
か
？ 

と
考
え
て
い
く

う
ち
に
、
社
会
が
提
示
す
る
美

的
価
値
と
実
際
の
自
分
と
の
差

異
が
あ
る
ほ
ど
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
は
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
考
え
に
至
り
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
日
本
だ
け
で

な
く
他
の
国
含
め
人
間
社
会
で

は
ど
の
よ
う
な
美
的
価
値
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
？ 

そ
し
て
そ

の
要
因
は
何
か
？ 

と
疑
問
が

生
ま
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

す
﹂
と
い
う
。
美
し
さ
を
表
現

す
る
こ
と
と
美
し
さ
を
作
り
出

す
装
置
を
表
現
す
る
こ
と
の
間

に
あ
る
隔
た
り
を
ど
う
理
解
す

る
の
か
、見
る
者
に
対
し
て﹁
芸

術
﹂
そ
の
も
の
を
問
う
試
み
で

も
あ
る
。

　

２
０
２
１
年
﹁
吉
野
石
膏
美

術
振
興
財
団
﹂ 

在
外
研
修
助
成

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
選
定
、19
年﹁
京

都
大
学
ロ
ン
ド
ン
大
学
ゴ
ー
ル

ド
ス
ミ
ス
校
主
催 
ア
ー
ト
サ

イ
エ
ン
ス
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

-A
rt Innovation

展 2019
﹂ 

山
峰
潤
也
賞
受
賞
、
17
年
﹁
ア

イ
ス
タ
イ
ル
芸
術
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団 

現
代
芸
術
振
興
助
成
﹂ 

助
成
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
選
定
、
15

年
﹁SIC

F16

﹂ 

グ
ラ
ン
プ
リ 

受
賞
、
と
数
々
の
受
賞
歴
を
持

つ
。

︵
三
浦
良
一
、撮
影
・
浦
野
航
気
︶

アーティスト

神楽岡 久美さん

身
体
に
お
け
る
美
的
価
値
を
探
求

「Extended Finger.」2019 年
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ラ
ベ
ン
ダ
ー
浴
で

健
康
な
一
年
を
。
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http://www.salon-oasis.net
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
https://www.samuraimama.com/


2023 年（令和 5 年）1 月1日（日） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［広　告］　　(60  )

https://chieimai.com/


第１部を読む

https://nyseikatsu.com/editions/895/895-1.pdf



